

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　空から薬やつ莢きようの散らばる瓦が礫れきの上に、一人の少女が横たわっていた。

　プラチナブロンドの長ちよう髪はつを持つ彼女の腹は、純白のタクティカルスーツごと裂さけている。そこから、鮮あざやかすぎる赤が溢あふれ出でて、雪に覆おおわれたコンクリートを伝い落ちていった。

　荒こう廃はいした超ちよう高層ビル群が織り成す灰色の樹海の下。

　少女の横たわる弾だん痕こんだらけの大通りには、夥おびただしい量の死体が敵味方関係なくうち捨てられていた。死体は全てタクティカルスーツに身を包んでおり、金属製のチョーカーを首に嵌はめている。見れば、全員が少年少女であった。

　そんな中、黒くろ髪かみに漆しつ黒こくのタクティカルスーツという出いで立たちの少年──一いち之の瀬せ秋あき人とは、仲間の屍しかばねを踏ふみ越こえて少女の前に立つと、その頭部にアサルトライフルの銃じゆう口こうを向けた。

　呼気が白く煙けぶる。視界の邪じや魔まになるため、息を止めた。

「痛い……、いたい。……お願い。殺、して」

　前まえ髪がみに目元を覆おおわれた少女が、か細い声で鳴く。

　この戦場において瀕ひん死しの人間は珍めずらしい。誰だれも彼も、負傷して自分の身体が使い物にならなくなった途と端たん、複体再生リスポーンして次の身体へと乗のり換かえるからである。

　しかし、眼前の少女は違ちがった。離はなれた場所にライトマシンガンとハンドガンが転がっている。秋あき人とたちとの戦せん闘とうで得物を全て吹ふき飛とばされ、命を絶つ手段を失ったのだ。

　早いところこの因縁の敵兵を殺して、三ブロック先の前線に合流しよう。放っておけない仲間たちが待っている──。そう思い、秋あき人とが引き金にかけた指先に力を入れた、その時だった。

「……ありが、とう」

　少女が微笑とともに顔を上げたのは。

　真夏の穹そらを思わせる蒼あおの瞳ひとみが、ホロサイト越ごしに秋あき人との目をまっすぐに射い貫ぬく。

　その目を見た途と端たん、秋あき人との心がざわついた。

　言葉に反して、少女の瞳ひとみは涙なみだを携たずさえながらも爛らん々らんと輝かがやいていた。まだ死にたくないと。まだ生いき抜ぬきたいと。人の命が再生可能なこの時代に、少女の身体は生を望んでいた。

　秋あき人とは急に自分の足元が崩くずれていく感覚に陥おちいった。

　──そうだ。なんで俺、人を殺しているんだ。

　湧わいて出た一いつ瞬しゆんの感情が、指先を鉛なまりのように重くする。視野が狭きよう窄さくし、呼吸が速くなる。

　遅おくれて、その感情が恐怖きようふであることを自覚した。それは、人から何かを奪うばう恐怖きようふ。

「お願い、早く……っ！」

　少女の叫さけびにはっと我に返り、奥歯を食いしばる。

　そして秋あき人とはトリガーを──




















１






　──トリガーを引いた瞬しゆん間かん、目の前で航空ドローンが爆ばく散さんした。

　秋あき人とは押し寄せた衝しよう撃げき波はに吹ふき飛とばされ、瓦が礫れきの山に背中から叩たたきつけられる。

「ぐ──っ！」

　眼前に広がるのは蒼あおい穹そらと、天高く湧わき立たつ白い入道雲。

　超ちよう高層ビルに切り取られた夏空を、小型高機動ミサイルＭＴＭと無人戦闘機ＵＭＣがもつれ合いながら白はく煙えんの尾おを曳ひいて横切った。

　その景色を背に、ライトマシンガンを抱かかえた少女がビルの残ざん骸がいの上へと降り立つ。

　秋あき人とは喉のどの奥からせり上がってきた血に咽むせながら、その兵士を睨にらみつけた。

「──あんたも執念深いな、《致死の蒼リーサルブルー》」

　プラチナブロンドの長ちよう髪はつを爆ばく風ふうに流した少女──ＴタクＡテイＣカルネーム《致死の蒼リーサルブルー》は、ゆっくり瞼まぶたを持ち上げる。

　現れたのは深い蒼あおの瞳ひとみ。空よりも青い色しき彩さいが躍おどる。

　それは秋あき人とと同おない歳どしくらいの、大人と言うにはまだあか抜ぬけていない少女だった。

　端たん正せいな顔立ちをしており、見る者にここが仮メ想タ空バ間ー帯スかと錯さつ覚かくさせるような人にん間げん離ばなれした美しさの持ち主である。

　そんな彼女は、純白のタクティカルスーツに身を包み、年の割には肉感の強い肢し体たいを惜おしげも無く晒さらしていた。

「これで百三十四」

　不意に呟つぶやいた《致死の蒼リーサルブルー》の言葉に秋あき人とは眉まゆを寄せる。

「……なんの数字だ」

　これまで澄すました態度を貫つらぬいていた彼女は肩かたを震ふるわせると、憎にく々にくし気げに表情を歪ゆがめて乱射した。

「……今日あなたが壊こわした機ドロ体ーンの数よ！　可か愛わいいあの子たちを屠ほふるなんて、あなたに人の心はあるの!?　これだからエルメア人エルマーは嫌きらいなのよ！」

　秋あき人とは腰こしのジェットキットを噴ふかすと、横に駆かけ出だした。

　白銀の少女もまたそれに追従してくる。

「人間をやるのはよくてドローンはダメなのか!?」

「何を言っているの？　人はすぐに再生できるけど、機械は簡単には直らないじゃない」

　そんな無む茶ちや苦く茶ちやな、と思う反面、見方によっては案外正しいのかもしれないと内心で思った。

　すると、高層ビル群の隙すき間まから全長一メートルを超える新手の航空ドローンが五機、隊列を組んで飛来してくる。

　秋あき人とはタクティカルスーツに強化された脚あしで跳ちよう躍やくし、宙で反転して追ってくる機ドロ体ーンをアサルトライフルで射しや撃げきした。爆ばく炎えんが五つ連続して瞬またたく。

　着地するなり、瓦が礫れきの陰かげから陰かげへと飛び移った。その合間を狙ねらって少女が射しや撃げきしてくるが、秋あき人とは毎回飛び出すタイミングを絶ぜつ妙みように変えてこれを回かい避ひする。

「大量のドローンを突つっ込こませて、回かい避ひしたところをライトマシンガンで仕留める──見み飽あきたぞそのパターン！」

「接近戦しか知らないどこかの能無しがひたすら逃にげ回まわるからじゃない！」

「そうでもしないとあんたのスウォーム、突とつ破ぱできないんだよ！　あんたも兵士なら、たまには銃じゆう一丁でかかって来たらどうなんだ！」

「同じ言葉を返してあげる。──あなたも兵士なら、ドローンの一機くらい並へい列れつ演算で操作してみたら？」

　追従してきた少女が秋あき人とと横並びになると、激しい弾だん丸がんの応おう酬しゆうを繰くり広ひろげる。

　その中で、少女が瓦が礫れきに躓つまずき体勢を崩くずす。

「きゃ──っ！」

　その瞬しゆん間かんを見み逃のがす秋あき人とではなかった。

　ライフルを構える。照準器のレティクルに小さな頭が重なる。

　そして人差し指をかけたトリガーが加重され──

　蒼あおの瞳ひとみと視線がぶつかった。

「────」

　指が硬こう直ちよくする。呼吸を忘れる。

　秋人は自分の表情が強張るのを感じた。

　そうして生まれた刹せつ那なに、少女が体勢を持ち直す。

　向けられるのは、ライトマシンガンの昏くらい銃じゆう口こう。

　次の瞬間、秋あき人との身体に七・六二ミリ弾だんが三発撃うち込こまれた。続けて、背後から迫せまった自爆ドローンＳＵＡＶの爆ばく風ふうでビルの壁かべに叩たたきつけられる。

「が……っ!!」

　赤色を散らしながら地面に落ちると、最後に秋あき人とは血の塊かたまりを吐はき出だした。

　すると、白のスーツに包まれた細い脚あしが視界に現れて目の前で止まる。

　顔をあげると、《致死の蒼リーサルブルー》が両目を吊つり上あげて秋あき人とを見下ろしていた。

「《血も無き兵ブラツドノート》とは皮肉ね。誰だれよりも血まみれなんだから」

「……これだけ血ち抜ぬきされていたら、その名前もあながち間ま違ちがいじゃないかもしれない」

　少女はつまらなそうに鼻を鳴らし、ギロリと音がしそうなほど睨にらみを利きかせる。

「さっきはどうして撃うたなかったの」

「……なんのことだ」

　そうとぼける秋あき人との言葉に少女は嘆たん息そくして、ライトマシンガンを構える。

　真っ暗な銃じゆう口こうが秋あき人との目の前に浮うかんでいた。

「……あなたが何を考えているのか知ったことじゃないけど、ああいうことされると腹が立つの」

「弾詰まりしたジヤムつたんだよ」

「冗じよう談だん」

　銃じゆう口こうが揺ゆれる。

「──撃うてない弱者は戦場ここから消えて」

　言葉とともに、少女は躊躇ためらい無くトリガーを引ひき絞しぼった。

　遅ち延えんした世界でマズルフラッシュが瞬またたき、バレルから吐はき出だされた弾だん頭とうが眼前に迫せまる。

　そして螺ら旋せんを描えがく涙るい滴てき型がたの弾だん丸がんは、秋あき人との頭部へと達し──。

『警告：マインドステート同期率……九四・八パーセント』

　死の直前、秋あき人との視界に深紅のアラートウィンドウが無数に展開された。

　それとほぼ同時、数値が一〇〇パーセントへと達し視界が暗転。秋あき人とは己おのれの死を理解する。

　それから記憶変数体マインドステートという圧縮された秋あき人との記き憶おくデータが、戦場に張はり巡めぐらされた通信素子帯エーテルネツトを介かいして、二キロメートル上空を飛行する戦術降下艇ドロツプシツプへと転送された。

　戦術降下艇ドロツプシツプの中に並べられた円えん筒とう状じようのポッドの一つが鈍にぶい唸うなり声ごえをあげ始める。

　インジケーターの色が赤から緑に変わり、ポッド内部でフラフープに似た金属製のリングが天てん井じようからゆっくりと下降し始めた。

　その動きに合わせてリングの中央から人間の頭部が紫し電でんを伴ともなって形作られていく。黒の毛もう髪はつが、白の肌はだが、首のチョーカーが、そしてその身体を包むタクティカルスーツが次々と印刷されていく。

　そうして現れたのは、秋あき人とのクローンだった。

　ものの三秒で上半身の出力が終わり、下半身の印刷が進む途と中ちゆうで心臓が動き出す。

　そして、生を受けたばかりのクローンの脳に、転送された記き憶おくデータが書き込まれた。

　──直後、覚かく醒せい。

「……ハッ！」

　悪夢からの目覚めのように、秋あき人とは身み震ぶるいと同時に瞼まぶたを持ち上げる。睫まつ毛げの先から乾かわいた肉にく片へんがパラパラと落ちた。

　死と再生を一気に乗のり越こえたことでアドレナリンが全身を巡めぐり、荒あらい呼吸を繰くり返かえす。瞳どう孔こうが開いているのか視界がチカチカと眩まぶしかった。

　目の前にあったのは無機質なポッドの床ゆかと、だらりと下がる自分の両りよう腕うで。

　鼻を擦こすると、生体印刷バイオプリント特有の肉の焦こげた匂においが粘ねん膜まくを刺し激げきする。

　遅おくれて下半身の出力も終わると、秋あき人とは身体の至る所から伸のびたサポート材を剝はがした。

　手を握にぎり、そして開く。健康な肉体そのものだ。

　死の直前までに全身に開いた風穴などどこにもない。

　戦せん闘とう服ふくも下したてのように綺き麗れいで、まだ一発も減っていないマガジンの差さるベルトがどっしりと重かった。背中のマウントに収まるアサルトライフル〈ＭＡＲ−16〉を手に取ると、出しゆつ荷か時じと同様の鈍にぶい光を照り返している。

　しかし、それまでにあった激痛の数々は幻げん肢し痛つうとなり秋あき人との脳を蝕むしばむ。

　特に直前に撃うち抜ぬかれた眉み間けんに激痛が走り、秋あき人とは指で摩さすった。

「い……つぅ。あいつ、今日は特別機嫌が悪いな」

　そして、秋あき人との脳に癒ゆ着ちやくしたナノマシン〈ニューラルゲート〉が起動し、軍の基幹システム──戦略統合システムＵＴＡＳに接続する。

　同時に、視界に無数の仮想ウィンドウが合成表示された。戦場の立体図やバイタルサイン、装備している銃火器の残ざん弾だん数すうや装そう甲こうの耐たい久きゆう値ちなどが次々に映し出されていく。

　すると、一つの音声が鳴った。

『ARCADIA is Online』

　女性の機械音声が流りゆう暢ちように読み上げる。

　アルカディアＡＲＣＡＤＩＡ──それは人に死を回かい避ひする力を与える全能のシステム。アルカディアに接続してさえいれば、たとえ火の中、水の中どこであろうとも、死と同時にその人の魂たましいを救い出してくれる──そんな夢のシステムである。

　ただし、それは夢のようでいて、その実は悪夢の類かもしれない。

　なにせ戦場に斃たおれ再生されたところで、その爪つま先さきが向かうのもまた戦場なのだから。

　──撃うてない弱者は戦場ここから消えて。

《致死の蒼リーサルブルー》が最後に放った言葉が頭の中でこだまする。

　秋あき人とは顔を歪ゆがめた。

　いくら死を回かい避ひできるからと言って、その痛みや苦しみまでが消えるわけではない。それは仲間たちや秋あき人と自身だけではない。敵側も同じである。その理り不ふ尽じんな暴力までも正当化していいのだろうか。そんな疑問が胸の内に黒ずんだ油のようにこびりつく。

　それでも秋あき人とは戦わなければならない。戦場に立たなくてはならない。

　なぜなら秋あき人とは、部隊を率いる小隊長なのだから。

「──クソッ」

　秋あき人とは鋭するどく息を吸って意識を切きり替かえると、頭上に跳はね上あがっていたハッチの取手を握にぎり、勢いよく下ろす。

「ライガー１、降下準備完了！」

　圧縮された空気が漏もれ出だす音とともにハッチが内部でロックされる。その閉へい塞そく感かんが秋あき人との中に緊きん張ちようを生み出した。

　それから両手で衝しよう撃げきに耐たえるための支え棒を握にぎるや否いなや、装そう甲こう板ばんの外で輸送機との連結が解除される重じゆう厚こうな鉄の音が響ひびいた。

　直後、秋あき人との全身を浮ふ遊ゆう感かんが襲おそう。

　間かん髪はつ容いれずに、ポッド上部のスラスターが作動し、ただの浮ふ遊ゆう感かんにとどまっていた感覚はレッドアウト直前の強力なマイナスＧへと変へん貌ぼうした。

　体感で何時間にも感じる時を歯を食いしばって耐たえると、今度はスラスターが地上に向けて逆ぎやく噴ふん射しやし、決して穏おだやかではない衝しよう撃げきとともに着陸した。

『タッチダウン、誤差Ｗ１・５／Ｅ４。作戦続行可能範はん囲いです』

　ぐちゃぐちゃに狂くるわされた三半規管と足元の感覚を、ぎゅっと目を瞑つぶって戻もどす。

「……ハッチ、解放」

『了りよう解かい』

　機械音声が応えるなり、眼前のハッチが爆ばく音おんを伴ともなって前方に射出された。

　秋あき人とは〈ＭＡＲ−16〉を摑つかむと、降下ポッドから飛び出す。

　そこは既すでに数刻前までいた埃ほこり臭くさい戦場で、人と金属の悲鳴で作られたカオスが視界いっぱいに広がった。至る所から銃じゆう声せいと爆ばく音おんが上がって、空から次々に新しい兵士を乗せたポッドが降り注いでいる。

　秋あき人とは敵側からの射線を切りながら前進した。

　すると、崩ほう落らくした高層ビルの残ざん骸がいの上から見知った顔が二つ現れる。

「アキ、おっそーい！　あの雌めす猫ねことの戦せん闘とうに時間かけすぎ！　《致死の蒼リーサルブルー》が綺き麗れいな顔してるからって、手を抜ぬいてんじゃないの!?」

「遅おせえぞ秋あき人と！　さっきから玲れ奈ながイライラしてて俺らがとばっちり喰くらってンだ！」

　それは黄金の髪かみを洒落しやれっ気けたっぷりにアレンジした少女と、燃えるような赤せき髪はつが特とく徴ちよう的てきな男。

　二人の名は天あま代しろ玲れ奈なと、葉は木ぎ遼りよ太うた郎ろう。

　どちらも秋あき人との率いる第一小ライガー隊たいの隊員であり、生まれてからこれまでの十六年間、ともに過ごした友である。

　秋あき人とは腰こしのジェットキットを吹ふかして、十メートル強ある瓦が礫れきの山を駆かけ上あがる。そして上から差し出された玲れ奈なの手を摑つかみ、一気に登り切った。

　秋あき人とは一いつ瞬しゆんの間を置くと、いつもの笑えみを顔に張り付ける。

「なんだ、玲れ奈な。また糖分取りすぎか？」

「玲れ奈なは《致死の蒼リーサルブルー》に秋あき人と取られて嫉しつ妬としてンだよなー？」

　遼りよ太うた郎ろうがそう茶化すと、玲れ奈なが顔を真っ赤にした。

「ち、ちちち、違ちがうし！　ちょっとリョウ、適当なこと言わないでよ！」

「やめっ、やめろって、銃じゆう口こうをこっちに向けんじゃねえッ！」

　秋あき人とは悲鳴を上げる遼りよ太うた郎ろうを尻しり目めに嘆たん息そくすると、戦場に響ひびき渡わたる銃じゆう声せいに負けじと声を張る。

「それで玲れ奈な、状じよう況きようは!?」

　玲れ奈なはむーっと秋あき人とを睨にらんだ末に、言葉の調子を真面目なそれに変えた。

「三四〇の方向から歩兵にめっちゃ押されてる！　第二小隊の複体再生リスポーンが全然間に合ってないっぽい！」

「第二小隊のところには俺がカバーに入る！　玲れ奈なと遼りよ太うた郎ろうは北側から戦線を押し返してくれ！　とにかく隊のみんなには自ド律ロ兵ー器ンを壊こわして確実に評点を稼かせがせるんだ！　対人戦は避さけさせろ！」

「わかった！　アキこそ、今日これ以上《致死の蒼リーサルブルー》とやり合ったらダメだからね！　ライガー隊の中で評点一番ヤバイのアキなんだから！」

「やっと攻こう勢せいに回れるぜえ！」

　そう言って玲れ奈なは二丁のサブマシンガンを、遼りよ太うた郎ろうはドラムマガジン式のショットガンをそれぞれ抱かかえて、瓦が礫れきの山を飛び下りる。

　その背中を追いながら、秋あき人とは眼下に広がる戦場を見み渡わたした。

　黒こく煙えんを噴ふき上あげるビル群の合間を縫ぬうようにして、ドスロウーオンー群ムと小型高機動ミサイルとがもつれ合いながら激しいドッグファイト繰くり広ひろげていく。その下を八メートル級の二足歩行兵器──戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔが、イージス戦車ＡＢＴの隊列を吹ふき飛とばして防衛線に攻こう勢せいを仕し掛かけていた。

　辺りに満ちる噎むせ返かえるほどの血と硝しよう煙えんの匂においが、ここが戦場であることを証明する。

　その戦場の奥に白銀の光を見た。

　彼女だ、と秋あき人とはすぐに分かった。その兵士は鋼鉄の花はな弁びらのように展開させたドローン群スウオームを操あやつって、銃じゆう撃げきの雨を受け止めながら戦線を切きり拓ひらいている。

　その時、少女の蒼あおと視線がぶつかった。

「────」

　心音が不規則に脈打つのを感じる。

　秋あき人とは目をきつく瞑つぶって自分を落ち着かせる。心の波を消す。そうして胸の内が凪ないでいく。

　次に瞼まぶたを持ち上げた時には、秋あき人との顔は兵士のそれになっていた。

　そして、通信に念じた声を乗せる。

『──ライガー１より統合本部アジテーター。これより戦線に合流する』

『本部了りよう解かい』

　通信の声を聞くなり、秋あき人とはライフルのチャージングハンドルを引いて初しよ弾だんを装そう塡てんした。

　ここは廃はい骸がい都市、嶺れい京きよう。

　エルメア合衆国とローレリア連れん邦ぽうの繰くり広ひろげる二国間大戦の最前線。

　一いち之の瀬せ秋あき人とは、そのエルメア陸軍嶺れい京きよう前ぜん哨しよう基地・第一小ライガー隊たいの隊長だった。





２






　アルカディア──それは、人類に死を回かい避ひする力を与あたえた夢のシステム。

　飛ひ躍やくしたクローン技術と記き憶おくの量子化により実現した人類史に残る偉い業ぎようだ。

　まず、兵士一人ひとりが装着しているチョーカー型の装置が、その兵士の記き憶おくをリアルタイムでデータ化している。そしてチョーカーが身体の死を認にん識しきした瞬しゆん間かん、この記憶変数体マインドステートと呼ばれる記き憶おくデータを、生成したクローンの脳へとインストールする。

　そうして生成されるのは、死の直前までの対象と同一の存在。

　生き返るのではなく、死の回かい避ひ。あるいは、記き憶おくの連続性の維い持じ。

　それが、アルカディアによる〝複体再生リスポーン〟である。

　つまるところアルカディアとは、この一連の流れを統とう括かつし、記憶変数体マインドステートの保管を行うシステムのことなのだ。

　アルカディアが軍事目的で実用化された時、世界各国──特に、二大大国と呼ばれているローレリア連れん邦ぽうとエルメア合衆国はこの登場をもろ手を上げて迎むかえたという。

　それまでの高度化し続ける無人兵器主体の戦場は、既すでに数多くの問題を抱かかえていた。

　陸海空に跋ばつ扈こするドローンは軍拡に次ぐ軍拡で単価が莫ばく大だいに跳はね上あがり、終しまいには無人機がなかった時代の兵員よりも何倍も多くの機体を揃そろえる必要があった。その時軍用ドローンの価値は、兵士の命より高くなっていた。

　しかも、最高級のＡＩを搭とう載さいした高価格帯のドローンならまだしも、基地にＡＩの本体を置き遠えん隔かく操縦することが基本となるその他大勢の量産型ドローンは、原則として電磁パルスＥＭＰや通信妨害ジヤミングに対して極きよく端たんに弱い。

　そうなると結局、最前線に人間の兵士が立つ必要があった。

　人間の兵士はいなくならず、国防費は嵩かさを増し、ブリキの兵器ばかりが溢あふれていく──。

　そうした問題を、アルカディアは一挙に解決することになる。

　クローンの生体材料は、食品印刷技術の発展により安価に調達できる。

　加えて、人間の兵士を直接展開できるため、通信の遅ち延えんに悩なやまされることなくプログラムに縛しばられない戦せん況きよう評価と交戦判断を現地で素す早ばやく下せる。

　極きわめつけは、彼らは決して死なないのだ。

　安く、強く、そして誰だれも死なない。

　そう──アルカディアは、文字通り戦場を一変させた。

　しかし、そんな完かん璧ぺきに見えるシステムにも、一つだけ欠点が存在した。

　──それは、アルカディアによる記憶変数体マインドステートの書かき換かえが、十九歳以下の未成熟な脳にしか行えないという魔まの制約だった。




　熱したガラス玉のように赤くなった太陽が西の稜りよう線せんに消える頃ころ。

　異様に明るい月が見え始めた藍あい色いろの空の下で、うだるような暑さを吹ふき飛とばさんばかりに重いビートの効いたダンスミュージックが流れてくる。

　簡易的に作られたステージの上では、ＤＪを務める第三小隊の隊長が派手な私服で両手を掲かかげていた。音楽の盛り上がりに合わせて、至る所から歓かん声せいが上がる。

　そこでは千人を超こす大勢の若者たちが、週に一度のグリルパーティに興じていた。

　避ひ暑しよ地ちの山奥にあるような巨きよ大だいなロッジからは、塊かたまり肉にくやソーセージを山盛りにしたプレートがひっきりなしに運び出され、隣りん接せつした芝しば生ふの広場に点在するバーベキューコンロへと持ち寄られる。

　秋あき人とはそのうちの一つの前でトングを持って、額の汗あせを拭ぬぐいながら肉の面めん倒どうを見ていた。

　顔を上げると、ロッジの平たい屋根のすぐ向こうに駐機場エプロンにずらりと並ぶ輸送ヘリの輪りん郭かくが覗のぞいている。その隣となりには戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔとイージス戦車の無骨な影かげが続いていた。

　そう──ここはエルメア合衆国の嶺れい京きよう前ぜん哨しよう基地にある食堂と、そこに隣りん接せつする広場だった。

「ねえ、アキ。お肉まだー？」

　そう言って、秋あき人との横で目を輝かがやかせた金きん髪ぱつ少女、天あま代しろ玲れ奈ながフォークを構えて臨戦態勢に入った。
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「もう少し待て玲れ奈な。今日は珍しく天然物も混じっているから時間がかかるんだ──っておい遼りよ太うた郎ろう、それまだ焼けてないぞ！」

　玲れ奈なをたしなめていると、赤く染めた短たん髪ぱつが目を引く第一小ライガー隊たい副隊長──葉は木ぎ遼りよ太うた郎ろうがその反対側から箸はしを伸のばして肉の塊かたまりをかっさらっていく。

「俺は生焼けくらいが好きなんだ──ってこれ天然物じゃねえか！　しかも鳥肉！」

「だから言っただろ！　知らないぞ、明日腹痛で真っ先に複体再生リスポーンすることになっても」

「……んなクソダサい理由でリスできるかよ」

　秋あき人とは息を吐はくと、足元の氷水がたっぷり入ったアイスボックスから、キンキンに冷えた炭酸飲料の缶かんを適当に取る。そうして溜たまった疲つかれとともに、人工甘かん味み料りようと正体不明のフレーバーの混合物を喉のどに流し込んだ。

　近くから別の小隊の声が聞こえてくる。

「また第一小ライガー隊たいの奴やつら全滅ワイプしたらしいぜ。対人キル数も小隊の中で最下位。このままじゃあいつら全員、内ない申しん書しよに赤が入るかもな」

「赤点で済めばまだマシだろう。最悪、処分される可能性だってある」

「……変なこと言うなよ。あれは都市伝説だろ。──ま、戦績が最低な第一小ライガー隊たいにはもう少し仕事してもらいたいもんだね。特に一いち之の瀬せ隊長殿にはな」

　ライガー隊の面々が無言で俯うつむく。

　またか、と内心で溜ため息いきをついて培ばい養よう肉にくの牛サーロインに視線を戻もどし、その隣となりで遼りよ太うた郎ろうが手にした割わり箸ばしをバキリと割る。

　そうして遼りよ太うた郎ろうは勢いよく振ふり返かえると、テーブルを囲んでいた第二小隊の連中に向かって真正面から叫さけんだ。

「テメェら丸聞こえなんだよ！　今日も戦線ライン維い持じできたのは誰だれのお陰かげだと思ってんだ！　俺ら第一小ライガー隊たいが身体張って《致死の蒼リーサルブルー》の奴やつを止めたからだろうが！　……止めていたのは主に秋あき人とだけどよ」

「……ッチ。うるせえよ葉は木ぎ。どれだけ止めたかじゃねえ、どれだけ殺したかで話せよ。元エース様の一いち之の瀬せはすっかり腑ふ抜ぬけちまってまともに敵兵も殺せないんだろ？　その部下たるお前らも全然キルしてないじゃないか。てめえら負パけピ犬ー小隊はエルメアのお荷物なんだよ」

　第二小隊の男たちはつまらなそうに鼻を鳴らして、空になったプレートと食器を持ってロッジの方へと立ち去る。

　残されたライガー隊の間には、重い空気だけが残った。

　その後ろ姿を見送った遼りよ太うた郎ろうは、今度はぐるりと秋あき人とに向き直る。

「……ッたく、秋あき人とも秋あき人とだぜ。悪いけど、あいつらの言う通りだ。全然、キルしてねえじゃねえか。どんな戦場も血の海にしてきた《血も無き兵ブラツドノート》の名が聞いて呆あきれる」

　攻こう撃げき的てきな目を向けてくる遼りよ太うた郎ろうに、秋あき人とはカラリと笑った。

「《血も無き兵ブラツドノート》の名の通り、今後は血を流さない方向で戦おうかと思ってさ」

「笑えねえ冗じよう談だんはやめろ」

　秋あき人とは短く肩かたを竦すくめる。

「それに、対自ド律ロ兵ー器ンの戦績は一位なんだからいいだろ」

「対人の数字がやべえだろって言ってんだ。テメェ、総合戦績で言えば平均割るくらいだろうが。ぶっちぎりでトップだった頃ころが懐なつかしいレベルだぞオイ」

「俺の戦績は別にいいんだよ。第一小ライガー隊たいのメンバーの戦績が確保できればそれでいい」

「あのなぁ、テメェのそういう態度が隊全体の雰ふん囲い気きを──」

「はいストップ、ストップ！　アキは早くお肉ひっくり返して！　焦こげちゃう！　リョウは喋しやべってないでどんどん食べる！　せっかくのご馳ち走そうが冷めちゃうよ！」

「オイ玲れ奈な、待て、俺の話はまだ終わってな──」

「あのねえリョウ、さっきからアキばっか責めてるけどそういう自分はどうなの？　やり方に文句あるなら、今年の総合戦績でアキに勝って、自分が隊長になってから言いなよ。他のみんなもだからね？」

　両手を腰こしに当ててそう言う玲れ奈なに、遼りよ太うた郎ろうや周りの隊員たちが一いつ斉せいにたじろぐ。

　すると今度はビシッと秋あき人との鼻先を指さした。

「それで、アキは前の戦績をちゃんと取とり戻もどすこと。みんなは急に評点を取れなくなって不安になってるの、わかるでしょ？　隊長なんだからしっかりして」

「……わかったよ」

　秋あき人とは遼りよ太うた郎ろうと目を見合わせ、二人して息をついた。昔から、彼女に逆らうことはできないのだ。それから秋あき人とは遼りよ太うた郎ろうのプレートに火が回ったステーキ肉を載のせた。

「遼りよ太うた郎ろうのせいで怒おこられたじゃないか」

「誰だれのせいだよ誰だれの」

　遼りよ太うた郎ろうと肩かたを並べて、ひそひそと言葉を交かわす。

「それと遼りよ太うた郎ろう、あのＴタクＡテイＣカルネームやめないか？　最近じゃほとんど使わないし何よりも恥はずかしい」

「今いま更さら変えられるかよ、混乱するだろうが。……三年前に嶺京前哨基地ここに配置された頃ころはカッコイイと思ったんだけどよ」

「お前のセンスは難アリだからな」

「うるせえ、俺に命名を依い頼らいした秋あき人とが悪い」

　それから秋あき人とは玲れ奈なをはじめとした他の第一小ライガー隊たいのメンバーに綺き麗れいに焼き目のついた肉にく汁じゆう滴したたるステーキを渡わたしていく。

　玲れ奈なが満面の笑みで肉を頰ほお張ばっては嚥えん下げして、至福の溜ため息いきをつく。それから彼女は嶺れい京きようの超ちよう高層ビル群へと目を向けた。

　ここから直接見えないが、その方角の先にあるのはエルメア合衆国の宿敵──ローレリア連れん邦ぽう軍ぐんの前ぜん哨しよう基地である。

　秋あき人とは溜ため息いきとともに零こぼす。

「──この戦争、いつになったら終わるんだろうな」

　その呟つぶやきに、遼りよ太うた郎ろうが言い放つ。

「終わんねえよ。もう、戦争ありきで世界が回るようになっちまってんだ。って言うか戦争が終わっちまうと評点が稼かせげなくなるから困るぜ」

「遼りよ太うた郎ろうに人生設計があるとは意外だ」

「ンだとこの野や郎ろう。俺は退たい役えきしたら世界を股またにかけた兵器トレーダーになる。それで大金持ちになって、一生遊んで暮らすんだ。そん時は一人くらい、養ってやってもいいが──」

　そうして遼りよ太うた郎ろうは玲れ奈なをチラリと見るが、当の本人は自分の将来像に夢中だった。

「私は田舎いなかに家を買って、緑に囲まれながら服のデザインをしたいな～。滅め茶ちや苦く茶ちや有名になって、将来は私のモデリングしたデータにプレミアがつくの」

「玲れ奈ながデザイナーだぁ？　九ミリぶっ放してる奴やつにまともな服を作れるとは思えねえな」

　小馬鹿にする遼りよ太うた郎ろうに、玲れ奈なは自信満々の表情を崩くずさずに続ける。

「私がビッグになりすぎて後こう悔かいしても遅おそいんだから。……有名になったら忙いそがしくなるだろうから、その時はアキも一いつ緒しよに手伝ってよ。アキもゆったりした生活は好きでしょ？」

　首をちょこんと傾かたむけてくる玲れ奈なの笑え顔がおが眩まぶしくて、秋あき人とは目を逸そらした。

「俺は服のこととかよく分からないからいいよ。……今を生きるのに精いっぱいだ」

「そう？　アキも結構いいセンスしてると思うけど。ま、取らぬ狸たぬきのなんとやらってね。まずは評点を取らないことには始まらないし。頑がん張ばって敵を倒たおさなきゃ」

「評点、か──」

　秋あき人とは口の中で短く反はん芻すうした。

　毎日毎日、痛みを堪こらえながら戦場を飛び回り、敵と味方の血を浴びて戦線を切きり拓ひらく──そんな地じ獄ごくの日々でも毎朝起きて前へ踏ふみ出だせるのは、ひとえに評点という数字故ゆえだった。

　戦場に立つ秋あき人とたち子供は、その過大な国への貢こう献けんに応じて、将来を約束してくれる仕組みがある。

　戦績を上げれば階級が上がり、二は十た歳ちに迎むかえる退たい役えき時じの階級が高ければ高いほど、自由な進路を国から提示される。軍の高官になって国防を指揮するもよし、商社に入って世界を股またにかけるトレーダーになるもよし。あるいは戦場から一番遠いところで映画なんてものを撮とることも場合によっては許されると聞く。

　一方で、この評点が低ければ、将来の生き方の選せん択たく肢しが大おお幅はばに絞しぼられる。臭くさいことで有名な完全栄養魚類スーパーフイツシユの生産管理人や、廃はい骸がい都市の清せい掃そう員いん、他にも兵器開発の危険な実験場勤務などなど──。

　このように、将来の可能性の幅はばが、十九歳までの戦績如何いかんによって決まってしまうのだ。

　だからこそ、秋あき人とは隊長として第一小ライガー隊たいの面々が確実に評点を得られるように綿密に作戦を練って戦場に繰くり出だしている。

　それでも、秋あき人とはそんな未来の全てが戦争ありきで評価される仕組みに疑問を持っていた。

「一番いいのは、お互たがいに落としどころを見つけて停戦することじゃないのか。……虐ぎやく殺さつの果てに勝利を摑つかんでも、俺は喜べない」

　呟つぶやいた秋あき人との言葉に、遼りよ太うた郎ろうが眉まゆを寄せる。

「はあ？　何言ってやがる秋あき人と。ロッツが停戦協定なんて受け入れるわけねえだろうが。奴やつら、制圧した土地のエルメア人は皆みな殺ごろしにするって話じゃねえか。戦い続けるしかねえんだよ」

　秋あき人とは遼りよ太うた郎ろうの言葉に、視線を逸そらした。その先に映るのは、鉄てつ網あみに並べられた肉の塊かたまり。

　それが、半日前の戦場の景色を思い出させた。

「そうだとしても可能性は探さぐり続つづけるべきだろ。……俺たちがしていることは、結局のところ人殺しなんだから」

　秋あき人とが言うと、玲れ奈なと遼りよ太うた郎ろうは口を噤つぐむ。

　一瞬の間が空く。

　それから二人は顔を見合わせ、そして玲れ奈なが秋あき人とに言った。

「それがどうしたの？」

　悪意のない、ただ純粋な疑問を浮かべる少女の顔がそこにある。

　秋あき人とは静かに息を吞のんだ。

　分かり切っていた反応だったにも関わらず、自分の中に驚おどろきの感情があることに動どう揺ようした。もしかすると、自分はもっと別の答えを期待していたのかもしれない。

　それでも、言わずにはいられない。

「アルカディアのお陰かげで確かに俺たちは死なない。……でも敵や味方が感じる痛みまでが無くなるわけじゃない。死が、なかったことにはならないだろ」

「オイオイ秋あき人と、なに当たり前のことを言ってんだよ。それが戦争ってもんだろ」

　そこに玲れ奈なが言葉を繫つなぐ。

「アキの言っていることも分からなくないけどさ。でも、別によくない？　──だって、生き返るんだし」

　今度こそ秋あき人とは言葉を失った。

　いつの間にか、他の隊員たちも手を止めて秋あき人とたちの会話を聞いている。その彼らも、全員遼りよ太うた郎ろうと玲れ奈なの言葉に頷うなずいていた。

　何か言い返さなければ──そう思えば思うほど、思考が空転する。

　そこに、玲れ奈ながとどめの一言を放った。

「それに、みんなやってることだよ？　人殺しなんて」

　秋あき人とは悟さとる。

　──ああ、自分がおかしいのだ、と。

　見ている場所が違ちがうのだと。

「私たちは敵を殺して、戦果を上げて、点数稼かせいで、そうして幸せな未来を摑つかむ。誰だれも死なないし、誰だれも困らない。それだけでいいじゃん」

「大人たちが何考えてるか知らねえけどよ。人生上う手まくいくためのレールが目の前に敷しかれてるんだ。進む以外の選せん択たく肢しがあるかよ」

　そう言って箸はしの先せん端たんを向けてくる遼りよ太うた郎ろうに向かって、秋あき人とはむっとなって言葉を返す。

「……そのために、俺たちは人を殺し続けるのか。同じ、子供たちを」

「あんなの、ただの的だと思ってりゃいいだろ」

「敵とは言え彼らは自ド律ロ兵ー器ンとは違ちがう……生きてる人間だぞ！」

「違ちがわねーよ。壊こわれたら作り直す。同じじゃねえか」

　子供が戦場に立つなんて──。

　アルカディアを導入する際に、世の大人たちは反対する──そう思われた。

　しかし、実際にはそうならなかった。

　理由は単純。

　第一に、既すでに無人兵器の操縦者のほとんどが習得が速く訓練コストの安い子供だったということ。

　そして第二に──これが最も主な理由なのだが──死ぬわけではないという事実だった。

　時代によって世界は変わる。

　それは倫りん理り観かんも例外ではない。

　別に死ぬわけでもないし──それを免めん罪ざい符ふに、人々は受け入れたのだ。

　子供たちがアルカディアによって戦場に立つことを。

　それと同じことが、秋あき人とら兵士たちの考えにも根付いている。

「あーっ、もっと評点稼かせげるようになりたいなー！　《致死の蒼リーサルブルー》をボッコボコにできるくらい力が欲しいーっ」

　玲れ奈なが強張った空気を解ほぐすように、夜空に向かって叫さけぶ。

　その姿を秋あき人とは複雑な気持ちで横目に眺ながめるのみ。

「秋あき人と、テメェやっぱ最近おかしいぞ」

　するとサイコロステーキを飲み込んだ遼りよ太うた郎ろうが眉まゆをひそめて秋あき人とに言葉を向けた。

　部隊のみんながこちらの様子を伺うかがっていた。

　秋あき人とは一度ぎゅっと目を瞑つぶると、決断を下す。

　──おかしいのは、俺だ。

　それから笑って遼りよ太うた郎ろうの肩かたを叩たたいた。

「大だい丈じよ夫うぶだ、お前ほどじゃない」

「テメェ喧けん嘩か売ってんのか!?　そうなんだな!?」

「次の方針をキル重視にしようかと悩なやんでいたから、抵てい抗こうあるか聞いておこうと思ったんだよ。でも、この様子だと問題なさそうだな」

「なんだ……そういうこと」

　そう言って玲れ奈なは胸を撫なで下おろす。

「私も本気でアキがおかしくなっちゃったんじゃないかと心配したよ」

　それからみんなで笑い合う。

　そうだ。これでいい。

　このまま笑っていよう。いつものように。

　この想おもいは曲げられない。簡単には変えられない。

　それでも隠かくし続つづければ、それでいいのだ。

　この中でおかしいのは、自分だけなのだから──。
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　色とりどりの大理石を組み合わせて作られた長大な回かい廊ろう。

　頭上にはアーチ状の天てん井じよう画がが描かれ、等とう間かん隔かくで吊つるされたクリスタルの塊かたまりのようなシャンデリアが煌こう々こうと輝かがやく。一つひとつが想像もできないほど高価なのであろう石像が左右に並び、それらを区切る円形の柱には職人の手による美しい金銀の装そう飾しよくが施ほどこされていた。

　日中は贅ぜい沢たくな陽光の差し込む大ガラスの連なりから、特別明るい月が顔を見せている。

　ここは廃はい棄きされた宮殿を改築したローレリア連れん邦ぽうの前ぜん哨しよう基地。

　そんな絢けん爛らんな廊ろう下かを、美しいプラチナブロンドをなびかせて歩く少女が一人。

　フィリア・ロードレインである。

　月明かりを受けて、その絹のようにきめ細やかな長ちよう髪はつは、白銀とも白金とも見える色に変わりゆく。まるで幻げん想そうの国から来た聖女のようで、人にん間げん離ばなれした雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

　廊ろう下かにい合わせた者は彼女を見るなりしばし放心し、慌あわてて廊ろう下かの端はしに下がって姿勢を正す。

「ロードレイン中佐に敬礼！」

「ああ……本日もなんとお美しい」

「──シッ。馬鹿っ、声が大きいぞ」

　ずらりと並ぶのは、みなフィリアとそう変わらぬ年の少年少女。

　全員が軍服に身を包み、戦場帰りで分ぶん泌ぴつされたアドレナリンが収まらないのかギラギラとした目をしている。

　否──それだけではない。

　彼らの瞳ひとみは一種の崇すう拝はいに似た色合いを持っていた。男女も先せん輩ぱい後こう輩はいも関係ない。その熱視線の先は一様にフィリアである。

　辺りには緊きん迫ぱくした空気が流れていた。

　兵士同士で互たがいを牽けん制せいして出方を伺うかがっているかのような、そんな不毛な読み合いである。フィリアは内心で、そんなもの戦場以外で繰くり広ひろげないでほしいと思った。

　誰だれかが駆かけ寄よってきた瞬しゆん間かんが、この静せい寂じやくの終わりとなる。そうなれば、たちどころに列が乱れては雪崩なだれのように人が押し寄せて身動きが取れなくなるだろう。そうなる前に自室まで逃にげ切きらなければならない。これはフィリアのこれまでの経験から学んだ訓くん戒かいだった。

「あの、中佐、三か月分の評点をつぎ込んでフルコースの食券を手に入れたのですが、このあと私たちとご一いつ緒しよに夕食を──」

「今夜俺たち、中佐の戦闘記録鑑賞会を開くのですが中佐も是ぜ非ひ──」

　声をかけてくる隊員たちを、作った笑え顔がおを向けて黙もく殺さつする。

　フィリアは今にも駆かけ出だしたい気持ちを抑おさえて、努めて冷静に歩ほ幅はばを大きくした。今日の戦せん闘とうの疲ひ労ろうが限界に達しつつある。あれもこれも全ては合エ衆ル国マ軍ーの黒くろ髪かみの少年のせいだった。

　いくら襲しゆう撃げきしても飄ひよう々ひようと弾だん丸がんを避よけられては、いつまで経っても決着がつかないのだ。結局、あの少年をキルできたのは午後の一度だけ。彼との戦せん闘とうは延々と続くため、普ふ通つうに作戦を遂すい行こうするより何倍も疲つかれる。もともと運動が得意なほうではないため、フィリアの脚あしは既すでに棒のようになっていた。

　しかし、フィリアはそんな辛つらさはおくびにも出さず、毅き然ぜんとして歩き続ける。

　フィリアは、いつの間にか撮さつ影えいされた何十枚もの自分のポートレートが兵士の間に出回っているのを知っていた。

　甚はなはだ不本意ではあるが、きっと気の抜ぬけた顔など出回ったら幻げん滅めつされるに違いない。エリートとしての面メン子ツを守るため、それだけは避さけたかった。

　そうして向かうは別べつ棟むねへと伸のびる細い廊ろう下か。その先にあるのは女子寮りようだった。

　男子禁制の花はな園ぞのに辿たどり着つき、そこから一気に三階分の階段を早足で昇り切る。

　そうしてようやく着いた自室の生体認にん証しよう機きに──非ひ接せつ触しよく型がたなのだが──手のひらを叩たたきつけると、フィリアは転がり込むようにして部屋に帰き還かんした。

「あー、もうっ、疲つかれた！」

　左右対たい称しように簡素な家具の並ぶ二人用の寝しん室しつ。

　先ほどの豪ごう華か絢けん爛らんな中ちゆう央おう棟とうほどではないが、こちらも歴史のある石造りの建物で堅けん牢ろうだった。兵舎として使用されているため、内装は、無味乾かん燥そうだが、夏は涼すずしく、冬は暖かく過ごすことができる。

　フィリアの腕うでの中に文字通り飛び込んでくる影かげがあった。

　それは、流線形のデザインと青色のスリットが特とく徴ちよう的てきな一機の航空ドローン。

　初うい陣じんで高い戦績を収めた栄えい誉よとしてフィリアに割り当てられた専用機〈イヴ〉である。

　この基地では一定の戦績を収めている隊員には、自室で兵装の点検をすることが許されているため、こうして作戦が終わる度たび、総務ドローンに運び入れてもらっているのだ。

「今日もお疲つかれ様さま、〈イヴ〉」

　フィリアが頰ほおを緩ゆるめ機体の表面を撫なでると、まるで犬や猫ねこがそうするように機体をフィリアの胸むな元もとに押し付けてきた。その姿はもっと撫なでろと言っているようにも見えて非常に愛らしい。

〈イヴ〉は、指向性エネルギー兵器から実じつ弾だん兵器まで多種多様な兵装を揃そろえている他、ＡＩを内蔵している。そのため電磁パルス攻こう撃げきを受けても独自に駆く動どうし続けられる優すぐれものなのだ。

〈イヴ〉には幾いく度どとなく窮地きゆうちを救われてきた。

　相棒と言って差さし支つかえないほど深い思い入れがある。

「あ、フィリアだ、おかえりー。今日は早かったね」

　すると、部屋の奥にあるソファーの上で、無防備なＴシャツ姿の少女が振ふり返かえった。

　少女の名前はシスティ・カルトル。

　フィリアのルームメイトだ。

　この基地では珍めずらしい黒くろ髪かみの少女で、短たん髪ぱつがよく似合っている。ローレリア大陸の少女は成長するにつれ〝かっこいい〟の表現が似合う姿へと変わっていくが、対する彼女は〝かわいい〟と言うべき容姿をしていた。

　度たび々たび、システィはフィリアの外見を羨うらやみ褒ほめ讃たたえるのだが、フィリアには彼女のそんな童顔こそ羨うらやましいのだった。もっとも、そんなことをシスティに言えば顔を真っ赤にして一日口をきいてくれなくなること必至なので絶対に言えないのだが。

「二件だけ会合に顔出して逃にげてきたわ。……本当にこりごり。連日連戦で疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているのに、それから鑑かん賞しよう会かいだの会食だのなんて……とてもじゃないけど身体がもたない」

「わっかんないなー。エリートの体面なんて、そこまでして守る価値があるわけ？」

「……常に先頭を走ること。それだけがわたしの存在意義だから」

「そんなことないと思うけど」

　システィは短く呟つぶやくと、一転して声の調子を明るくする。

「ちなみにその会合の主しゆ催さいはどこだったの？」

「……『九ミリ弾だん愛好会』と『にゃんにゃんワールド制作委員会』」

「あ、二つ目のやつちょっと楽しそう」

「……騙だまされないで。実体は、そうやって釣つられて集まった猫ねこ好ずきの人たちを、子犬だらけの仮想空間に閉じ込めて犬派に改宗させる超ちよう過激派組織よ」

「うわ……こわ。って言うかフィリアって、猫ねこ、好きだったっけ？」

「……別に。そういうわけじゃない」

「またまた～。フィリアだって字じ面づらに騙だまされてついて行っちゃった口なんでしょ」

「もう、システィうるさいっ」

　フィリアは〈イヴ〉を離はなすと、部屋に備え付けられている小さなクローゼットを開けた。

　上着をハンガーにかけ、スカートのホックを外して着き替がえていく。そうして、あっという間に着慣れた都市迷めい彩さい柄がらのジャージ姿になると、ベッドに飛び込んだ。

「……みんな、フィリア・ロードレインという個人に入会して欲しいんじゃなくて《致死の蒼リーサルブルー》の偶ぐう像ぞうに近づきたいだけ。まるで怪あやしい宗教よ」

「圧あつ倒とう的てきな強さで戦線を切きり拓ひらく戦いくさ場ばの姫ひめ──。その背中の頼たのもしさったらもう……っ。そりゃみんなフィリアの信者になっちゃうよねえ」

　システィの軽口に、フィリアは口を尖とがらせた。

「……信者なんていらない。こっちは真面目に戦ってるだけなのにいい迷惑」

「それならもっと友達作りなよ。フィリアは一人の時間が多すぎるから寄ってたかって襲しゆう撃げきされるんでしょ。そのくせ体面を超ちよう気にするからめったに断らないし格好の的だよ」

「友達ってそんな風よけのために作るものじゃないと思うんだけど」

　フィリアが睨にらみつけると、システィは肩を竦すくめた。

「言葉の綾あやだって」

「……それに、わたし友達もいらない。必要なのは戦う仲間であって、馴なれ合あう相手じゃないから」

「またまた強がっちゃってー。いっつもお昼一人になるの嫌いやで、なるべく私とリスのタイミング合わせてるの知ってるんだからー」

「そ、そんなわけないじゃない！」

「友達いらないって言うけど、それじゃあ私は？」

「…………システィは、その、……ルームメイトよ」

　ふい、と顔を逸そらし、なぜか逆に顔を輝かがやかせたシスティがにじり寄ってきてベッドに飛び込んで抱だき付ついてくる。

「もー、フィリアはツンデレさんなんだからー。ここは『友達じゃないわ、親友よ』て言うところだよー！」

　そうして彼女の腕うでの中で撫なで回まわされるフィリア。

　フィリアは気き恥はずかしくなってシスティを押しのける。

「うるさい、離はなれて。そんなこと言ってると後こう輩はいに泣かれるよ」

　こう見えてシスティは一部の後こう輩はい女子に人気なのだ。

　曰いわく、「普ふ段だんは優やさしいのに戦場では容よう赦しやないところがいい」らしい。

　比ひ較かく的てき長い付き合いとなるフィリアに言わせると、戦場の外でも彼女は大たい概がい容よう赦しやない。

　ちなみに、システィは先月開かい催さいされた「第八回　憧あこがれのあの人に撃うたれて死にたい!!　ランキング」で二位だったりする。一位については触ふれたくない。

　そもそも撃うたれて死にたい人ランキングとは一体何なのだ。相変わらずこの基地のレクリエーションクラブは狂くるった企き画かくを立ち上げるし、それに対して嬉き々きとして投票する狂くるった人間もまたあまりに多すぎる。システィに抱だき付つかれたまま溜ため息いきをつく。

　ソファーの前の木製テーブルに、ロングバレルのボルト式ライフルが置かれているのにふと気が付いた。

　それはシスティの主兵装である狙そ撃げき銃じゆう〈ＳＭＲ−52〉、通つう称しよう〈カトレーヌ〉。

　連れん邦ぽう軍ぐんの中でも一番普ふ及きゆうしている狙そ撃げき銃じゆうで、雪が降ろうが泥どろを被かぶろうがどんな環かん境きようでも動作するのだが、如何いかんせん反動が大きく精度が悪いというクセのある代しろ物ものである。

　そんなシスティの〈カトレーヌ〉には、何本もケーブルが繫つながっており、空中にメンテナンス用のホロウィンドウが複数展開していた。

「遂ついに故障した？」

　フィリアの首元に顔を埋うめているシスティの頰ほおを軽くつまんで訊たずねる。

　肉体と同じく大量に使い捨てられるアサルトライフルなどと違ちがい、狙そ撃げき銃じゆうは一丁一丁が射手に応じた丁てい寧ねいな整備が必要となる。そのため、仮に戦死したとしても必ず回収し、大切に手入れをして使い回すのだ。後方支し援えんだからこそできる芸当とも言える。

　大人しく顔を上げたシスティは、横たわったまま両手を上げて、そのまま大きく伸のびをした。

　非常に分かりづらいが、どうやら、お手上げと言いたいらしい。

「いやあ、今日の作戦の狙そ撃げきでうまくいかなくてさあ」

「うまくいかないって、何が？」

「横よこ偏へん差さがちょっとねぇ……。未来予測はだいぶ合ってきたんだけど、精度上げるために追尾弾スマートブレツトを使っているせいか、甘い角度で撃うち込こむと貫かん通つうできなくて弾はじかれちゃうんだよ」

　フィリアは顎あごに手を当てて短く唸うなった。

　追尾弾スマートブレツトとは回転する弾だん頭とう内ないの重心を変えることで、その名の通り敵を追つい尾びする特とく殊しゆな弾だん丸がんである。しかし複雑な機構が組み込まれているため、通つう常じよう弾だんに比べ威い力りよくが劣おとる。

「〈カトレーヌ〉がもともと得意なのは高こう威い力りよく、高こう貫かん通つう弾だんだから、長ロン距グレ離ンジの精密な狙そ撃げきをするには〈レイシア〉のほうがいいと思う」

「無理だよーっ。これまでずっと〈カトレーヌ〉使ってきたのに、今いま更さら乗のり換かえらんない！　だからバレルとガスブロックの調整で何とか初速稼かせげないかなーって考えてるんだよ。……完全に私の演算能力が足りてないのが原因なんだけどさ」

　システィは大げさに溜ため息いきをついた。

　それから彼女の顔をじろりと睨にらみ上あげる。

「フィリアはやっぱどうかしてるよ。ドローン群スウオームをコントロールしながらライトマシンガンで弾だん幕まく張って誘ゆう導どうしてさ。しかも撃うつ弾たま全部が追尾弾スマートブレツト！　……ほんと意味わかんない」

「たいしたことはしてないわよ。わたしの場合は簡単なタスクを人より多く同時並へい行こうで進められるってだけで、複雑な演算処理は苦手だから。近きん距きよ離り戦せん闘とうの追尾弾スマートブレツトの演算なんてかなり簡略化したものだし」

「普ふ通つうその並へい列れつ処理ができないって話だよ。何食べたらそんな膨ぼう大だいなタスクをこなせるようになるんだか」

　そう言うと、システィはくっつけた人差し指と中指とでフィリアの胸を下から持ち上げた。

　むに、と柔やわらかなそれは変形し、システィの指が埋うもれる。

　それから彼女は憎にくたらし気げに手を離はなすと、大きな反動をもってお椀わん型がたの脂し肪ぼう塊かいはたわわに揺ゆれた。

「……本当、何を食べたらこんなに育つんだか」

　システィの頭を無言ではたいたのは言うまでもない。

「いったぁ……。そんな本気で叩たたかなくてもいいじゃん」

「ばか。本気で考えてあげてたのに」

　それからシスティはフィリアの枕まくらに顔面を埋うめると、そう言えば、と言葉を繫つないで首を回す。

「それで？　今日はどうだったのよ。例の奴やつ」

「例の、奴やつ……？　何のこと？」

　フィリアは友人の曖あい昧まいな言葉に首を傾かしげる。

　システィはもどかし気にベッドの上で両りよう脚あしをパタパタさせる。

「あれだよあれ。フィリアが非常に珍めずらしいことに、私以外の人間に感情剝むき出だしにしていた、例の案件」

　どうもまどろっこしい話し方をする。

　システィはしかも、話せば話すほどこの話題を持ち出したことを後こう悔かいするように、笑いながら冷ひや汗あせを浮うかべていた。

　すると、音もなく〈イヴ〉が二人の間に滑すべり込こんでくる。

　そうして〈イヴ〉は一枚のホロウィンドウを宙空に投とう影えいした。

「……あ、〈イヴ〉のお馬鹿」

　隣となりでシスティが短く呟つぶやく。

　それは、漆しつ黒こくの瞳ひとみと顔が特とく徴ちよう的てきな少年がライフルを撃うち放はなっている姿。

　戦略統合システムＵＴＡＳに蓄ちく積せきされている敵兵のデータベースから引っ張ってきたものだろう。

　フィリアは両手でがしっ、と〈イヴ〉の機体を摑つかむと、満面の笑みを浮うかべる。

「……ああ。あのこと。……そう、そのこと。……思い出しちゃった。せっかくいい感じに疲つかれと挨あい拶さつ回まわりの忙いそがしさで忘れていたのに」

「で、ですよねー……。私も聞いてから後こう悔かいした」

「……ダメじゃない〈イヴ〉。この男のデータは、わたしがオフの時には可能な限り排はい除じよしなければならないって、ちゃんと学習しておかなくちゃ」

　フィリアの手の中で〈イヴ〉の機体がぶるぶると細かく震ふるえる。

「うわ……流石さすが専用機。ご主人様の怒いかりバロメーターがＭＡＸなのを理解してる……っ」

「……あっ！」

　すると〈イヴ〉はフィリアの拘こう束そくからするりと抜ぬけ、〈カトレーヌ〉の載るテーブルの上に静かに着陸した。

　フィリアは息を吐いて俯うつむくが、しばらくして口からこぼれたのは呪じゆ詛その念。

「あいつ、今日もまた致ち命めい弾だんを撃うってこなかった。……一回も！　一回もよ!?　そんなことってことある!?」

「あー……、相変わらず《血も無き兵ブラツドノート》はフィリアの神経を逆さか撫なでするのがお上手で」

「本当に腹が立つ。ここは戦場よ？　一体何考えてるの!?　そのくせこっちの弾たまは全然当たらないし、電子防壁ＣＥＳもなかなか突とつ破ぱできないし、それで時間取られるし！　おかげで今月もわたしの戦績、さんざんよ！」

「でも基地内ぶっちぎりの一位なのは変わらないでしょ？」

「そうだけど、そうなんだけど──！」

　むきー！　とフィリアは頭を抱かかえる。

　この怒いかりの感情はなんなのだ。

　苛いら立だちの正体が分からない。

　思い出すのは、今日の戦せん闘とうで最後にあの男を撃うった時に得た、指先に何かが粘ねばりつくような異様な感かん触しよく。

　そして、飄ひよう々ひようと笑うあの表情と、トリガーに指をかける時に見せるひどく哀かなしそうで寂さびしそうな顔。

　どちらも全くの別人のようでいて、その実同じ人間が見せる顔なのだ。

　その二つの表情が、フィリアの心をどうにも波立たせる。

「……本当、なんなの、あいつ。考えるだけでお腹なかの辺りがムカムカする」

　結局フィリアはその感情の正体が分からず、憎にく々にくし気げに呟つぶやいたのだった。
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　一流ホテルのロビーを思わせる、広々として見事な調度品の揃そろえられた執しつ務む室しつ。

　そこに、一人の男が立っていた。

　男の名は、神かん崎ざき徹とおる。

　細身のスーツに白衣を羽織った奇き妙みような男だが、それが様になって見えるのは彼の持つ美び貌ぼう故ゆえだろう。肩かたまで伸のびる亜あ麻ま色の髪かみがその存在感を際きわ立だたせる。

　しかし、何より目を引くのは、スーツやその飄ひよう然ぜんとした姿などではなく、輝かがやきを失った灰色の瞳ひとみだった。その色は絶望とも諦あきらめとも違ちがう。この世の真理を知ってしまったような、達観した目。

　そんな威い風ふうさえ漂ただよわせる長身の男が、部屋の中心で号ごう泣きゆうしていた。

「ぉおおおおおお、ユノォぉおおおおぉ……っ」

　眼前に展開されているのは無数のホロウィンドウ。

　そこに映るのは全て紅茶色の髪かみをした一人の少女だった。

　その少女の写真が、生後数か月の頃ころのものから、思春期真まっ盛さかりの姿を捉とらえたものまで様々だ。その中で共通しているのは二つ。一つはどの年代においても身に着けている白衣。もう一つは、画面に映る少女の姿が成長するにつれ、カメラに対する視線が冷たくなっていくというもの。最後のものは目線すらもらえていない。

　部屋の扉とびらがノックされる。

　神かん崎ざきがホロウィンドウを搔かき消けすのと助手の女性が扉とびらを開けるのとは、ほぼ同時だった。

「……局長、あんまりみっともない姿を見せないでください」

　異様に裾すその短いタイトスカートをはいた年若い助手は、扉とびらを閉めるなり嘆たん息そくした。

　彼女の入室と同時に神かん崎ざきは居住まいを正し、さも今の痴ち態たいが無かったかのように爽さわやかな笑え顔がおを作る。

「何のことだい？　いやあ、それにしてもエルゼは今日も綺き麗れいだね！　特にそのタイトスカートがよく似合っているよ！　普ふ段だんはもっとおとなしい恰かつ好こうなのにどうしたんだい？」

　エルゼと呼ばれた助手の女は頰ほおをひくつかせて眉み間けんに皺しわを寄せ、上司を睨にらみつける。

「昨日、局長命令だとか言ってボーナスアップを条件に服装指定してきたクソ野や郎ろうはどこのどいつでしたっけ？　セクハラ・パワハラ・モラハラの三コンボ決めておきながらまさか忘れたとは言いませんよね？」

　神かん崎ざきは一いつ瞬しゆん固まって、気味が悪いほどに明るい笑みを咲さかせた。

「あーそうだったそうだった！　でも大だい丈じよ夫うぶ、ちゃんと覚えてるからさ！」

「覚えてない人間はみんなそう言うんです。私はお金さえもらえればたいていのことには文句を言うつもりもありませんが、局長はあまりにも適当すぎます。そうやって自分本位に好き勝手やってるからお嬢様に逃にげられるんですよ」

「に、逃にげられてなんか……ない。……ちょっとした家出さ、はは」

　神かん崎ざきの笑え顔がおが硬こう直ちよくし、眼球が小刻みに揺ゆれる。

　エルゼはいい気味だとばかりに鼻を鳴らすと、手慣れた様子で執しつ務む室しつのホロウィンドウの投とう影えいシステムにアクセスした。

　そうして幾いく枚まいかのウィンドウを展開する。

「それはそうと、急ぎご報告したいことがあります。ある意味お嬢様絡がらみの件です」

　脳に癒ゆ着ちやくしたナノマシン〈ニューラルゲート〉同士で仮想ウィンドウを共有するよりも、ホロウィンドウを使ったほうが権限周りの管理が容よう易いで使い勝手がいいのだ。

　特に、神かん崎ざきのような要職に就ついている人物はセキュリティの観点から可能な限り〈ニューラルゲート〉への接続は排はい除じよすることが組織の方針となっている。

「先ほど《本社》から、二週間以内にアルカディアの完成版を納品せよとの連れん絡らくがありました」

　神かん崎ざきはその言葉を聞くなり、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして頭を抱かかえた。

「マズい、非常にマズい──。西さい牙が研究所で凍とう結けつされているデータもまだ回収できていないというのに。……今、プロジェクトの進しん捗ちよくはどうなっている？」

「西さい牙が研究所内のデータを含ふくめれば九八・八パーセント、含ふくめなければ三二・四パーセントです」

「凍とう結けつ分ぶんのデータを再度収集し直すとすると、どれだけの時間がかかる？」

「ざっと計算して、二年」

「──はは」

　執しつ務む室しつに乾かわいた笑い声が響ひびく。

「……凍とう結けつ分ぶんのデータの回収が仮に成功したとして、残りの一・六パーセントは十三日で完かん了りようする予定です」

「──回収さえできれば間に合う、か」

　それから神かん崎ざきはエルゼのほうに向き直った。

「対人戦せん闘とうの評点が低くて、代わりに対自ド律ロ兵ー器ン戦せん闘とうの評点が高い小隊を丸ごと突とつ撃げきさせよう。それならまだアルカディアの転てん換かんプロジェクトへの影えい響きようは最小限に止められる」

「し、しかしそうするとエルメア軍の防衛能力が著いちじるしく低下してしまいます。具体的に言えば、《致死の蒼リーサルブルー》を止められないかと。そうなると残りの行程に影えい響きようが出ます」

「……ああ、そっか。対人戦績が最下位の小隊は、一いち之の瀬せのところだったっけ。──あいつはいつだって中ちゆ途うと半はん端ぱだからなあ」

　神かん崎ざきは重々しく息を吐はくと、凄せい絶ぜつに笑う。

「それなら両方、突とつ撃げきさせよう。西さい牙が研究所の防衛機構でも限界はあるだろうさ」

「は？　何言ってくれてるんですか！　そんなことしたら戦線の調整、全部見直さなきゃならないじゃないですか！　それが一体どれだけ大変なことか分かってないでしょう!?」

「ブリーフィングくらいは僕のほうでやってあげるよ」

「だからそういうことじゃなくて──」

「君を信しん頼らいしているからこそ、采さい配はいは全て任せると言っているんだ。成功したら今年のボーナス五倍だ」

「ごっ──」

　エルゼの口から彼女からしからぬ音が漏もれる。

「ただし回収に失敗すれば──まあ、我々の査定が大変なことになるのは確実だろうね」

「あなたは面めん倒どうな責任は全部そうやって部下である私に投げますよね」

「やり甲が斐いのある仕事だろう？」

　エルゼは両手をぎゅっと握にぎりしめたまま立たち尽つくす。

　両目を見開き硬こう直ちよくしているのは、脳内で損得勘かん定じようの天てん秤びんが揺ゆれているからだ。

　そうして導き出された答えは、神かん崎ざきの眼前に追加で現れたホロウィンドウ。

　中身は今の神かん崎ざきの文言を記した『誓せい約やく書しよ』だった。

「──ボーナス五倍。やってやろうじゃないですか」

「朗報を期待しているよ」

　神かん崎ざきがそこに電子署名するなり、エルゼは踵きびすを返して執しつ務む室しつを後にした。

　一人残された部屋で、神かん崎ざきは扉とびらとは反対側を振ふり返かえる。

　壁かべ一面に嵌はまるのは一枚の巨きよ大だいなガラス。

「──理想郷ができるまで、もう少しだ」

　その向こうには、枯かれた花が寒々しい庭園が広がっていた。
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　木々の合間を抜ぬけると、視界一面に色とりどりの薔ば薇らが広がった。

　そこは花はな園ぞのだった。遠くに噴ふん水すいが見え、それを中心に円形の花か壇だんが幾いく重えにも重なっている。

　広場以外にも薔ば薇らの咲さき誇ほこるアーチや、背の高い草木と合わせた花の迷めい路ろがあった。たまに覗のぞいて見える半球状の天面を持った建物はガゼボだろうか。

　噴ふん水すいの飛沫しぶきが陽光を受けて金の粒つぶのように輝かがやいて見える。

　何かに引き寄せられるように薔ば薇ら園えんに踏ふみ込こんだ。

　そこは妙みように身体がふわふわと軽いことに気が付く。煉れん瓦が敷じきの地面を踏ふんでいる感かん触しよくがまるでない。秋あき人とは不意に、これは夢なのだと思い至る。

　幾いくつも並んだ薔ば薇らのアーチを進むと、太陽が決まったリズムで隠かくれては現れる。それを手で作ったひさしで遮さえぎり、目を細めた。

　やがて、鮮あざやかな花のトンネルが切れて、その奥から石造りのガゼボが現れる。

　そこには先客がいた。

　秋あき人とは目を見開く。

　そこにいたのは、これまでに見たこともない白金色の髪かみをした、目鼻立ちのハッキリした少女だった。

　肌はだは雪のように白く、ほっそりとした手足が病院服に似た制服から伸のびている。

　そして何よりも美しかったのは、その白金色の髪かみと宝石のように綺き麗れいな蒼あおい瞳ひとみ──。

　一いち陣じんの風が巻き起こり、花はな弁びらが舞まい散ちる。

　これはただの夢じゃない。記き憶おくなのだ。

　擦すり切きれたフィルムが奇き跡せき的てきに像を映したような、思い出の残ざん滓し。

　そう自覚した途と端たん、秋あき人との意識は微まど睡ろみの海から浮ふ上じようする──。







　どこまでも突つき抜ぬけるような深く蒼あおい空と、純白の入道雲。

　その美しい対比の中で、新緑に彩いろどられた木々がよく映はえる。

　その緑の稜りよう線せんの向こう側に見えるのは、嶺れい京きようの超ちよう高層ビルが織り成す灰色の摩ま天てん楼ろう群ぐん。四十年前に廃はい棄きされた都市で、無数の弾だん痕こんや崩ほう落らくの跡あとがかつての栄えい華がを奪うばい去さっている。

　秋あき人とは昨日も戦っていた街の輪りん郭かくを横目に、爽さわやかな夏の風を感じながら芝しば生ふの上に寝ねころんでいた。

　──懐なつかしい夢だった。

　木こ漏もれ日びに目を細めて思い返すのは、さっきまで見ていた夢の残のこり香が。

　秋あき人とら嶺れい京きよう前ぜん哨しよう基地に配置されている子供たちは、全員同じ場所で育った。

　その場所の名は《パティオ》。

　秋あき人とが今見ていた夢は、そのパティオで生活していた時のものだった。

　度たび重かさなる記憶転写オーバーライトの影えい響きようなのか、秋あき人とは幼少の頃ころの記き憶おくがほとんど無い。かつての思い出が蘇よみがえるのは、今ではもう夢の中くらいしかない。

「あーっ、こんなところにいた！」

　そんな郷きよう愁しゆうにも似た感かん慨がいに浸ひたっていると、不意に黒い影かげが顔に落ちてくる。

　視線を上げると、そこには横よこ髪がみを編み込んでいつも以上に洒落しやれこんでいる玲れ奈なが立っていた。

　玲れ奈なの金色の髪かみが陽光を受けて、今日は一段とキラキラ輝かがやいている。長い間続いている戦場暮らしの中でおぞましい光景ばかり見てきたことの弊へい害がいだろうかと、ひとり心の中で首を捻ひねった。

「こんな時間からもう昼ひる寝ね？」

「心を休めてるんだ。連日連戦で疲ひ労ろう困こん憊ぱいなんだよ」

　玲れ奈なは毎日の凄せい惨さんな戦せん闘とうをこなしているとは思えないほど爽さわやかな笑え顔がおで、秋あき人との手を取ってくる。

「ねえねえ、アキもビーアサルトやろうよ」

　そうして彼女の口から出てきた単語に秋あき人とは思わずしかめっ面つらをした。

　ビーアサルトというのは、複数人が小型の航空ドローンを操あやつって互たがいの機体を撃げき墜ついし合あって点数を競きそうスポーツのことである。

　時として何十機というドローンが幾いく重えものドッグファイトを織り成す景色が、まるで巣をつついた蜂はちのような挙動からそう呼ばれていた。

　多様なタスクを同時にこなす並へい列れつ演算の訓練にもなるため、ビーアサルトについてはこうした空き時間に興じることが軍から認にん可かされている。基本的に娯ご楽らくの少ない兵士の間ではメジャーな遊びの一つなのだ。

　しかし、秋あき人とはこのスポーツを避さけていた。

　理由は単純。

「……嫌いや味みか？　俺が並へい列れつ演算、とことんダメなの知ってるだろ」

〈ニューラルゲート〉の演算において、秋あき人とは一つのタスクをこなす直列演算であれば誰だれよりも速く行えるのだが、一方で並へい列れつ演算はからっきしなのだ。

　そしてそのことを玲れ奈なは分かっていて誘さそっている。

　彼女の目的もきわめて明解。

　たいてい、ビーアサルトは賭かけを伴ともなう。その日の食堂のデザートから想おもいを寄せる相手のポートレートデータまでとその内容は多た岐きに渡わたる。しかし、秋あき人とは過去の参加で一度たりともそれらを手に入れたことがない。

「そりゃあ、いいカモ……って言うか、お財さい布ふ……って言うか、そうっ、いい盛り上げ役じゃん！」

　玲れ奈なの純真な笑え顔がおが輝かがやく。

　秋あき人とは上体を反対側に倒たおして必死に抗あらがった。

「絶っ対に嫌いやだ！　これ以上、俺から何を絞しぼり取とろうって言うんだよ！」

「うーん、今度は〝一日足をマッサージしてくれる券〟でどう？　最近、ライガー隊は生存率高いから身体ボデイに疲つかれが溜たまるんだよねぇ。みんな喜んで参加を認めてくれると思うよ？　ほら、アキが入ってくれればメンバーとのいい交流になるし、チームワークが向上すること間ま違ちがいなしじゃん！」

「そう言って何度カモられたことか！　この前は〝一日執しつ事じになってくれる券〟でその前は〝一時間に何か一個褒ほめてくれる券〟だろ？　ただでさえ戦せん闘とうで疲つかれてんのに、基地にいてまで労働するのは嫌いやだ！」

「まあまあ、これも隊員サービスだと思って」

「そんなサービスがあってたまるか！」

　しかもたいてい、その券を勝ち取っていくのは玲れ奈ななのだ。

　玲れ奈なは特段電子戦に秀ひいでているわけではない。しかし、彼女が最も得意とする戦術は不意打ち。敵味方入り乱れる状じよう況きようで、混乱に乗じて敵の背を討うつのが誰だれよりもうまい。

　そんな彼女にとって、このビーアサルトという競技は格好の餌えさ場ばである。

「強ごう情じようだなー。今日は賞品の中に、アキの大好きな対戦車ブレードの新型試作機お試ためしチケットもあったよ？　しかも、信しん頼らいと実績のテレサ社製」

「む……」

　食指が動きそうになり、しかしこれも玲れ奈なの罠わなであると首を横に振ふる。

　テレサ社と言えば、世界最大の軍産複合企き業ぎようのことだ。

　いかなる勢力にも属さない中立企き業ぎようのスタンスを取っているが故ゆえに、世界中のどの戦場でもテレサ社の兵器が使用されている。ここ嶺れい京きよう戦線においても同様で、エルメアのみならずローレリアの装備もその多くが同社の製品である。

「そんなものじゃ釣つられないぞ。試作機ってやつは、たいてい問題があるから試作機なんだ。俺は現行機で十分だよ」

「私もずいぶん警けい戒かいされたもんだなー」

「日ひ頃ごろの行いが悪いからだ。……にしても対戦車ブレードなんてマイナーな兵装でもハイペースで新機種を開発してるなんて、流石さすがテレサだな」

「弾たま一発から衛えい星せい砲ほうまでワンストップでお届け──だっけ？　あの超まずいレーションもテレサ社製なんだから凄すごいよね」

　そんなふうに玲れ奈なと笑って話しながら、秋あき人とは内心でほっと息をついた。

　──よかった。こうして笑っていれば、今まで通りに振ふる舞まえる。

　玲れ奈なも普ふ段だん通り快活だ。どこか探さぐるような様子もない。

　玲れ奈なと遼りよ太うた郎ろうの二人とは、かれこれ十六年の付き合いになる。

　なるべく心配はさせたくなかった。

　しかし、そう思っていた秋あき人との穏おだやかな胸中を乱すものがあった。

　秋あき人との脳内にけたたましい電子音が鳴なり響ひびき、視界に真っ赤に彩いろどられた『緊きん急きゆう通信』の文字が現れる。

　本部からの緊きん急きゆう連絡である。

『一いち之の瀬せ、今すぐに第一小ライガー隊たいの面々を集めてくれ』

　回線を開くと同時、低い男の声が脳に響ひびいた。

　がばりと立ち上がり、グラウンドのほうを見やる。

　秋あき人とと玲れ奈なを除いた他二十一名の隊員たちは、混戦する二機のドローンを囲んで歓かん声せいを上げていた。どうやら遼りよ太うた郎ろうと隊員の一人とが最後の一いつ騎き打うちに挑いどんでいるらしい。

　異様な盛り上がりを見せており、今まさにその決着がつこうというところだったが、秋あき人とは叫さけんだ。

「第一小ライガー隊たい、集合!!　マインドトークの第一小ライガー隊たい専用ルームに繫つなげ！　緊きん急きゆう出動だ！」

「──っ。了りよう解かい！」

　その一いつ瞬しゆんで空気が切きり替かわる。

　全員がドローンを放り出して、秋あき人とのもとへ集まり円えん陣じんを組んだ。

　そして視界に起動した念話通信アプリケーション〈マインドトーク〉に表示された参加メンバー一覧が、一いつ瞬しゆんにして二十五名に達する。

　秋あき人とはＧＰＳから割り出される共有座標モードで、〈マインドトーク〉にアドオンされているブリーフィングツールを起動──たちまち円えん陣じんの中心に無数の超ちよう高層ビルから構成される嶺れい京きようの立体図が表示された。

　すると、数秒ののちに中年の男のホログラムが表出する。

　軍属にも関わらず仕立てのいいスーツに身を包んだ男──神かん崎ざき徹とおるである。

　階級は大佐。与あたえられた役割はここ嶺れい京きよう前ぜん哨しよう基地が管かん轄かつする戦域における作戦群の立案及および統とう括かつだ。かれこれ三年もの間、嶺京戦線を突とつ破ぱできず膠こう着ちやくさせている張本人とも言える。

　そして、第一小ライガー隊たいの長を務める秋あき人とにとっては直属の上司に当たる。

　神かん崎ざきの顔を見て、厭いやな予感が秋あき人との胸の内をよぎった。

　通常の作戦であれば、戦略統合システムＵＴＡＳのコンタクト用ＡＩ──通つう称しよう〈アジテーター〉がブリーフィングを行う。しかし、何かイレギュラーな作戦がある時は、こうして神かん崎ざきが直々に指令を下すのだ。

　そういう時はたいていろくなことにならない。それをよく知っている小隊の面々は、秋あき人とと同様に嫌いやそうな顔をした。

　神かん崎ざきはその二枚目の顔に気持ち悪いほど爽さわやかな笑えみを浮うかべて口を開く。

『──よーし、全員揃そろったね。三百二十秒前に新規行動計画が立案された。作戦区画はポイントＲ８５０１にある廃はい棄きされた地下研究施し設せつ、西さい牙が研究所。目標は、この研究所のコントロールルームに保管されているデータの回収だ』

　──西さい牙が研究所。それは、世界一優ゆう秀しゆうな民族と評される嶺京人が作りあげた研究所の一つ。

　神かん崎ざきの放ったその言葉に、秋あき人とは一いつ瞬しゆん自分の耳を疑った。

　しかし、同時に部隊の間に広がったどよめきを見て、それが聞きき間ま違ちがいではないことを理解する。ある者は青くした顔を互たがいに見合わせ、ある者は頰ほおを引ひき攣つらせたじろいだ。

　秋あき人との右に立つ遼りよ太うた郎ろうもまた強こわ張ばる。

「オイオイオイそれってまさか……っ」

　秋あき人とは唸うなるように言葉を継ついだ。

「──オペレーション・ホワイトアウトか」

　神かん崎ざきが笑え顔がおのまま首を縦に振ふる。

　オペレーション・ホワイトアウト。

　それは任務が策定されてからの二年間、幾いく度どとなく部隊が送られては失敗に終わってきた、嶺れい京きよう前ぜん哨しよう基地の中でも悪名高い作戦。

　戦域Ｒゾーン・ロメオにある地下研究所から機密情報の入ったデータドライブを回収するだけの作戦なのだが、この研究所の防衛システムが厄やつ介かいなのだ。西さい牙が研究所は持ち主を失った現在でも、どういうわけか強力な自ド律ロ兵ー器ンが大量に蠢うごめいている。まるでそのコントロールルームを守るかのように配置されている数々の無人兵器は、これまで何度もサルベージを試みた部隊を全ぜん滅めつさせてきた。

　アルカディアがある以上、任務を完かん了りようする以外はタイムリミットまで戦死する羽目になる。

　結果、この作戦に就つく部隊の悉ことごとくは、その度に大おお幅はばに評点を減らすことになるのだ。

　秋あき人とは拳こぶしを強く握にぎった。

　こんな作戦なんかに参加したら、せっかく少しずつ積み上げてきた仲間の評点が簡単に吹ふき飛とんでしまう。そうなれば、玲れ奈なや遼りよ太うた郎ろうの夢がただの絵に描いた餅もちに終わるのは必至だ。

「どうして私たちなわけ……!?　ホワイトアウトは、いつも戦績が最下位の部隊に割り当てられるじゃん！」

　秋あき人との左で眉まゆを立てた玲れ奈ながまくし立てた。

　その声に乗じて部隊の面々が便乗して野次を飛ばす。

「そうだそうだ！　俺たちは平均以上の戦績は出してるぞ！」

「割り当てるならもっと、そこの葉は木ぎみたいにショットガンしか使えないような奴やつにしろよ！」

「オイ誰だれだ今俺を売りやがったのは!?」

「静かにしようか」

　神かん崎ざきの鋭するどい言葉に、水を打ったように静まり返る。

「ライガー隊が最下位なんだよ。対人戦績が、ね」

「────」

　部隊の空気が凍こおる。

「オペレーション・ホワイトアウトは言わばサイドミッションだ。本筋は地上の嶺京を制圧しローレリア大陸攻こう略りやくの橋きよう頭とう堡ほとすることにある。アルカディアが投入された戦場を突とつ破ぱするには対人戦せん闘とうスキルが不可欠だ。この配置は至し極ごく当然の結果だよ」

　あえて言うまでもない。

　それは対人戦せん闘とうに重きを置いてこなかった秋あき人との責任であることは明白だった。

　部隊の面々の視線が秋あき人とに集まるのを感じる。

「……クソ。一いち之の瀬せのせいじゃねえかよ」

「ふざけんなよ、なんで俺たちがアイツなんかの尻しりぬぐいをしなきゃならないんだ」

「俺たちの評点なのに……。ホワイトアウトなんてやったら、底辺コース直行じゃんか」

　隠かくそうともしない悪態がポツポツと湧わき上あがる。

「なにアキのせいにしてんの！　戦績が振ふるわないのはここにいる全員の責任でしょ!?」

　それを、玲れ奈なが一いつ蹴しゆうした。彼女の言葉に隊員たちは一斉にたじろぐ。

　秋あき人とは鼻から鋭するどく息を吐はくと、一歩前に出た。

「大佐、俺たちは全部隊の中でも拠きよ点てん確保をはじめとした戦せん況きようへの貢こう献けん率りつはトップクラスだ。地上の戦線へ参加するほうが軍にとってお得ってものだろう。別任務への割り当てを希望する」

「ダメだ。君たちは対人戦績が低い割に対自ド律ロ兵ー器ンの戦績が異様に高いだろう。これ以上にない適所なんだよ」

「西さい牙が研究所は地上とは違ちがって常に閉所戦せん闘とうだろ。そうなると俺たち本来のパフォーマンスを発揮できない可能性がある。オペレーション・ホワイトアウトを既すでに経験している第三や第四小隊のほうが適しているんじゃないのか？」

「その点も心配ない。君たち第一小ライガー隊たいの過去の戦せん闘とうデータを見ると、地下地上問わず一定の水準を保って戦績を上げていることが分かる。君たちは黙って突撃すればそれでいい」

　秋あき人とは奥歯を痛いほど嚙かみ締しめた。

　そして顔に張り付いた笑えみとは裏腹に、ニコリともしない神かん崎ざきの双そう眸ぼうを睨にらみつける。

「ずいぶんとデータドライブに執着するんだな。ひょっとして逃げられた娘さんの写真でも入ってるのか？　しかもこれってローレリア軍ロツツも頻ひん繁ぱんに回収しようとしているよな。それだけ重要なデータなら、むしろ大規模な攻こう勢せいを仕し掛かけるべきじゃないか？」

「む、娘は関係ないし、中身については君たちが知る必要はない。それに何度も言わせないでくれよ一いち之の瀬せ。地上の戦線維い持じが最優先なんだ。君たちはね、球拾いのようなものなんだよ」

「……っ」

　秋あき人とは浮かんだ笑みが引ひき攣つった。

　まるで定型文しか返せない旧式のＡＩと会話しているような気分になってくる。これなら統合本部アジテーターのＡＩのほうが神かん崎ざきの気色の悪い笑え顔がおがないだけまだマシだ。

　秋あき人とは地下の立体図を見てあることに気が付く。

　それは、研究所の真下に広がる嶺れい京きようが丸まる入りそうなほどの巨きよ大だいな空間。

「……大佐。まさかとは思うが、研究所の下にあるこの空くう洞どう部分って──」

　神かん崎ざきは秋あき人との言葉に短く頷うなずいた。

「お察しの通り、そこにあるのはジオシティ・イオタだ」

「……まじかよ」

　遼りよ太うた郎ろうをはじめ、部隊の面々が唸うなった。

　ジオシティ・イオタ。

　それは、かつてこの世の贅ぜいと栄えい華がの全てが集まっていたとされる、世界最大級のジオフロントである。大戦で散り散りとなった嶺京人の忘れ形見の一つだ。

　秋あき人とは神かん崎ざきを流し見る。

「あの辺りの足元は脆もろいらしいじゃないか。万が一底面が抜ぬけたら俺たちは真っ逆さまだ……ネットの届かない、オフライン領域に」

「……んな危ねえ場所なのかよ」

「崩れやすいから細心の注意を払ってくれよ。ただ、オフライン状態が二週間以上継けい続ぞくした場合、除名扱あつかいにする。酷こく似じした記憶変数体マインドステートを持つクローンは〝共鳴〟を起こすからね。死体を見つけられない限り、再生は行えない」

　秋あき人とは背筋が冷えた。

　除名扱あつかいとはつまり、軍から追放され、アルカディアによる複体再生リスポーンも行えなくなるということ。アルカディアに接続できず複体再生リスポーンが行えなくなるということは、再生可能な現代における死そのものと言えた。

　すると、そこで神かん崎ざきはおどけた声こわ音ねで両手を広げる。

「ただし、君たちにとってこれが非常に困難な任務であることはこちらも重々承知している」

「……？」

　話の道が変わったのを感じて、顔を怒いからせていた隊員たちの視線が神かん崎ざきへと集まる。

「だから約束しよう──データの回収に成功した暁あかつきには、退役までの残り四年間、プラスの評点を五百パーセント、ブーストしてあげる」

　神かん崎ざきの言葉に、周囲がざわつく。

　それはやがて興奮へと転じ、最後は歓声へと変わった。

　秋あき人ともまた玲れ奈なと遼りよ太うた郎ろうと思わず顔を見合わせた。評点のブースト？　そんな特別な措そ置ち、これまでに聞いたこともない。それだけの数値が得られれば、更さらに味方の戦デ死スを避さける戦術を組むことも可能だろう。

　しかし、秋あき人とはどうにも疑心を拭ぬぐえず神かん崎ざきに言葉を向ける。

「どういうつもりだ」

　問うても神かん崎ざきは短く肩かたを竦すくめるのみ。

「二度と再生できなくなる可能性があるほど、危険な任務に割り当てるんだ。これくらいのボーナス当然じゃないか」

　それからというもの、緊きん急きゆうの招集にも関わらず仲間たちの間でやりたいやりたくないの論争が巻き起こる。

「ちょっとみんな、静かにして！　話、終わってないんだから！」

　その騒さわぎの熱に対して玲れ奈なの声が響ひびく。

　しん、と静まり返り、視線が再び秋あき人とに集まった。仲間を見回すと、そこには覚かく悟ごを決めた顔が並んでいる。

　秋あき人とは肺の中身を吐き出し、神かん崎ざきと正面から向き合った。

「──もう一声だ。ポイント到とう着ちやく時じに航空支し援えんが欲しい。ローレリアの連中のことだ、俺たちの動きを察知して対応してくるに決まってる。研究所の攻こう略りやくまでの損害を最小限にしたい」

　神かん崎ざきは片方の眉まゆを持ち上げる。

「それくらいお安い御ご用ようさ」

「──よし、決まりだ」

　秋あき人との言葉に満足そうに頷うなずいた神かん崎ざきは、嶺れい京きようの立体マップへと歩み寄る。

「西さい牙が研究所では不安定な通信下で、高こう頻ひん度どで複体再生リスポーンしながら戦せん闘とうすることになる。だから今回はいつもよりも多くの通エ信ー素テ子ルと生体出力素材バイオフイラメントを持っていきたまえ」

　それから今回の回収目標であるデータドライブらしき立体図が投とう影えいされた。

　それは手のひら大の直方体で、外側は頑がん丈じような造りになっている。

「あと、データドライブにはセキュリティ用のドングルが挿ささっている。本体とドングル、両方が無いとデータにアクセスできないから、必ず二つとも回収するように」

　すると、隣となりで遼りよ太うた郎ろうが不安げに呟つぶやく。

「……リスできるとは言え、所しよ詮せんは人間。交戦距きよ離りが長い地上ならまだしも、演算処理の速い自ド律ロ兵ー器ン相手に地下の閉所戦はちと厳しくねえか」

「小さな力も集めれば強くなる。案ずるな、これからの時代、人間の兵士がますます戦場の主役になっていくだろう」

　いつもは一つや二つの棘とげを混ぜて話す神かん崎ざきにしては、ずいぶんと毒気のない台詞せりふに秋あき人とは顔を上げた。

「大人みたいなことを言うんだな」

「こう見えて君たちの何倍も生きているんだ」

　神かん崎ざきは薄うすく笑って、それから表情を消す。

「作戦開始時刻は一三〇〇。第一小ライガー隊たい、出しゆつ撃げき準備に入れ」

「──了りよう解かい」

　神かん崎ざきの言葉に、小隊全員の声が重なった。
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　ローレリア連れん邦ぽうの前ぜん哨しよう基地は、蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになっていた。

　先ほど、全小隊に向けて本来は予定にない出しゆつ撃げき命令が下されたのだ。しかも、フィリアの部隊はいわくつきの地下攻こう略りやく作戦に割り当てられたため、装備の入いれ替かえがあり慌あわただしかった。

　フィリアが輸送ヘリに乗り込むと、他の隊員が我先にとその周囲の座席へと飛びついた。

　そうして繰くり広ひろげられるのは野や郎ろうどもの静かなる決けつ闘とう。

　その中心で、フィリアは収納状態になったドローンの〈イヴ〉を抱だいたまま身を竦すくめる。

「おい、馬鹿野や郎ろうそこをどけ。中佐の隣となりには副隊長の俺が座るべきだ」

「あんたは別部隊の副隊長でしょう！　何でここにいるんですか！　真の副隊長たる僕こそが相応ふさわしいです」

「いやいや、たまには中佐の補給担当の俺が」

「みんな落ち着きたまえ。ここは間を取ってロードレイン同好会会長のこの私が」

　やれ俺の場所だ、お前はどけ、だなどと純白のタクティカルスーツに身を包んだ男たちが押し合いへし合いしている。

　すると、フィリアからは何も指示を出していないにも関わらず、〈イヴ〉がするりとフィリアの腕うでから抜ぬけるなり、男たちの身体を押しのけていく。

「うわっ！」

「ちょ、なんだ、ドローンが勝手に……！」

　そんな彼らの背後に黒くろ髪かみの少女が現れ、野や郎ろうどもの頭をはたいていった。

「ちょっとあんたら少しは自重しなよ！　出しゆつ撃げき前まえに何ハシャいでんの！　〈イヴ〉も怒おこってるじゃん！」

「システィ姐ねえさん、痛いっすよ……」

「誰だれが姐ねえさんだ誰だれが」

〈イヴ〉とシスティによる挟きよう撃げきを喰くらった男たちは、すごすごと対面のシートに座っていく。

「はあ……。まったくどうしてこの部隊はいつもいつも……。出しゆつ撃げきの目的が戦せん闘とうじゃなくてフィリアの鑑かん賞しようになってんじゃないの？」

　フィリアの隣となりに腰こしを下ろしたシスティは深く嘆たん息そくして、周りの男たちを睥へい睨げいした。その鋭するどい眼光に照らされた隊員たちは蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように姿勢を正して硬こう直ちよくする。

　しかし、そのうちの一人──フィリアの隊の副隊長──が負けじと話題を振ふってきた。

「中佐、今日は閉所戦ということで、キルタイムがかなり加速しそうですね！」

「そ、そうね」

「今日も気合い入れてエルマーの豚ぶた野や郎ろうどもを大量に殺しましょうね！　それで先の大戦で奴やつらに奪うばわれた嶺京を取り返してやりましょう！　僕たちが全力でサポートしますので！」

「あり、がとう──」

　フィリアはこの時、自分の顔が固まるのが分かった。

　以前なら気にも留めずに流していたであろう言葉。

　笑え顔がおで殺意を語る副隊長の顔を見て、違い和わ感かんを得た自分に驚おどろいた。

　──どうして？

　フィリアは自分の心に戸と惑まどいを覚える。

　敵兵を殺せば評点が入る。その評点が高ければ高いほど、仲間からの評価も上がりエリートとしての面メン子ツを保てる。たったそれだけの構図なのに、当たり前のことなのに、なぜ気持ち悪さを覚える？

　不意に、フィリアは昨日の戦せん闘とうで最さい期ごに《血も無き兵ブラツドノート》が浮うかべた哀かなしい笑みを思い出した。

「……っ」

　引き金を絞しぼったら、いとも簡単に彼は血を吹いて死んだ。フィリアに銃じゆう口こうを向けられてもなお、浮うかべた笑みとともに。

　ゆっくり消えていく黒い瞳ひとみを見た。

　ひっきりなしに上下していた肩かたの動きが止まるのを見た。

　そんな彼の身体のうちフィリアの穿うがった穴からとめどなく赤い血が流れるのを見た。

　──わたしは、死を見たんだ。

　だからどうということもない。この世界では身体の死は、最も早はや、死そのものではないのだ。

　そのはずなのに。

「……何なの、この気持ち」

　胸の内に重油がべっとりこびりついたような不快感は、何なのだろうか。

「フィリア、次の出しゆつ撃げき、私たちの番！」

　肩かたを揺ゆさぶられて我に返る。

　首を回すと、目と鼻の先にシスティの顔があった。

　彼女が指さすのは窓の外。そこでは隣となりの部隊を乗せた輸送ヘリが今まさに飛び立つところだった。

　フィリアははっとして、自分の仕事を思い出す。

『アッシュ１より統合本部アジテーター。アッシュ隊、出しゆつ撃げき準備完了』

『本部了りよう解かい』

　女性の合成音声が脳内に響ひびくなり、輸送機のハッチが締しまり、ローターの回転数がぐんぐん増していく。

「フィーリア」

　すると、右の頰ほおをシスティに摘つままれた。

「にゃにふんのよ」

「緊きん張ちようしてるから和やわらげてあげようかと」
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　フィリアは首を左右にぶんぶん振ふってシスティの手を解ほどく。

　代わりに彼女の鼻をきゅっと摘つまんだ。

「んく……っ」

「別に緊きん張ちようなんかしてない」

　フィリアの手から逃のがれたシスティはむーと唇くちびるを尖とがらせる。

「そう？」

「……少し、憂ゆう鬱うつなだけ」

「？」

　フィリアはそう言うと、頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべて首を捻ひねったシスティから目を逸そらした。
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　固い座席に、八枚羽のローターの振しん動どうが重く響ひびく。

　第一小ライガー隊たいは三人一組の計八分隊で構成されており、ヘリ一機につき二分隊を収容しての移動となっていた。

　所々で高こう架か橋きようが崩ほう落らくしている主幹道路の上空を、ビルの織り成す高樹林の合間を縫ぬいながらヘリが駆かけ抜ぬけていく。

　高度を落とし始めた太陽に照らされるビル群が、目にもとまらぬ速さで後ろへと流れる景色は、まるで流星群の中に包まれているかのような不思議な感覚にさせた。

　秋あき人とらの乗り込んだヘリの内部ではと言うと──ガンガンにダンスミュージックをかけながら、みんなでトランプゲームに興じていた。

「よっしゃあ！　また俺の勝ちぃっ！」

　仮想のトランプを投げ出し遼りよ太うた郎ろうが鬨ときの声こえを上げる。

　それを前にして頭を抱かかえて咽むせび泣なくのは玲れ奈なだった。

「なんで今日も負けんのお!?　もうホント重いんだからねこれ！　アキもリョウも何かツール使ってるんでしょ！」

　既すでに上がっていた秋あき人とは唸うなる玲れ奈なの肩かたを叩たたいてなだめる。

「まあまあ玲れ奈な。これが日ごろの行いってやつだ。罰ばつゲームをさせる時、罰ばつゲームもまた玲れ奈なを待ち構えているんだ……」

「意味わかんないだけど!?」

「ごめん、今結構適当なこと言った」

「ねえアキ、代わってよ～。ここで私に恩を売っておいても損はないと思うんだけどー？」

「それじゃあ、なんでも一つ言うことを聞く権利と引ひき換かえならどうだ？」

「む」

　玲れ奈なは逡しゆん巡じゆんしたのち、なぜか頰ほおを赤らめて上うわ目め遣づかいに秋あき人との顔を覗のぞいてくる。

「ち、ちなみに何を命令する気？　も、もしかして、私の身体を──」

「玲れ奈なは今後、俺に対して罰ばつゲームを執しつ行こうできない令」

　被かぶせるように秋あき人とが言うと、玲れ奈なは打って変わって目め尻じりを上げた。

「そんなの却きや下つかに決まってんじゃん！　私の生いき甲が斐いを奪うばう気!?」

「どんな生いき甲が斐いだよ!?」

　秋あき人とたちは誰だれが携行式戦術立体プリンターＡＴＡＰと呼ばれる装置の運うん搬ぱん担当をするかを決めていたのだ。この装置はネットに繫つながっていればどこでもクローンを出力できる優すぐれもので、わざわざ降下ポッドを使わなくても複体再生リスポーンを可能にしてくれる。

　しかし、その便利さの反面、デメリットも当然ある。一つは、固定式に比べて出力に時間がかかること。そしてもう一つは──その重量だった。

「もう一回！　もう一回だけやろう!?　私の装備が高機動ビルドなの知ってるよね!?　せっかく重量抑おさえてるのに、携行式戦術立体プリンターＡＴＡＰ持ったら全部パアなんだけど!?」

　いつも玲れ奈なの尻しりに敷しかれてばかりの遼りよ太うた郎ろうは、ここぞとばかりに嗤わらった。

「往おう生じよう際ぎわが悪いぜ玲れ奈な。今ある事実を受け入れろ」

「負けるといっつも駄だ々だこねるリョウにだけは言われたくないんだけど！」

「ははーん、負け犬が何か言ってら」

　秋あき人とは二人のやり取りを横目に、ヘリが目標のポイント近くまで来たことを確かく認にんすると、手を振ふって合図する。

「よし、そろそろ始めるか」

　それから〈マインドトーク〉のミュートを外すと、小隊全員に対して言葉を作った。

『総員、ファイナルチェック』

　途と端たん、音楽が止まり、小隊の面々が一いつ斉せいに口を噤つぐむ。

　そうして無言で始めるのは、得物の最終確かく認にん。

　安全装置セーフテイーを確かく認にんし、チャージングハンドルを引いてチャンバーに初しよ弾だんが込められていることを目視する。タクティカルスーツの鎖さ骨こつ辺りから伸のびているコードと、アサルトライフルとがしっかり接続されていることを確かめ、最後に〈ニューラルゲート〉がバックドアのないクリーンな状態かクイックスキャンした。

　そして最後に秋あき人とは自分の首に嵌はまるチョーカーに軽く触ふれる。

　チョーカーの名は変数体同期装置ＭＳシンカー。

　それは脳からリアルタイムで記き憶おくデータたる記憶変数体マインドステートを抽ちゆう出しゆつしてアルカディアのサーバーに常時同期させるための装置である。そして、複体再生リスポーン時には逆に記憶変数体マインドステートをクローンの身体に焼きつける役割も担になっていた。

　つまり、秋あき人とらにとっての命いのち綱づななのだ。

　緊きん張ちよう感かんが一気に押し寄せ、痛みとなって鼻び孔こうの奥を突つき刺さす。今日は特にひどく厭いやな感じだ。こういう時は、いつも大勢仲間が死ぬ。

　しかし隊長である秋あき人とは、その不安を表情に出すことはできない。

　代わりに鋭するどく息を吸う。

「──よし」

　そうして確かく認にんが終わったところで、機内にビープ音が鳴った。ほどなく、ヘリの両側の扉とびらがスライドし開いていく。夏の風が吹ふき込こみ、露ろ出しゆつした首元を冷やした。

　背後から高速飛行物体の奏かなでる高音が聞こえてくる。

　二機の無人戦せん闘とう機きが真っ白な尾おを曳ひいて第一小ライガー隊たいの輸送ヘリを追おい越こし、その腹から巨きよ大だいなミサイルを一本ずつ投下した。それは落下に伴ともなって、春に芽め吹ぶく花のように先せん端たんからいくつもの筒つつ形がたにばらばらになっていく。

　直後、その一本一本の底部が点火──燃ねん焼しようエネルギーを糧かてに蛇だ行こうして地上を目指すと、無数の槍やりとなって数百メートル先に展開していた敵軍地上部隊へと突つき刺ささった。

　爆ばく炎えんが瞬またたき、時間差でやってきた衝しよう撃げき波はが、ビル表面の塵ちりを巻き上げながら大気を揺ゆらして背後へと突つき抜ぬけていく。

　そのクラスターミサイルの空対地攻こう撃げきを皮切りに、膨ぼう大だいな数の航空ドローンが秋あき人とら第一小ライガー隊たいの乗るヘリと横並びになった。

『統合本部アジテーターよりライガー隊。敵歩兵部隊との接敵まで十秒』

　ヘリが加速する。

　果たして、統合本部アジテーターからの通信通り、気味悪いほどきっかり十秒後に正面大通りから敵歩兵部隊を乗せたヘリの集団が現れる。秋あき人とらと同様に兵士を乗せた輸送機とそれを護衛するドローンという編成だ。

　遼りよ太うた郎ろうが鼻を鳴らした。

「さっすが本部。天気予報よりも正確な報告だぜ」

「──ポイントまで残り五秒」

　秋あき人とは言葉を作り、安全装置セーフテイーを外す。

　心しん拍ぱく数すうが上がる。

　爪つま先さきをヘリの底面ギリギリまで寄せる。そして視界のタイマーがゼロになり──。

「第一小ライガー隊たい、散開!!」

　ラペリングもせず、秋あき人とら第一小ライガー隊たいのメンバー全員が一いつ斉せいに飛び下りた。

　戦場の冷たい空気が一気に全身を包み込み、重力に引かれて身体が落ちていく。内ない腑ふが浮うき上あがり、風を切る音が耳元に鳴った。見る見るうちに弾だん痕こんだらけのアスファルトが迫せまってくる。戦車の主しゆ砲ほうに穿うがたれたクレーターや、大破したドローンの亡なき骸がらがくっきり見えた。

「────ッ！」

　身体を深く沈しずめて着地する。ブーツの底から砂すな煙けむりが立つ。着地の衝しよう撃げきはタクティカルスーツに編み込まれたバイオメタルファイバーが吸収した。秋あき人とに続いて、隊員の着地音が次々に重なる。

　そこに、主幹道路の前方から弾だん雨うがやってきた。

『各隊フォーメーション・ケイラスで目標地点を目指せ！』

　秋あき人とはローレリア軍の自ド律ロ兵ー器ンが放つ銃じゆう弾だんの嵐あらしの中で叫さけび、地面を蹴けった。

　小隊が目指すのは地上の至る所にある地下鉄駅の入口。

　そこまでの道のりは既すでに地じ獄ごく絵え図ずの様相を呈ていしていた。

　すぐ目の前で仲間が血ち飛沫しぶきを上げ、隣となりで別の隊員がそれに躓つまずき体勢を崩くずす。秋あき人とはその隊員の手を取ると、強ごう引いんに腕うでを引いて地下鉄の階段へと一いつ緒しよに飛び込んだ。

　転がるようにして階段を駆かけ下おりると、隣となりの兵士が叫さけぶ。

「ごめん、アキ……っ」

　その声に、自分が握にぎる手が玲れ奈なのものだったことに気が付いた。

　ひとまず彼女が自分の足で走れていることを確かく認にんすると、その手を離はなす。

「怪け我がはないか？」

「私は大だい丈じよ夫うぶ。でも、メンバーの半分は今ので持ってかれた。……早く複体再生リスポーンさせてみんなに戦績を稼かせがせてあげないと」

　玲れ奈なの言葉に頷うなずく。

「携行式戦術立体プリンターＡＴＡＰの再リ生スは時間がかかる。早いところ研究所内に拠きよ点てんを確保しよう」

　秋あき人とは背後を振ふり返かえった。階段の先からは仲間のものと思われる血が側そつ溝こうを赤く染めている。

　──クソッ。

　自分の指揮のせいで、仲間の命が散っていく。

　その度に彼らの評点がマイナスになってしまう。しかし秋あき人とにとってはそれ以上に、彼らが死の間ま際ぎわに感じた痛みや苦しみが心にのしかかっていた。それがたとえ、本人たちが気にしておらずとも。

「……アキ、大だい丈じよ夫うぶ？」

　玲れ奈なが心配そうに声をかけてくる。

　秋あき人とははっとして、いつもの笑え顔がおで振ふり向むいた。

「先を急ごう」

　階段を下りて半球状の空間になっている改札口に到とう着ちやくすると、研究所の入口は比ひ較かく的てきすぐに見つかった。

　西さい牙が研究所は、嶺京がまだ世界一の研究都市だった頃ころ、圧制を強めるローレリア連れん邦ぽうの監かん視しの目から逃のがれるため、その広大な地ち下か鉄てつ網もうの合間を縫ぬうようにして作られた施し設せつなのだ。重武装したうえで地下に潜もぐるとは、よっぽど腹に一物抱かかえた研究を行っていたらしい。

　西さい牙が研究所の無機質な通路を進むと、広大な空間に出る。

　そこは吹ふき抜ぬけになったオフィスエリアだった。

　秋あき人とは視界を暗視モードに切きり替かえ、部隊に分散フォーメーションの指示を出した。部隊が音もなく散開していく。

　すると、暗くら闇やみの中から無数の影かげが滲にじむように現れる。

　それは四本の足を携たずさえた機械仕じ掛かけの犬だった。しかし、頭部や尻しつ尾ぽはなく、代わりにあるのは装そう甲こうに張はり巡めぐらされたセンサー群と背中に乗せた機き関かん砲ほう。その姿は、犬と言うにはあまりにも無骨で、機能性を追求したデザインをしていた。

　陸戦ドローンＵＧＶである。

『各隊、通エ信ー素テ子ル散布開始』

　秋あき人とは腰こしから下げている筒つつ状じようの装備に触ふれ、プシュッと音を立ててゆっくりと内容物を大気中に散布し始める。他の分隊長がそれに続き、同様に放出を開始した。

　内容物の正体は、通エ信ー素テ子ルと呼ばれる滞たい空くう可能な超ちよう小型の通信中ちゆう継けい機きである。

　これを散布し続けることにより、秋あき人とらはわざわざコードを引っ張らなくても、通信状じよう況きようが絶望的に悪い場所においても、戦略統合システムＵＴＡＳ──そして何よりも、そのアドオンシステムであるアルカディアに接続することができるのだ。

『こいつらは俺たちに任せろ。各分隊は手分けしてデータドライブのあるサーバールームにアプローチしろ』

『了りよう解かい』

　秋あき人と、玲れ奈なと遼りよ太うた郎ろうの三人を残して、兵士らが散り散りになって研究所内へと侵しん入にゆうしていく。

　それを追いかけようとする一機の陸戦ドローンに、秋あき人とは照準を合わせた。







　陸戦ドローンの放った凶きよう弾だんが、秋あき人との心臓を貫つらぬいた。

　次の瞬しゆん間かん、視界が血の海から、マズルフラッシュに照らされるリノリウムの床ゆかへと切きり替かわる。

「──っか、はッ！」

　秋あき人とは渇かわいた喉のどを波打たせ、勢いよく大気を吸い込んだ。

『ARCADIA is Online』

　合成音声により、複体再生リスポーンに成功したことが分かる。

　見下ろせば、ちょうど自分の爪つま先さきが鈍重な自律式戦術プリンターＡＴＡＰによって出力されきるところだった。

　自律式戦術プリンターＡＴＡＰは羽のない重力制せい御ぎよ式しきの航空ドローンである。通常時は量産型の対人ドローンと変わらない形状をしているが、活性状態となった今はその姿を環かん状じように変えていた。

　印刷が終わると、秋あき人とは口の中の肉にく片へんに似た生体出力素材バイオフイラメントを吐はき出だす。そして身体とともに印刷されたライフルを取り出し、顔を上げた。

　視界に浮うかぶタイマーを一いち瞥べつする。

　研究所に侵しん入にゆうしてから、既すでに二時間が経過していた。

　そこは細まった一本の廊ろう下かで、遼りよ太うた郎ろうと玲れ奈なとが行く先を阻はばむ陸戦ドローンと激しい銃じゆう撃げき戦せんを繰くり広ひろげている。

　その廊ろう下かの中央部分に一つの扉とびらがあった。

　視界に合成表示される文字は『第一コントロールルーム』。三年間、誰も到達することのできなかったデータドライブのある目的地は目と鼻の先なのだ。しかし、地下で再生するために必要な生体出力素材バイオフイラメントは残り僅わずかで、他の部隊は自ド律ロ兵ー器ンに足止めされている状じよう況きようだった。

　その扉とびらの前に死体がある。それは数すう瞬しゆん前まえまでこの魂たましいを宿していた秋あき人との身体。

　あと少しで辿たどり着つくのに。その僅わずかな距離が果てしなく遠い。

「玲れ奈な、生体出力素材バイオフイラメントは残りあと何回分か分かるか!?」

「さっきのが最後の一回！」

「マジか……悪い！」

　玲れ奈なは言いながら九ミリのサブマシンガンを二丁構えてドローンの関節部分を狙ねらい撃うちしていく。徹てつ底てい的てきな低反動を好む彼女の繰くり出だすフルオート射しや撃げきは、連なる弾だん丸がんがまるで光線のように一直線に見えた。反動制せい御ぎよについては彼女の右に出る者はいない。

「謝んじゃねえ！　俺なんか今日六回もリスしてんだからよ！」

　その逆側から遼りよ太うた郎ろうが三十二連ドラムマガジンの挿ささったショットガンで十二ゲージの散さん弾だんを連射すると、今度はグレネードを次々に放り投げていく。中ちゆう遠えん距きよ離りはグレに任せとけばいいんだよ、とは遼りよ太うた郎ろうの言である。

　立て続けに弾はじける爆ばく音おんを聞きながら、秋あき人とは内心で歯は嚙がみした。

　各分隊からの戦デ死ス数の報告では、既すでに第一小ライガー隊たいがひと月で稼かせぐ評点を失っている計算だった。

　ただでさえ戦績が振ふるわない現状で、このマイナスはあまりにも大きい。このままではみんな、退たい役えきしても、夢も希望も一いつ切さいない、虚うつろで灰色の人生を歩むこととなってしまう。

「もう目の前なんだ！　絶対にデータドライブ回収するぞ！」

「ったりめえだ！」

　そうして玲れ奈なのリロードに合わせて秋あき人とが前に出た──その時だった。

『統合本部アジテーターよりライガー小隊第一分隊。敵歩兵との接敵まで五秒』

「──なんだっ!?」

　秋あき人とが叫ぶのと同時、Ｔ字路になった細い廊ろう下かの突つき当あたりから、挟はさみ込こむようにしてドローンを射しや撃げきする影かげが現れた。その数は目視で確かく認にんできるだけでも六。

　戦術支し援えんアプリケーションの足音を解かい析せきするウィンドウを見ると、そこには『敵兵：九人』の文字が躍おどる。

『連邦ロツツの連中だ！　なんでよりにもよって俺たちが潜っている時にかち合うんだよ……！』

　遼りよ太うた郎ろうが秋あき人との顔を直視する。

　試ためされている、と思った。

　秋あき人とは目を瞑つぶったのち、すぐに言葉を作る。

『玲れ奈ながフラッシュバンを投とう擲てき。爆ばく発はつに合わせて防シ御ー用ルドドロボーツントを展開しながらコントロールルーム前まで前進する。先頭に俺と遼りよ太うた郎ろうが立つ。その後ろから各自、ローテーションで制圧射しや撃げき。フラッシュライトもつけよう』

『了りよう解かい！』

　二人の声が念意通信マインドトークの中で重なる。
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　秋あき人とと遼りよ太うた郎ろうとが四輪の付いたドローンを取り出すと、視界に立ち上がったアプリケーション上で操作した。すると、ドローンの上部に等身大の半はん透とう明めいの簡易装そう甲こうが形成される。

　そして玲れ奈ながスタングレネードのピンを抜ぬき、廊ろう下かに投とう擲てきした。

「グレネード!!」

　廊ろう下かの先から敵の野太い男の声が響ひびき、パッと真っ白に色しき彩さいが飛んだ。

『行くぞ！』

　ライフルのフラッシュライトを点灯させると、防シ御ー用ルドドロボーツントの前進に合わせて秋あき人とと遼りよ太うた郎ろうが同時に並び出る。

　大だい音おん響きようにふらつく兵士の一人の頭部が、鮮あざやかな赤に輝かがやく光学照準とぴったり重なる。そのよろめいた兵士はしかし、流石さすが鍛きたえ抜ぬかれているだけあって、体勢を崩くずしつつも強ごう引いんに照準をこちらに合わせに来ていた。おそらくあの様子だと、スタングレネードによってセンサー群が狂くるったことで火器管制ソフトによる制せい御ぎよが間に合わないと判断したのだろう。まともに見えていないはずの肉眼で、こちらを捉とらえようとしていた。

　──俺は、また殺すのか。

　冷えた脳の奥から別の声がせり上がってくる。出しゆつ撃げき前まえに押し込んだ自分が、表出しようとしてくる。

　それを、秋あき人とは唇くちびるを嚙かんで再び心の奥底に閉じ込めた。

　──これは正しいことなんだ。みんながやっていることなんだ。これが一番、いい方法なんだ。

　暗示、暗示、暗示──。そうやって、ナマの自分の心を閉じ込めていく。

　眩め暈まいがする。動どう悸きがする。心の悲鳴が痛みとなって表出する。

　それでも痛みから目を背そむける。

　秋あき人とはトリガーを引いた。

　マズルデバイスの先から硝しよう煙えんが立ち昇り、遅おくれて二つの空から薬やつ莢きようが廊ろう下かの床ゆかを叩たたく音が反はん響きようした。それだけで、男は背後の壁かべに血を撒まいて倒たおれる。しかし、秋あき人とはそこで止まらない。二人目、三人目とホロサイトの光点を重ねていき、プログラムされた機械のように引き金を引いていく。

　どさりと重い肉が重なって倒たおれる音がする。

「やりゃあできるじゃねえか！」

　遼りよ太うた郎ろうが興奮した様子で喜び叫さけぶ。遼りよ太うた郎ろうもまた敵兵を二人殺していた。

　秋あき人とはしかし、その声に応えない。

　指先にべっとり泥どろがねばりついたような感かん触しよくがついて回る。

　それから廊ろう下かの先にまだいる敵兵に向けて制圧射しや撃げきをするが、反はん撃げきの弾だん丸がんの雨が眼前に聳そびえる簡易装そう甲こうに無数の弾だん痕こんを残していった。

『リロード！』

　叫さけんだ遼りよ太うた郎ろうが銃じゆう口こうを上に向けて、後方に控ひかえていた玲れ奈なと入いれ替かわった──その時だった。

　前方から航空ドローンが三機飛来してきたのは。

　秋あき人とはその腹に小型爆ばく弾だんを搭とう載さいしていることをいち早く察知する。

「──自じ爆ばくドローン、三機！」

　秋あき人とは残り僅わずかの弾マガ倉ジンから、バースト射しや撃げきで弾だん頭とうを吐はき出だし二機を撃うち落おとした。しかしそこで撃うち尽つくしボルトストップする。

「──くっ!!」

　ハンドガンに持もち替かえる。しかし、間に合わない。

　そうしてドローンが眼前に迫せまったところで、玲れ奈なのフルオートで放った弾だん丸がんが最後の一機を爆ばく散さんさせた。

「きゃあっ!!」

　防シ御ー用ルドドロボーツントが吹ふき飛とばされ、三人の身体が廊ろう下かに叩たたきつけられる。秋あき人とを先頭に、二人が後ろに並んで倒れた。

　そのタイミングで、前方の廊ろう下かの壁かべから銃じゆう口こうがいくつも覗のぞいた。

「やば……っ！」

　保たない、とすぐさま判断した秋あき人とは一歩前に出て、目の前にあったコントロールルームの壁かべを蹴けり抜ぬいた。

「玲れ奈な、遼りよ太うた郎ろう、中に入れ!!」

　ハンドガンで制圧射しや撃げきをする秋あき人との後ろで、二人が半ば転びながら部屋に入る音が聞こえてくる。

　同時に、秋あき人との顔のすぐ近くを赤と緑の曳えい光こう弾だんが掠かすめていく。

　そこを、秋あき人との首根っこを摑つかんだ遼りよ太うた郎ろうと玲れ奈なに引っ張られ、間かん一いつ髪ぱつのところで部屋に逃のがれる。

「あっ──ぶな！　アキのバカ！　いつもは冷静なのに変な時だけ無茶するんだから！」

「悪い、助かった!!」

　小部屋は、人間よりも大きな銀色の箱が大量に並べられた金属の樹海だった。箱の一つ一つには半はん透とう明めいの液体が満たされている。ものによっては容器が破損し、外に漏もれ出でた形けい跡せきもあった。リキッドドライブ式のサーバールームである。

「──やっと、辿たどり着ついた」

　玲れ奈なが呟つぶやく。その隣となりで、珍めずらしく遼りよ太うた郎ろうが言葉も発せず呆ぼう然ぜんと目の前の景色を眺ながめていた。

　秋あき人とも同じく万ばん感かんの思いだった。

　ここは三年間、誰だれも踏ふみ入いれることすら叶かなわなかった封ふう印いんされた場所。

　支し援えんアプリによれば目的のデータドライブは部屋の一番奥おくにある操そう作さ盤ばんに挿ささっているらしい。

『統合本部アジテーターよりライガー隊第一分隊。不明な信号を検出、回線の隔かく離りを行いま──ま、ま、ま、ま、ままま』

　唐とう突とつに、本部からの通信が入る。しかし、それは最後まで続かず、壊こわれたように同じ言葉を繰くり返かえすのみ。

「なんだ……っ!?」

　秋あき人とは驚おどろきに声を上げて玲れ奈なと遼りよ太うた郎ろうと顔を見合わせた。

　直後、視界のウィンドウの何枚かにブロックノイズが走ると、見知らぬ女の声が本部の機械音声に被かぶさる形で脳内に響ひびいた。

『──れを聞いている子供たち。よく聞いて。あなたたちの行っている戦争は──』

　すると、秋あき人とたちの目の前でカランと金属音が鳴った。三人の血相が変わる。グレネードだ。

「ふせろッ!!」

　三人は一気に部屋の奥まで走りヘッドスライディングをかます。

　閃せん光こうと爆ばく風ふうが弾はじけた。イヤーセットが減げん衰すいした爆ばく発はつの低音を正確に秋あき人との鼓こ膜まくへと伝える。爆ばく発はつ地点は入口の方向を見て右奥。つまり、複数で詰つめてくる場合、左と中央から入られる方が早い。

『──信じられないのも分かる、理解できないのも分かる。でもこれらは全て事実なの。それを証明するものがある。テレサ社のやってきたことは全てその中に──』

　謎なぞの女の音声が続く。ひどく気が散る。しかし、いかなるミュートコマンドも〈ニューラルゲート〉が受け付けないため諦あきらめて、意図的に頭から追い出すことにした。

　起き上がった秋あき人とは、フラッシュライトから赤外線ＩＲのレーザーサイトに切きり替かえて、ホロサイトのダットを大型のものに変える。ここからは近接戦だ。精密射しや撃げきは不要になる。

　四散した無数の破は片へんに砕くだかれた液えき晶しようがカラカラと音を立てて床ゆかを叩たたく中、秋あき人とは二人にハンドサインを出した。玲れ奈なが右の抑おさえ。秋あき人とと遼りよ太うた郎ろうが左を推おす。二人は無言で拳こぶしを握にぎった。

　秋あき人とは手刀を作ると、前に振ふる。同時、三者三様に一つ前のサーバーへと張り付く。

　幾いくつもの敵兵の足音が部屋内部へと侵しん入にゆうしてきた。

　すると、その敵兵が「なんだこの音！」「中佐、所属不明のアドレスから回線に侵しん入にゆうされました！」「出所の解かい析せきをして！　早く！」と口々に叫さけぶ。どうやらこの音のトリガーはコントロールルームへの入室らしい。

『こっちは三人。そっちに四人向かったよ』

『遼りよ太うた郎ろう、中央通路にグレを手前と奥に二個投げてくれ。一個目の爆ばく破はに合わせて、出てきた奴やつを狙ねらい撃うつ』

「了りよう解かいだぜ」

　ピンと小気味のいい音を立ててプライマリーとセカンダリーの二つのプルリングを引ひき抜ぬくと、サーバーを背にしたまま左手で手しゆ榴りゆう弾だんを投げ入れる。遼りよ太うた郎ろうがそのまま二投目に入る前に、秋あき人とはサーバーの左側からアサルトライフルの銃じゆう口こうだけを突つき出だした。

　一投目爆ばく発はつ。そして、本命の二投目が爆ばく破はする直前、左の通路に二人の敵兵が逃にげ込こんでくる。

　秋あき人とは唇くちびるを嚙かんでトリガーを引いた。あっさり二人は頭を撃うち抜ぬかれて倒たおれ、続けて逃にげ遅おくれたもう一人が遼りよ太うた郎ろうのグレネードで宙を飛んで壁かべに叩たたきつけられる。

　秋あき人とは身体をサーバーの陰かげに戻もどすと、マガジンを換かん装そうする。

『スリーダウン』

　秋あき人との報告の声は震ふるえていた。冷静になろうとすればするほど、弾はじけた血肉の色が鮮せん明めいに蘇よみがえる。穿うがたれた敵兵の表情が克こく明めいに思い出される。

　すると、右側からタンタンタンと正確な三射が鳴る。玲れ奈なの射しや撃げきだ。

『ワンダウン！　でもやばい、中央から二人回り込んでくる！』

　サンプリングされた玲れ奈なの念話音声に被かぶさるように、金属板を踏ふみつけて走ってくる足音がすぐそこまで迫せまってきていた。

「ヤバッ、近っ!!」

　遼りよ太うた郎ろうが慌あわててカバーしに身体を中央通路に出す。

　瞬またたくマズルフラッシュ。遼りよ太うた郎ろうの右みぎ肩かたから血を曳ひいた七・六二ミリ弾だんが飛び出て来る傍かたわら、フルオートで排はい出しゆつされた空から薬やつ莢きようが遼りよ太うた郎ろうのアサルトライフルの腹から列をなして宙を舞まう。

「ワンキル！」

「遼りよ太うた郎ろう、入いれ替かわれ！」

　遼りよ太うた郎ろうの左ひだり肩かたを強ごう引いんに摑つかんでサーバーの陰かげに引き寄せる。そして身体の位置を入いれ替かえると、遮しや蔽へい物の陰かげに下がろうとしていた敵兵を捉とらえ、これもフルオートで撃うち抜ぬいた。

「もうワンキル！」

『ナイスキル秋あき人と！　遼りよ太うた郎ろうは大だい丈じよ夫うぶ!?』

「クソ、血の出方がヤベぇ……っ！」

　遼りよ太うた郎ろうはサーバーに背を預けて座り込むと、止し血けつ剤ざいの入った無針注射器ジエツトインジエクターをポーチから取り出し、右みぎ肩かたに射うち込こんだ。そして注射器を投げ捨て、空いた左手で傷口を圧あつ迫ぱくし止血を試みる。

　その時だった。

　音もなく、左の通路の暗くら闇やみから銃じゆう口こうが現れたのは。

「──え」

　秋あき人との口から声が漏れる。

　それは、ハンドガンを構えた白銀の少女──《致死の蒼リーサルブルー》。

　サプレッサーに減げん衰すいされた銃じゆう声せいが響ひびく。遼りよ太うた郎ろうの目が見開かれたまま、ぐらりと身体が倒たおれる。遼りよ太うた郎ろうは消音装置付きのハンドガンで頭を撃うち抜ぬかれていた。その表情は虚ろで、空うつ蟬せみを彷ほう彿ふつさせる。

「クソッ!!」

　秋あき人とは中央通路に身を投げた。

　何度も見た光景。何度も繰くり返かえされる光景。

　敵を殺すということは、仲間もまた殺されるということ。

『玲れ奈な、遼りよ太うた郎ろうがやられた!!』

『──っ』

　冷たくあれ、冷たくあれと自分の脳に言い聞かせる。

　アルカディアがある。また、再生される。

　しかし、そうと分かっていても、この腹の底から来る煮にえたぎった感情は何なんだ──!!

　そうして秋あき人とが怒いかりに任せて立ち上がろうとしたところに、一機の航空ドローンが飛来してくる。

「くっ──！」

　秋あき人とは玲れ奈なのいる空間に向かって飛びのく。

　僅わずかに軌き道どうを逸そらしたドローンが秋あき人との背後で爆ばく散さんする。吹ふき飛とばされた秋あき人とは、玲れ奈なに支えられるようにして立ち上がった。

「ちょっとアキ、大だい丈じよ夫うぶ!?」

「問題ない。それよりもドライブを──」

　回収しないと。そう言いかけた時だった。

　部屋全体を不気味な振しん動どうが襲おそったのは。

「なんっ、だ──？」

　そこで、秋あき人との脳のう裏りにブリーフィング時に自分の言った言葉を思い出す。

　──ジオシティ天面の骨格は老ろう朽きゆ化うかしている。

　人間、慣れてくると、危険だと分かっている行こう為いもまあいいかしょうがないし、と行動に移してしまうものだ。これもそうだった。グレネードを投げなければ殺される。死しに戻もどされて評点を失うくらいなら、投げて殺してやる。なんだかんだ言ってどうせ簡単には崩ほう落らくしないんだから──その思考である。

　そのツケが、ここに回ってきた。

　すると、バリバリと音を立てて床ゆかという床ゆかに亀き裂れつが入る。

　秋あき人とは咄とつ嗟さに玲れ奈なの身体を入口に向かって突つき飛とばす。直後、間かん一いつ髪ぱつで二人の間に五メートル以上もの溝みぞが生まれた。

　玲れ奈なが驚おどろきの表情で振ふり返かえる。

「アキっ!?」

「玲れ奈な、脱だつ出しゆつしろ！」

「何言ってんの、ここで落ちたら複体再生リスポーンもできないんだよ!?　お願いだからこっちに来て！」

　声を張る玲れ奈なの瞳ひとみが波打つ。普ふ段だんは絶対に見せない、縋すがるような貌かおをする。

　しかし、こうしている間にも天てん井じようが崩くずれ、床ゆかの亀き裂れつが加速度的に増えていく。

　秋あき人とは玲れ奈なのもとへ飛びたい欲求に駆かられるが、隊長としての使命を思い出し叫さけぶ。

「俺はドライブを回収する！　玲れ奈なは早く戻もどれ!!」

「アキ、だめ！　戻もどって！」

　秋あき人とは玲れ奈なの制止の声に背を向けた。

　すると、数メートル先で同じように振しん動どうに体勢を崩くずしていた《致死の蒼リーサルブルー》と視線が合う。

　今、この空間にいるのは秋あき人とと《致死の蒼リーサルブルー》の二人だけ。

　それから少女の瞳ひとみが部屋の奥にあるコンソールに向けられる。

　果たして、銀ぎん髪ぱつの少女は秋あき人とから視線を剝はがして、コンソールに目め掛がけて駆かけ出だした。

　少女の踵かかとが塵ちりを巻き上げる。その背中を追いかける秋あき人との頰ほおから汗あせの粒つぶが伝い落ちる。

　視線の先で、白銀の少女がコンソールに駆かけ寄より、データドライブを抜ぬき出だす。それは、手のひらよりも少し大ぶりな、薄うすい直方体だった。その先せん端たんに、突とつ起き物ぶつがある。

　秋あき人とはすぐさま、それがセキュリティ用のドングルだと悟さとった。

「そいつを渡わたせ、《致死の蒼リーサルブルー》！」

　追おい縋すがった秋あき人とに、少女はその身長の割に長い脚あしで豪ごう速そくの蹴けりを繰くり出だしてくる。すんでのところで躱かわした秋あき人とは手を思い切り少女の持つデータドライブへと伸のばす。

　そして指先がドライブを捉とらえようとして──摑つかんだのはドングルの先せん端たんだった。

　直後、少女に足あし技わざを掛かけられ投げ飛ばされる。

　その拍ひよ子うしにドングルが抜ぬけ、データドライブ本体と分ぶん離りした。

「が──っ！」

　床ゆかに叩たたきつけられ、肺の中身が強ごう引いんに絞しぼり出だされる。

　それと同時だった──世界が急きゆう上じよう昇しようしたのは。

　半はん拍ぱく遅おくれて、自分が落下しているのだと気が付く。

　秋あき人とは闇やみ雲くもに目の前にあった地上側の地面を反対側の手で摑つかもうとして──惜おしくも空を切った。

　視界の端はしで白銀が揺ゆらめく。《致死の蒼リーサルブルー》もまた、崩くずした体勢のまま自由落下を始めた。ふわりと広がった白銀の長ちよう髪はつが、空に向かって引っ張られる。

　秋あき人とと少女の目は、恐怖きようふの色で染まっていた。

　落ちる落ちる落ちる──。

　足元に広がっていたのは、研究所の全長よりも遥はるかに巨きよ大だいな縦穴だった。

　ただの穴ではない。機械とコンクリートとが複雑に絡からみ合あってできた人工の奈落。円えん筒とう型がたのそこは、至る所から用よう途と不明の構造物や剝むき出だしの鉄筋、あるいは建築途と中ちゆうのまま放ほう棄きされたと思おぼしき建造機が側面から飛び出している。

『ARCADIA is Offline』

　機械音声が脳に鳴る。そうして事実を叩たたきつけられる。ここは既すでに通信素子帯エーテルネツトの圏けん外がいなのだ。

　絶望に心が凍こおった秋あき人とは、縦穴から伸のびた鉄骨に激げき突とつして、意識を手放した。
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　秋あき人とは、断続的に響ひびく轟ごう音おんと地じ響ひびきに目を覚ました。

　身み動じろぐと、全身が鉛なまりのように重く、痛みに悲鳴を上げる。

　秋あき人とは辛かろうじて動く首だけを回して、視線を巡めぐらせた。

「──ここ、は」

　そこは、嶺れい京きようの底面の下に作られた巨きよ大だいな地下都市だった。

　頭上には天てん穹きゆうパネルが並び、茜あかね色いろに染まる人工の空が広がっている。

　その中央に、たった今秋あき人とが落下してきた縦穴が地上目め掛がけて大口を開けていた。都市のひと区画を丸々飲み込めそうなほどの直径だ。換かん気き口こうか何かだろう。見れば、一定の間かん隔かくを開けて他にも同様の縦穴がある。計測してみると、ここから縦穴まで二千メートルもあった。

　視線を下ろせば、精密に割わり振ふられた区画に従って、頭上と地面両側からビル群が並んでいた。壁かべという壁かべにはツタがはびこり、屋上や街かい道どうでは色とりどりの草花や、新緑の腕うでを広げる大樹が群生している。その合間を自由気ままに飛んでいるのは、見たこともない鳥や蝶ちよう。

　息を吸えば、濃のう密みつな土と緑の匂においが肺はい腑ふを満たす。

　辺りは静せい寂じやくとは程ほど遠とおく、生物の鳴き声や木々の葉は擦ずれの音が立体的に広がっていた。

　同じ棄すてられた都市でもここまで違ちがうものかと、秋あき人とは驚きよう嘆たんする。

　地上の血と砂に塗まみれた戦場とはあまりにも別世界。

　ここには命あるものの息いき遣づかいに満ち満ちていた。

　間ま違ちがいない。

　こここそが、ジオシティ・イオタ。

　人類が最も栄えていた時代に作り上げた、九番目の虚きよ栄えいの楽園。

　秋あき人とがその光景に呆あつ気けに取られていると、すぐ近くに西さい牙が研究所の一部らしい等身大の瓦が礫れきが落下してきて、強きよう烈れつな振しん動どうとともに砂すな煙けむりを巻き立てた。

「ぐ……っ、ゲホッ、ゲホ──ッ」

　口元を押さえ、激しくせき込む。

　──早くここから離はなれないと。

　ここに留まっていては危険だ。アルカディアに繫つながっていない現状のまま死んでしまったら、今ある一いち之の瀬せ秋あき人とという存在はどこにも記録されることなく意味消失することになる。

　残されるのは、永遠に再生されることのない過去の記憶変数体マインドステートのみ。

　それは、アルカディアがあって当たり前のこの世界で、唯ゆい一いつ残された〝死〟なのかもしれない。

　身体を起こして現状を確かく認にんする。

　視界に浮うかぶ兵装管理ウィンドウでは、あらゆる項こう目もくが使用不可を意味するアイコンを表示していた。状じよう況きようが絶望的すぎて、秋あき人とはシステム側の誤ご認にん識しきであってくれと縋すがるような気持ちで目視確かく認にんする。

「う……っわ。……マジか」

　現実は過か酷こくだった。ジェットキットは大破して使用不可。対戦車ブレードも外部からの衝しよう撃げき故ゆえかメンテナンス状態に入っている。タクティカルスーツもところどころに穴が開き、人工筋繊維バイオメタルフアイバーの自己修復がまったく間に合っていない。ハンドガンはあるが、主兵装たるアサルトライフル〈ＭＡＲ−16〉は行ゆく方え不明だ。

　──と、瓦が礫れきの中に見慣れたストックが墓標のように立っているのを見つける。

「……よかった」

　秋あき人とは安あん堵どの吐と息いきを零こぼすと、痛む身体に鞭むち打うって、立ち上がった──その時だった。

　正面でもまた、別の人間が砂を身体の表面から流しながら起き上がったのは。

　視線がぶつかる。

「────」

「────」

　一いつ瞬しゆんの硬こう直ちよく。

　そこにいたのは、前まえ髪がみを灰色に乱した蒼あおの目の少女──《致死の蒼リーサルブルー》。

　気が狂くるうほどに美しいその少女は、ぐっと身を屈かがめる。

　それを認にん識しきした時すでに、少女の右の拳こぶしが目の前に迫せまっていた。

「あぶ……っ！」

　秋あき人とは左ひだり肘ひじで受け流し、続けて迫せまりくる蹴けりを膝ひざで受けた。

　秋あき人とのスーツの出力が落ちている。身体の反応が鈍にぶい。装そう甲こう機能も不十分で、明確な衝しよう撃げきが痛みとなって身体に伝わる。

　しかし、それは《致死の蒼リーサルブルー》も同じだった。

　普ふ段だんに比べて動きのキレが悪い。見れば、秋あき人とと同様に腰こしのジェットキットが破損しており、スーツのあちらこちらが破けて素す肌はだが覗のぞいている状態だった。

　二に撃げき目め、三さん撃げき目めと続く少女の打だ撃げきを受け流すと、今度は秋あき人とが攻こう撃げきに転じる。

「……ッ！」

　秋あき人との拳こぶしもまたブロックされた。しかし、《致死の蒼リーサルブルー》の表情が苦く悶もんに歪ゆがむ。

　少女がハンドガンを抜ぬいた。秋あき人とはそれを手刀で打ち落とす。

《致死の蒼リーサルブルー》は眼光を鋭するどくして叫さけんだ。

「セキュリティ、ドングル！　取ったでしょ！　おとなしく渡わたして！」

「そう言う、あんたこそ！　ドライブ本体をっ、渡わたしてもらおうか！」

　再び秋あき人とが攻こう勢せいに回り、少女のポーチへと手を何度も伸のばす。しかし、その度に叩たたき落おとされて、強したたかにボディをもらう。

「どうしてあなたは、いつもいつもわたしの邪じや魔まをするの!?　嶺れい京きようの中でも戦域は一つじゃないんだからどこか行ってよ！　ストーカーなら間に合ってるんだけど!?」

「それはこっちのセリフだ！　毎度毎度あんたが部隊を全ぜん滅めつさせてくれるお陰かげで、こっちは戦績が火の車なんだよ！　仲間の鬱うつ憤ぷん晴ばらしで毎日罰ばつゲームに追われる俺の身にもなってみろ！」

「それはご愁しゆう傷しよう様さま！　わたしにとってはあなたが罰ばつゲームみたいなものよ！」

「相変わらず口の減らない奴やつだ！」

《致死の蒼リーサルブルー》の繰くり出だしてきた右足を両手で押さえ込むと、秋あき人とは思い切り投げ飛ばした。

　くるりと一回転して着地した少女は、目線を近くの足元に落とす。

「──？」

　目線を追うと、その先にはスーツから切断された彼女のライトマシンガンが転がっていた。

　秋あき人ともまた背後の瓦が礫れきに突つき立たつ自分のライフルを一いち瞥べつする。

　両者ともに、今の位置から数メートルの位置にそれぞれの得物がある。

　秋あき人とと少女の目が再び合う。

　二人がそれぞれの得物目め掛がけて飛び出したのは同時だった。

　ライフルを引き寄せ、身体を反転させる。

　世界の竜りゆ頭うずが引き出される。

　舞まい散ちる塵ちりも、視界に描えがき出だされていく仮想の弾だん道どうも、全てが遅ち延えんして見えた。

　ホロサイトが視界に入り、赤のレティクルが枠わくの外から滑すべり込こんでくる。その先に、膝ひざ立だちになってライトマシンガンを構える少女の姿を捉とらえた。

　照準器越しに二人の視線が交こう錯さくする。

　そしてトリガーに掛かけた互たがいの人差し指に加重されようとした──その時だった。

　二人のすぐ横の瓦が礫れきの山が、噴ふん火かしたかのように盛り上がったのは。

「な──っ！」

　秋あき人とが声を上げ、《致死の蒼リーサルブルー》は体勢を崩くずす。

　粉ふん塵じんを滝たきのようにこぼしながら、瓦が礫れきの下から現れたのは一体の〝巨きよ人じん〟だった。

　否、それは人ではない。それどころか生命体ですらない。

　一体化した胴どう体たいと頭部に、そこかしこで青白く光るのは可視光線からマイクロ波までを捉とらえるセンサー群。関節からは人間の胴どう体たいほどのシリンダーが覗のぞき、大地を踏ふみしめる二に脚きやくは、その大重量を支えるだけでなく、どんな対戦車地じ雷らいもものともしない複数の金属装そう甲こうに包まれている。

　流りゆう麗れいさの欠かけ片らもなく、あるのはただ弾だん丸がんと砲ほう撃げきの雨の中でも前進し続けるために追つい求きゆうされた十メートル強の剛ごう健けんな巨きよ軀く──。

　二足歩行戦車──〈戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔ〉。

　その一機が、秋あき人とらを睥へい睨げいしていた。

　死が秋あき人との心臓を鷲わし摑つかみにする。恐きよ怖うふが全身に伝でん播ぱし、痛みに震ふるえる。身体の動かし方を忘れる。

「どうして旧式の戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔがこんなところに──」

　呆ぼう然ぜんと見上げた少女が呟つぶやく。

　すると、戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔが両りよう腕うでで抱かかえる巨きよ砲ほうが動いた。

　警報が鳴ると同時に視界が赤く染まり、回避ドツジルートが合成表示される。

「──まず」

　秋あき人とはシステムが提示してきた回避ドツジルートに従い、瓦が礫れきの山を駆かけ下おりた。

　直後、戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの持つ三五ミリデュアルキャノンが相そう互ごに銃じゆう身しんを後退させて四〇〇グラムを超こえる巨きよ大だいな弾だん頭とうを吐はき出だす。

　すぐ背後で穿うがたれたコンクリートの塊かたまりが宙を舞まい、研究所の残ざん骸がいが粉々に砕くだけた。

　視線を前に戻すと、西さい牙が研究所にあったサーバーの残ざん骸がいらしき鉄の塊かたまりが目に入る。

　二メートル四方もないそのガラクタの陰かげに、秋あき人とはヘッドスライディングをかまして逃にげ込こんだ。

　タッチの差で足の先を三五ミリ弾だんが掠かすめていく。

　同時、反対側から同じ場所に駆かけ込こんでくる影かげがあった。

「なんでここにあなたがいるのよ！」

　斉せい射しやを躱かわしてスライディングしながらサーバーの陰かげに飛び込んできたのは、あろうことか《致死の蒼リーサルブルー》だった。

《致死の蒼リーサルブルー》はライフルのバレルが長すぎると判断したのか、そのまま殴なぐりかかってくる。

「ちょっ、馬鹿っ、見つかるだろ──！」

　秋あき人とはゼロ距きよ離りから飛んでくる拳こぶしを摑つかみ、少女の動きを止めた。

　すると、付近一帯に青白いレーザーが走る。それは、戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔのセンサー。

　遅おくれてズシン、と足音が鳴る。音の位置からして、彼ひ我がの距きよ離りは三十メートルもない。

「────」

「────」

　二人して口を塞ふさぐと、全身を硬こう直ちよくさせた。この至近距きよ離りで見つかったら最後、三秒と経たたずに二つの血ち飛沫しぶきが散ることになる。幸い、可視光線のみの走査で熱源探知は行っていないらしい。しかし、身動き一つとれば探知されるのは必至だ。

　互たがいに摑つかみ合あったまま、白銀の少女は極力声量を落として言う。

「あれ、エルマーの機体でしょ、どうしてあなたが逃にげるのよ……っ」

　秋あき人とは《致死の蒼リーサルブルー》の言葉に耳を疑う。

　アレは秋あき人とに向けて砲ほう撃げきを行った。その事実から、ロッツの機体であると断定していたのだ。

「はあ……!?　あれはあんたらロッツの置おき土産みやげだろう……!?」

「……連れん邦ぽうの機体はあんなにブサイクじゃないわ、もっと流線的でカワイイもの」

「カワイイ……？」

　この女、まさかドローンのみならず無人兵器であれば何でも愛あい玩がん対象なのだろうか。

　どういうわけかは知らないが、あの戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔはどうやらエルメア合衆国のものでもなければローレリア連れん邦ぽうの機体でもないらしい。

「あーもう、埒らちが明かない……！　〈イヴ〉、わたしが押おさえつけてるからこの男を殺して！」

「な、に……!?　仲間がいたのか!?」

　秋あき人とは焦あせって視線を巡めぐらせた。しかし、いつまで経たっても増ぞう援えんがやってくる気配はない。

　当の本人も想定外だったのか、呆ぼう然ぜんとして立ち上がった。

「……うそ。〈イヴ〉、どこ、返事して……っ。〈イヴ〉！」

「ばっか、何叫さけんでるんだ……！」

　秋あき人とは慌あわてて《致死の蒼リーサルブルー》の口を塞ふさぐと、そのままサーバーの陰かげへと引ひき戻もどす。恐おそる恐おそる戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの様子を伺うかがうが、何とか探知されるには至らなかったらしい。

　一方で白銀の少女はと言うと、普ふ段だんの冷れい徹てつな雰ふん囲い気きからは一変して、まるで大事な人形をなくしてしまった女の子のようにオロオロしていた。

「だって……だって〈イヴ〉がいない、〈イヴ〉がいないのよ……！」

「…………」

　イヴというのはパートナーか何かだろうか。

　なぜか憮ぶ然ぜんとした秋あき人とは、はあっと息を吐く。それから、一人パニックに陥おちいっている少女のポーチにそろそろと手を伸のばした。

　しかし、腐くさっても《致死の蒼リーサルブルー》。秋あき人との企たくらみは一いつ瞬しゆんで感知され、再び取っ組み合いになる。

「油断も隙すきもない……！　あなたも兵士なら正々堂々殺しに来なさいよ！」

「勘かんの鋭するどい奴やつだ……！　大人しくドライブを置いていけ！　そうしたら見み逃のがしてやるから！」

「それはこっちのセリフよ！　──あなたの場合、見み逃のがしてもあげない。ドングルを渡わたして、大人しく死んで！」

　ギリギリと互たがいのスーツが軋きしむ。

　そうして相手を押し出そうと手を摑つかみ合あっていると──

　そこに、ザアァ、と鳴る音があった。

　全方位から細かな駆く動どう音おんが幾いく十じゆう、幾いく百ひやくにも重なって聞こえてくる。

　秋あき人とと少女はゆっくり顔を上げた。

　地上でも見た四足歩行式の陸戦ドローン。

　それが、二人を中心にぐるりと囲う形で包ほう囲い網もうを敷しいていた。どうやらこの陸戦ドローンも大戦初期にこの地下都市に忘れ去られた兵器らしい。

　そして二人のすぐ背後からゆっくりと近づいてくるのは、先ほどの戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔ。

　秋あき人とは自ド律ロ兵ー器ンの包ほう囲い網もうに視線を向けたまま言った。

「《致死の蒼リーサルブルー》、提案がある」

「うるさい。絶対に聞かない。あと二度とその名前で呼ばないで。恥はずかしいから」

「ＴタクＡテイＣカルネームが黒歴史なのはお互たがい様さまだ」

　ドローンの包ほう囲い網もうが一歩一歩狭せばまってくる。

　彼ひ我がの距きよ離りは既すでに百メートルを切っている。

　無人兵器の編隊によくある戦術だ。

　量産機の場合、搭とう載さいしている機き銃じゆうの精度が悪いため、遠えん距きよ離りの包囲ほうい網もうで斉せい射しやすると同どう士し撃うちになりひどい場合だと半分が大破する。そのため、ギリギリまで距きよ離りを詰つめて至近距きよ離りから確実に対象を殲せん滅めつするのだ。

　恐おそらく、五〇メートルを切った辺りから一いつ斉せいに飛とび掛かかってくる。

「手を組もう。このままじゃ、二人ともミンチになってさようならだ」

「絶対にイヤ」

「二人ならあの包ほう囲い網もうに向かって交こう互ごに弾たまをばら撒まいていけば突とつ破ぱ口こうを作れる」

「黙だまって」

　秋あき人とは首を回して、秋あき人とに馬乗りになる《致死の蒼リーサルブルー》を見上げた。

　そうして手に持ってちらつかせるのは小さな筐きよう体たい。

　セキュリティドングルである。

「……これが欲しいんだろ？　それに、あんただってこんなところで死んだら二度と複体再生リスポーンできないんじゃないのか」

「────」

　振ふり返かえった彼女が、その端たん正せいな顔でギンッと睨にらみつけてくる。

「一時的とは言え、エルメア軍と──しかも《血も無き兵ブラツドノート》と手を組んだなんて仲間に知られたら一生の恥はじよ」

「地上に戻もどってアルカディアに再接続するまででいい。ここはオフライン領域だ。俺とあんたが手を組んだことなんて誰だれにも分かりはしないさ」

　ドローンとの距きよ離り、残り七十メートル。

「どうする」

　先頭の一機が誤差修正のために一発放つ。その弾だん頭とうは少女の顔のすぐ横を掠かすめた。

「～～～～～～っ」

　少女はぎゅっと目を瞑つぶると、唇くちびるを引き結んで悩なやみに悩なやむ。

　一分にも十分にも感じる、実際には一秒にも満たなかったその静せい寂じやくののち、少女は思い切り息を吐いた。

「分かったわよ！　地上まで手を組んであげる」

　秋あき人とは目を見開く。

　その時ついに、ドローンとの距きよ離りが五十メートルを切る。

　直後、一いつ斉せいに包囲ほうい網もうが動き出した。無数の陸戦ドローンが飛び出してくる。

「──でも地上に出た瞬しゆん間かん殺すから」

　そのどこまでも彼女らしい答えに秋あき人とは思わず笑えみをこぼした。

「やれるもんならいくらでも」

《致死の蒼リーサルブルー》の眉み間けんに皺しわが寄る。

　そこへ、背後に迫せまり来くる機き影えいがあった。

「────」

「────」

　睨にらみ合あいののち、二人は同時に得物を構える。銃じゆう口こうの向かう先は二人のすぐ横の空間。

　直後、発はつ砲ぽう。

　黒こく煙えんとともに風穴を開けた陸戦ドローンの亡なき骸がらが、二人の足元を転がっていく。

　それを合図に、一いつ斉せいにドローンが飛とび掛かかってきた。

　秋あき人とと少女は二人肩かたを並べて、正面から押し寄せる敵てき影えいを撃うち落おとしていく。

「北に行くぞ。入り組んでいるからまだ逃にげ切きる望みがある」

「わたしに指図しないで」

「……相変わらず可か愛わいげのない奴やつ」

「……やっぱり協定破は棄きしようかな」

「最初に会った時から思っていたけど、あんためちゃくちゃ可か愛わいいよな、《致死の蒼リーサルブルー》！」

　隣から物もの凄すごい形相で睨にらまれる。しかし、微び妙みように口元が緩ゆるみかけているのを見て、秋あき人とは笑い出しそうになるのを必死に堪こらえた。

　秋あき人とが視線を正面に戻もどすと、背後で少女が短く声を発した。

「──あなた、名前は」

　秋あき人とは波となって迫るドローンの群れを眺ながめながら眉まゆを持ち上げる。

「一いち之の瀬せ秋あき人と。周りからはアキとか秋あき人ととか呼ばれてる。……そう言うあんたは？」

　広がる一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　そのまま無視されるかと諦あきらめかけたその時、少女は口を開いた。

「……リア」

「え？」

「──フィリア・ロードレイン。それがわたしの名前」

　お互たがい何度も殺し合ってきた。

　何度も傷つけ合ってきた。

　それでも秋あき人とはその名を聞いた時、口角が上がった。

　そんな自分に、不思議と戸と惑まどいはない。

　──なぜなら、素す直なおに思ってしまったのだ。

「いい、名前だな」

　フィリア・ロードレイン。

　きっとこの先、何百何千回と複体再生リスポーンしようとも、その名を忘れることはないだろう。

　秋あき人とはその白銀の少女──フィリアと並んで、大きく一歩を踏ふみ出だした。
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「ジオシティ・イオタに落下した!?　そんな馬鹿な！」

　執しつ務む室しつに神かん崎ざきの叫さけび声ごえが響ひびいた。

　背筋をぴんと伸ばした助手のエルゼは、顔を歪ゆがめて報告を続ける。

「データドライブも併あわせて落下したようです。……西さい牙が研究所の八割が崩ほう落らくしました」

「ありえないありえないありえない──！　どうしてこのタイミングで、崩ほう落らくなんてするのかなあ!?」

「……それが、グレネードと自爆ドローンＳＵＡＶの応おう酬しゆうがあったようで」

「…………彼らはどこまで脳のう筋きんなんだ」

　神かん崎ざきは天てん井じようを仰あおぐと、それから虚うつろな目でエルゼを見た。

「君の仕事、分かってるよね？」

「────は、い。もちろん」

　エルゼはその神かん崎ざきの瞳ひとみに背筋を凍こおらせた。

　人を人として見ないような──ただの動く肉にく塊かいとしか見ていないような、そんな視線。

　エルゼはただ首を縦に振ふるしかなかった。

「……ジオシティ・イオタはオフライン領域といえど、一部有線回線が生きている箇か所しよがあります。そこから辿たどれば、精度は悪いですが、最低限、自ド律ロ兵ー器ンの操作も可能です」

「絶対に見失わないでね？　アレが無くなったら、君も処分されちゃうから」

　神かん崎ざきはそう言って屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべる。

　エルゼは身を震ふるわせて、執しつ務む室しつを後にした。







　白金色の毛先が秋あき人との鼻をくすぐった。

　秋あき人とは勢いよくくしゃみをしてから、ゆっくり瞼まぶたを持ち上げる。

　そうして目の焦しよう点てんが合って、ぎょっとした。

　目と鼻の先に、まるで一流のＣＧデザイナーが一生分の才能を込めて作り出したような美しさを持つ少女の顔があった。

　人形よりも人形らしいその少女は、廃はい墟きよと化したビルの床ゆかに横たわり、静かに肩かたを上下させている。朽くちた壁かべの隙すき間まから差し込む陽光に照らされる彼女は、まるで御お伽とぎ噺ばなしに出てくる眠ねむり姫ひめのようだった。

「────」

　秋あき人とは呼吸するのも忘れて、その姿にじっと見入る。

　穏おだやかなその寝ね顔がおは見慣れた人間のもののはずなのに、記き憶おくの中の誰だれとも結びつかない。

　少女の長い睫まつ毛げがふるふると震ふるえ、瞼まぶたを閉じたままうるさそうに表情を険しくする。

　その姿に、彼女がローレリア連れん邦ぽうの一いち番ばん槍やり──《致死の蒼リーサルブルー》改め、フィリア・ロードレインであると脳がようやく認にん識しきした。

　遅おくれて秋あき人とは身動きが取れないことに気が付く。

　それから視線を落として、目を点にした。

　フィリアの身体が、まるで秋あき人とに抱だき付つくような形で密着していたのだ。

　秋あき人とは全身を硬こう直ちよくさせ、理由もないのに息を詰つめた。

　おかしい。昨日は彼女とは真反対の位置で眠ねむりに入ったはずなのだが。

　首を回すと、ここはやはり昨日指定された秋あき人との寝ね床どこで間ま違ちがいない。

　そうなると、移動してきたのはフィリアということになるが──。

「……イ、ヴ」

　誰だれかの名を呟つぶやいたフィリアの小さな顔が、秋あき人との胸むな板いたにぐりぐりと擦こすり付つけられる。それだけで花のような甘い香りが鼻を掠かすめ、柔やわらかい感かん触しよくが半身を包み込んだ。

　一いつ瞬しゆんで秋あき人との心臓が跳はね上あがり、体温がカッと上がる。

　それから間もなくフィリアの瞼まぶたが持ち上がると、その隙すき間まから宝石のように奥深い輝かがやきを見せる蒼あおの瞳ひとみが覗のぞいた。

「……よ、よう。よく眠れたか？」

　何も言わないのもどうかと思い、一応秋あき人とは声をかける。

　フィリアは寝ねぼけているのか、ぼう、とした顔で秋あき人とを見上げ、それから視線を下げて自分が今どういう状じよう況きようにあるのかを確かく認にんする。

「───っ」

　そしてフィリアは鋭するどく息を吸った。

　同時、秋あき人との直感が死の接近を囁ささやく。

　フィリアが勢いよく起き上がり、腰こしからハンドガンを抜ぬく。その右手をほとんど反射神経頼だよりの動きで、秋あき人との左手が身体の外側に向けて押さえた。

　直後、マズルがうねり閃せん光こうとともに銃じゆう声せいが響ひびく。

「いぃ……っ！」

　喉のどの奥から変な声が漏もれた。

　九ミリの鉛なまり玉だまが跳はねて、彼方かなたのガラスを割る。

　彼女の手を押さえながら、場ば違ちがいにも、ずいぶん細い腕うでだと胸の内で思った。

　すると、フィリアは虚うつろな瞳ひとみでその長い脚あしを秋あき人とに向けて繰くり出だした。それを避よけたところに、続けて弾だん丸がんを撃うち込こまれる。秋あき人とは寝ね起おきの身体に鞭むち打うってこれも避よけると、必死に両手を振ふり回まわした。

「待て待て待て、落ち着け！　俺だ、一いち之の瀬せ秋あき人とだ！　俺たち、昨日休戦協定を結んだだろう！」

　真しん鍮ちゆう製せいの薬やつ莢きようがコンクリートを叩たたいて、カララと音を立てて転がった。

　辺りは静せい寂じやくに満ちており、二人の荒あらい呼吸が冷え切った空気の中でくっきりと浮うかび上あがる。砲ほう声せいと爆ばく風ふうにまみれていた地上の戦場とは真逆の状じよう況きようである。

　そんな中、興奮したフィリアが両手で構えたハンドガンを秋あき人とに向けたまま、肩かたで息をする。

　そして次し第だいにその瞳ひとみに輝かがやきが戻もどり、焦しよう点てんが秋あき人との顔に合い始めた。

　秋あき人とはぎこちなく笑いかける。

「お、おはよう」

「……、おは……よう？」

　フィリアは頭痛を抑おさえるかのように手のひらで自分の頭を包む。

「そうだ、わたし、昨日ジオシティに……」

　フィリアは手元のハンドガンを見て、それから視線を秋あき人とに向けた。

　そして見る見るうちに頰ほおを紅潮させ、キッと秋あき人とを睨にらみつける。

「……ど、ど、どうしてこんな至近距きよ離りで寝ねているのよっ！　寝ねる場所、分けたはずだけど！　まさかあなた、わたしに変なこと──」

「その質問は俺こそ問いたい」

　秋あき人とは彼女の持つハンドガンを見ながら、色々な意味で心臓をバクバクさせて両手を広げる。フィリアは一いつ瞬しゆん頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべ、辺りを見回した。

　そして彼女こそが、いつの間にか秋あき人との寝ね床どこに侵しん入にゆうしていたことに気が付いたらしく、耳から首まで更さらに赤くする。

　そんな少女の一面を見て、内心少し楽しんでいた秋あき人とは調子に乗って訊たずねた。

「イヴって、誰だれのことだ？」

「……別に誰だれでもいいでしょう」

「ずいぶん猫ねこなで声ごえを上げていたからてっきり恋こい人びとか何かと──」

　直後、発はつ砲ぽう。

　咄とつ嗟さに首を竦すくめて避よける。

　支し援えんＡＩによる警告音すら間に合わないほどの早はや業わざだ。

「あっぶねえ！　俺じゃなかったら死んでるぞ!?」

「知ってる」

「…………」

　なんて女だ。

　フィリアは普ふ段だんの戦場で見せる凜りんとした表情からは想像がつかないほど、顔を真っ赤に染めて恥はずかしさのためか目め尻じりに涙なみだの粒つぶを浮うかべていた。

「いい？　あなたは何も見なかった。わたしもただ普ふ通つうに寝ねていた。変な寝ね言ごとも言っていない。──わかった？」

　コクコクと頷うなずきながら秋あき人とは止まらない興味に思考を巡めぐらせる。

　あの戦場のバーサーカーが、こんな恥はじらう乙女な一面を持っているとは、人間見かけによらないものである。イヴというのはやはり男だろうか？　しかし、響ひびきは女性名のような気もする。案外、友達以上恋こい人びと未み満まんの同性のルームメイトという線もあり得るか──。

　そんなふうにじっとフィリアの顔を見ていると、彼女は観念したように嘆たん息そくして呟つぶやく。

「…………わたしの、ドローンの名前よ」

「え？　今なんて？」

　問い返すと、ジャキッと音を立てて銃じゆう口こうを突つき付つけられる。

　秋あき人とは光の速さで両手を上げた。

　フィリアの目は暗く据すわっている。

「次、聞き返したらおでこで息するハメになるから」

「ドローンに名前つけるなんて、意外と可か愛わいいところあるじゃないか」

　直後、般はん若にやの顔をしたフィリアに距きよ離りを詰つめられ、秋あき人とは頰ほおに銃じゆう口こうをぐりぐり押し付けられる。

「あなた……っ、やっぱりっ、聞こえてるんじゃない……っ」

「聞き返しては、ないから、ノーカンのはずだ！」

　じっとりとした目を向けたフィリアは呆あきれたように息を吐き、ハンドガンに安全装置セーフテイーをかけてホルスターに戻もどした。

「……悪夢を見ている気分。起きたら目の前にあなたがいるなんて」

　秋あき人とは短く肩かたを竦すくめた。

「殺したくてウズウズしてんのはお互たがい様さまだ。ほら、起きたんなら支し度たくするぞ」

「……だからわたしに指図しないで。本当だったら言葉も交かわしたくないんだから」

「その気持ちはよーく分かるよ。ただ、あんまりゆっくりしているとドローン群やつらに捕ほ捉そくされる。早いところ、準備を済ませよう」

「……あなたが余計なことを言うからでしょ」

　秋あき人とが壁に立てかけてあったライフル〈ＭＡＲ−16〉を拾い上げると、フィリアが疑わし気な表情を浮うかべる。

「殺したくてウズウズ、ねぇ……」

「なんだよ」

「……別に何も」

　そう言ってフィリアは踵きびすを返し、自分の得物を拾ってから、廃はい墟きよの外へと歩き始めた。







　昨日、秋あき人ととフィリアは残りの弾だん薬やくの半分を使い切って何とか陸戦ドローンの包ほう囲い網もうを抜ぬけ、複雑に入り組んだ地下都市を小一時間走り続けた。

　ジオシティに蔓延はびこっている陸戦ドローンは、大戦初期に作られた旧式故ゆえに地上のそれよりもＡＩが劣おとり追つい跡せき能力が低い。その代わりに大容量の燃料電池を積せき載さいしている。そのため、夥おびただしい量のドローンの捕ほ捉そくを振ふり解ほどくのにかなり骨が折れた。

　そうして二人はなんとか追つい尾びを躱かわして先ほどの廃はい墟きよに逃にげ込こみ、どっと疲つかれが押し寄せて泥どろのように眠ねむり込こんでしまったのだ。

　イレギュラーの連続で身体よりも先に精神的に負担がかかっていたのだと思う。

　特に、アルカディアに接続していないというその事実が、押しやったはずの頭の片かた隅すみから頻ひん繁ぱんに顔を出して心に重しを置いていく。それはフィリアも同じのようで、戦場で普ふ段だん見せている冷静沈ちん着ちやくな澄すました表情を保っているものの、時折その瞳ひとみが不安に揺ゆらぐのが傍はたから見ていて分かった。

　それでも、しかしと言うべきか流石さすがと評するべきか、ローレリア連れん邦ぽう軍ぐんのエリートたる彼女は、一いつ貫かんして凜りんと構えて、地上への脱だつ出しゆつ計画に全力で思考を巡めぐらせていた。

「だから何度も言っているじゃない！　ジオシティ・イオタの地形データすら二人とも持っていない上に、装備は限られているのよ!?　なるべく接敵を避さけるためにも、ここで一度通エ信ー素テ子ルを散布して情報を集めるべきよ！」

「ここはまだ開けてるんだし肉眼での索さく敵てきで充じゆう分ぶんだろ。むしろ、最後に通らなくちゃならない連れん絡らく塔とうまで温めておいたほうがいいと思う。交戦距きよ離りはここよりも何倍も近いし、通エ信ー素テ子ルが必要な場面がずっと多くなるはずだ」

　頭上一面の天てん穹きゆうパネルから暖かな光が降り注ぎ、人に忘れられた都市を穏おだやかに照らす。ひび割れた路面からは名も知れぬ花が覗のぞいており、その周囲を蝶ちようがちらちらと舞まっていた。

　絶えず砲ほう声せいの鳴なり響ひびく地上では、決して見られない景色である。

　そんな中で秋あき人ととフィリアは、蔓つるの巻きついた廃はい車しやを机代わりにして、装備の点検をしていた。

　錆さびの浮ういたボンネットには分解された銃じゆ器うきや、ピンの挿ささったグレネード、携けい行こう式しき対戦車ブレードに予備バッテリーに弾だん倉そう──と、実に様々なものが広げられている。

　秋あき人との向かい側で、追尾弾スマートブレツト用の通信モジュールを弄いじっていたフィリアはその手を止める。それから眉まゆを立てて車を回ると、秋あき人とへ詰つめ寄よってきた。

「別に全部使うとは言ってないじゃない。航空ドローンＵＡＶが無い今、物量戦を仕し掛かけられることが最もわたしたちが避さけなければならないことなのよ？　そのためには慎しん重ちような索さく敵てきが必要よ。……あなたっていつもそう。行き当たりばったりすぎる」

　秋あき人とは、中身を減らしたマガジンに別のものから抜ぬき取とった弾たまを込めるという作業をしていたのだが、その圧に押されて半歩下がる。

「あんたが慎しん重ちようすぎるんだよ。十割の情報を集めている暇ひまは戦場にはないんだ。七割で判断し続けるしかない」

「あなたのは七割どころか五割にも満たないじゃない！　そんなものは判断とは言わない、ただの賭かけよ！」

　秋あき人とはフィリアの声圧に顔を背そむける。

　今朝の騒そう動どうの後、二人は、近場のビルに登り地形の把は握あくを行った。今はその情報を元に、互たがいの装備を確かく認にんしながらジオシティからの脱だつ出しゆつ計画を練っていた。

　どの程度の距きよ離りがあって、何日の行程になりそうで、どのポイントで水と食料を確保する必要があるのか。そして何よりも、どのようにして地下世界を闊かつ歩ぽする自ド律ロ兵ー器ンの目をかいくぐるのか。

　そうした話を装備の点検をしながら延々としていたのだった。

　その中ではっきりとしたことは二つ。

　一つは、地上に辿たどり着つくには、連れん絡らく塔とうと呼ばれるジオシティの底面と天面とを繫つなぐ、ビルと呼ぶには巨きよ大だいすぎる構造体の内部を通るしか方法がないということ。

　連れん絡らく塔とうは底面と天面部分は商業施し設せつ、それ以外はオフィスエリアと富ふ裕ゆう層そう向けの居住エリアになっていた。

　塔とう自体はここから北に四十キロ進んだところに位置しており、この場所からでもその威影がうっすらと見えている。しかし、同じ四十キロでも地上と異なるのは、このジオシティがひどく入り組んだ場所であるということだった。

　地上のように整然とビル群が並んでいる部分はむしろ少なく、ほとんどの空間では細かい構造物が立体的に交差し、迷めい宮きゆうと化していた。ジェットキットもない今、踏とう破はするには相応の時間がかかることが予想された。

　もう一つは、秋あき人ともフィリアも、現在の装備が絶望的に乏とぼしいということだった。

　二人とも戦場の誰だれよりも長時間死ぬことなく戦うことになるため、いつも他の隊員よりも大量の武器弾だん薬やくを持ち込んでいる。今回の任務においても例外ではなく、半日戦い続けても余よ裕ゆうがあるほどの装備を持ってきていた。

　しかし、その大半を西さい牙が研究所からの滑かつ落らく時じに失ってしまった。

　二人とも腰こしのジェットキットは根元から抉えぐり取とられており、スーツも人工筋繊維バイオメタルフアイバーの自己修復が終わっておらずあちらこちらに破れや解ほつれが見られる。秋あき人とは対戦車ブレードの予備バッテリーのほとんどを喪そう失しつしており、フィリアは得意のドローン群スウオームを全て失っていた。

　秋あき人とは肺の中身を吐き出すと、両手を上げる。

「……分かった、分かったよ。あんたの言う通り、ここで通エ信ー素テ子ルを散布して様子を見よう」

「最初から素す直なおにそう言っていれば、無む駄だな会話もしなくて済んだのに」

　フィリアは多少不満そうではあるものの、当然とばかりに大きく頷うなずいた。

　戦場で相対してきた時から何となく感じていたことではあったが、この少女はどうにも一度こうと決めたことは揺ゆるがない性格らしい。芯しんが通っていると言えば聞こえはいいが、つまるところ頑がん固こなのである。

　それから秋あき人とはフィリアとこの先のプランを固めていった。

　どのくらいのペースで行軍し、どのタイミングで休息を取るのか。水と食料が確保できそうな地点の洗い出しや、睡すい眠みんをとる順番などなど──。

　予想では二週間弱で地上に戻もどれる計算となった。

「二週間も行動を共にしなければならないなんて、気が狂くるいそう」

「でもあんたとの戦場の付き合いも三年になる。……考えてみれば、嶺れい京きように来てから一番長く時間を過ごしているのってあんたかもな。ははっ、そこらのカップルよりずっと付き合いは長いな俺たち。そう考えたら二週間なんて短いもんだろ」

「…………最悪な気分よ」

　フィリアは分かりやすく厭いやそうな顔をする。

　それから、彼女は腰こしに手を当てると、そのまま言葉を続けた。

「……ねえ、いい加減あんたって呼ぶのやめて」

　ひどく面めん倒どうくさいことを言われ、秋あき人とは顔をしかめる。

「じゃあフィリア」

　直後、秋あき人との爪つま先さきにフィリアの足が突つき刺ささる。

「いってえ！」

「なんで呼び捨てなのよ！　ここがローレリアなら不敬罪だから」

　秋あき人とは飛び上がり悶もん絶ぜつする。生半可な衝しよう撃げきなら簡単に耐たえうるタクティカルスーツではあるが、彼女もまた身に纏まとっているのは身体強化を施ほどこした同様のスーツ。破れはしないものの衝しよう撃げきは簡単に秋あき人との中節骨へと伝わった。

「不敬って……じゃあ、何ならいいんだよ」

「ロードレイン中佐」

「長い、却きや下つか」

　再び襲おそい掛かかってくる長い右足と、それを避よける秋あき人との左足。

　何もない地面を踏ふみしめたフィリアは、キッと顔を上げた。

「なんで避よけるのよ！」

「なんで避よけないと思ったんだ!?」

　勢いのまま突つっ込こむと、フィリアは驚おどろいた顔で目を開く。

「……わたしの部下たちならみんな喜んで踏ふまれるけど」

　その衝しよう撃げき的てきな言葉に秋あき人とは首を横に振ふった。

「……………お前の仲間、頭大だい丈じよ夫うぶか？」

「……………やっぱりちょっと変よね」

　フィリアはふい、と視線を逸そらす。

　隊長ともなると日々色々なことで悩なやまされるのだが、そのことを共有できる相手はなかなかいない。基地の中に隊長の役回りを持つ人間がそもそも少ない上、そうした連中とは常に戦績を争う間あいだ柄がらのため気軽に話せる仲ではないのだ。

　どこか哀あい愁しゆう漂ただようそんなフィリアを見て、秋あき人とは不覚にもほんの少しだけ親近感を覚えた。

　秋あき人とは脳のう裏りに二つの顔を思い出す。ショットガンを愛するあまり中ちゆう遠えん距きよ離りの戦せん闘とうは全てグレネードで対処しようとする赤せき髪はつの変態野や郎ろうと、「九ミリがあれば何もいらない」などと宣のたまって二丁のサブマシンガンＳＭＧを振ふり回まわして戦場を駆かけ回まわる変人少女。

　ネジの外れた仲間を持つのは、自分だけではなかったのだ。

「──と、そうだ」

　そこで、不意に秋あき人とはフィリアとの会話ですっかり忘れていたことを思い出す。

　それから秋あき人とはボンネットの上に転がしてあった医療ポーチメデイキツトを手に取ると、中身を漁あさった。

「医そ療んキなッもトの持ち歩いていたの？　アルカディアがあるのに時代錯さく誤ごね」

「たかが出血一つで死しに戻もどるなんて、冷静に考えて馬鹿らしいと思わないか？」

「……別に。それが今の時代のスタンダードなんだし」

　それもそうか、と口の中で呟つぶやいた秋あき人とは、目当てのものを見つけて取り出す。

　それは二本の青い無針注射器ジエツトインジエクターだった。

　秋あき人とはそのうちの一本をフィリアに投なげ渡わたす。

　受け取った彼女は怪け訝げんな顔をした。

「……なに、これ」

「エルメア軍名物の栄えい養よう剤ざい。正式名めい称しようは、Restorative Tactical Jet-Injector #4。俺たちは促そく進しん剤ざいとか青注射とか、単にナンバー４とか適当に呼んでる」

　秋あき人とが軽い調子で言うと、フィリアはじろりと秋あき人とを見た。

「……毒じゃないでしょうね」

「毒みたいなもんだけど、これだけで一週間動けるようになる。なに、死にはしないさ。もともとは大おお怪け我がした時に身体の修復機能を促そく進しんさせるためのものだし。それに、俺が今フィリアを殺したところで、一人で地上に戻もどれるような状じよう況きようじゃないのは分かってるだろ」

「……どうりで。あれだけ何時間も戦っておきながら空腹になっていないのがおかしいと思ったのよね」

　秋あき人とは無針注射器ジエツトインジエクターの留め具を外し、その先せん端たんを変数体同期装置ＭＳシンカーよりも上の首筋にあてがった。そして親指で押し込む。

　急激に体内に様々な栄養素が注入されたことで身体が反応し、ぐらりと視界が歪ゆがんだ。

　しかしそれもすぐに収まり、足元の感覚が戻もどってくる。

「…………」

　フィリアはそんな秋あき人とと手元の注射器を不安げな表情で交こう互ごに見てから、恐おそる恐おそる自分の首に先せん端たんをくっつける。

　そしてぎゅっと目を瞑つぶって、勢いよく注入ボタンを押し込んだ。

「なに……これ……っ」

　一いつ瞬しゆんで顔がほてり、ふらつくフィリア。

「インスリンが急激に分ぶん泌ぴつされたんだ。大だい丈じよ夫うぶ、すぐに収まるから」

　慌あわててその肩かたを両手で支えると、秋あき人との顎あご下した辺りにあるフィリアが真っ赤になった顔で睨にらみ上あげてくる。これが恥はじらいの赤であるなら胸の一つもときめくのだが、薬の副作用によるものなので可か愛わいげもなかった。

「……あと三秒以上わたしの顔を見たら、その目を潰つぶすから」

「携行式戦術立体プリンターＡＴＡＰが無い今、大人しく従っておこう」

　秋あき人とは言葉の通りに視線を彼方かなたの街の連なりへと向ける。

　それからおよそ一分が経たつと、フィリアは秋あき人との腕うでを振ふり解ほどいて抜ぬけ出だした。

「……もし変な副作用が出たら、その瞬しゆん間かんあなたを撃うつわ」

「俺も同じもの、使ってるんだから少しは信用してくれよ」

　するとフィリアは氷柱つららのように冷たく尖とがった目を向けてくる。

「エルメア兵エルマーの言葉を信じろと言うほうがおかしいわ」

　秋あき人とはやれやれと肩かたを竦すくめた。

　地上まで手を組むことになったのは良かったものの、そう簡単に分かり合えるものではないらしい。

　実に前ぜん途と多難な旅路になりそうだった。
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　それから一週間、二人は連れん絡らく塔とうを目指してひたすら地下世界を歩き続けた。

　当面の目標は、連れん絡らく塔とうまでの中間地点に見える滝たきだった。天てん穹きゆうパネルの隙すき間まから流れ落ちてきているもので、その下には湖ないし河ができていることが予測された。そうした水の中には天然の魚類が生息しているということも、知っている。そこで食料を調達しようという算段である。

　自然が覇は権けんを握にぎったコンクリートジャングルを、登っては下り、右に曲がっては左に逸それるのを繰くり返かえして進んでいく。道中、何度も自ド律ロ兵ー器ンに襲われたが、無傷で対処できていた。

　幸い、自己修復が終わったタクティカルスーツのお陰かげで身体の疲ひ労ろうは最小限にとどまっている。スーツは身体の動作から生み出される電力を元に稼か働どうするため、普ふ段だんは特段必要性を感じなかったその機能も今ばかりは恩おん恵けいを感じずにはいられなかった。

　しかし、死ぬことに慣れすぎた秋あき人とたちにとって、その行軍は困難を極きわめた。

　医薬品も満足に持ち合わせていないため神経が普ふ段だんの何倍も張りつめている。それ故ゆえに精神的な疲ひ労ろうがかなり蓄ちく積せきしていた。その上、衣食住の全てが整っていないため、気がほぐれるタイミングもなく、二人とも目に見えて精気が衰おとろえていった。

　また、その間に、新たに色々なことが分かった。

　例えば、このフィリア・ロードレインという少女について。

　神様が一週間かけてキャラメイクしたようなこの美しい少女は、超ちようが付くほど真面目で、それでいて不器用な性格らしい。

　互たがいの心音すら聞こえてきそうなほど静かな夜中でも、フィリアは決してクリアリングを怠おこたらないし、秋あき人とが怠おこたるとその場で怒おこる。それでいて全てを自分一人でこなそうとして、時たまパニックに陥おちいることもあった。自分の脳の処理能力を超こえてしまうのだろう。深夜の暗がりで休きゆう眠みん中ちゆうの戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの集団に出会った時は、自や棄けになって一人で突とつ撃げきしようとしたほどだ。その時は秋あき人とが先導することで事なきを得たが、一人でなんでもできる能力を持っていることの代だい償しようなのかもしれない。

　都市についても更さらに詳くわしく分かった。

　これだけ風化しているにも関わらず電気が各所で生きている。

　インフラも一部稼か働どうしており、ある建物で蛇じや口ぐちを捻ひねったら水が出てきたこともあった。当然赤あか錆さびまみれの汚お水すいではあったが、極限まで自動化された都市というのは存外長生きするものなのかもしれない。ちなみに飲み水については、地下都市ならではと言うべきか、崩ほう落らくした天板の隙すき間まから漏もれ出でた地下水のせせらぎが至る所にあるため困ることはなかった。

　そうして歩あるき詰つめた結果、連れん絡らく塔とうの姿は落下直後よりはずいぶん大きくなった。しかし、依い然ぜんとして遥はるか彼方かなたに霞かすんで見えるというのが実態だ。

　一方で第一目標の滝たきについては、水が地面を穿うがつ轟ごう音おんがはっきり聞こえるところまで来ている。

　辺りは繁はん華か街がいとスラム街の中間のような場所で、複雑に路地が入り組んでいた。

　ここでも家主不在にも関わらず街の機能は生きているようで、安宿やカラオケといった店のネオンとホロの看板が入り乱れて、道の隅すみに堆たい積せきしたゴミや室外機の連なりを薄うすく照らしている。

　そんな中、秋あき人との腹が鳴った。もう何度目かも分からない空腹の報しらせである。

　無針注射器ジエツトインジエクターの効果が先ほど切れたのだ。

　ふと隣となりを見ると、フィリアがしきりに咳せき払ばらいをして、両手で腹部を押さえていた。最初は痛みを堪こらえているのかと思ったが、遅おくれてそれが腹の音を聞かれまいと覆おおい隠かくしているのだと気が付く。

「腹、減ったな」

「……わたしは全然だけど、そろそろ何か口にしたいところね」

　恥はずかしいのかフィリアは頰ほおを赤くして目を逸そらす。そんな彼女を見て秋あき人とは笑った。

「強がるなって。ここまで来たら運命共同体も同然なんだから、素す直なおに情報を共有するのが重要だぞ」

「……別に強がってなんかいないから。ちょっとだけ──ほんのちょっとだけ小腹が空いたくらいよ」

「りょーかい。超ちよう絶ぜつハラヘリってことだな」

「だから違ちがうって言ってるでしょう！」

　相変わらずのフィリアではあるが、心なしかその勢いも衰おとろえているように見える。

　これは早さつ急きゆうに食料を確保しないとまずそうだな、と心の中で思った。

　その時だった。

　正面に現れた階段の先に、禍まが々まがしい機械の塊かたまりが鎮ちん座ざしているのを見たのは。

「──フィリア、止まれっ」

「……っ!?」

　秋あき人とが叫さけび、建物の陰かげに身体を寄せる。

　流石さすが、《致死の蒼リーサルブルー》の名で恐おそれられているだけあって、フィリアもまた一いつ瞬しゆんで弛し緩かんしていた意識を切きり替かえ、秋あき人ととは反対側の建物をカバーにしてライトマシンガンの安全装置セーフテイーを外した。

「……何、あれ」

　フィリアが声を潜ひそめて呟つぶやいた。

　秋あき人とは壁かべから僅わずかに顔を出して、道の先を伺うかがう。

　そこにあったのは、直径四メートルにも及およぶ金属製の球体だった。

　表面はスリットや用よう途と不明の窪くぼみだらけで、傍はたから見れば屑くず鉄てつを捏こねて作った団子のようだ。至る所から覗のぞく青白い光はセンサーユニットだろう。

　たいてい、ああいった複合センサーには、光学のもの以外にも、熱源センサーから電磁波式のモーションセンサーまで備えているのが基本だ。

　視界の中でターゲットシーカーが球体に重なるが、そのすぐ横に「Unknown」の文字が表示された。戦略統合システムＵＴＡＳに接続していない今、脳に埋うめ込こまれた〈ニューラルゲート〉に蓄ちく積せきされたアーカイブ以上の情報は分からないのだ。

　秋あき人とは身体を建物の陰かげに戻もどすと、フィリアに視線を向けた。

「……十中八九、大戦初期に投入された自ド律ロ兵ー器ンで間ま違ちがいないだろう。ただ、あんな形状のもの、見たことがない」

「わたしもよ。……アレ、まだ動くと思う？」

　秋あき人とは短く頷うなずく。

「当然、そうよね」

　フィリアは頰ほおに汗あせの粒つぶとともに苦い笑えみを浮うかべると、行く手を阻はばむ球体型ドローンを見た。

「どうする。あれだけのセンサー群だ。迂う回かいするならかなり大回りしないと簡単に捕ほ捉そくされる」

「……ここから迂う回かいして予定のルートに戻もどるまで、プラス十八時間はかかるわ」

「ちなみに、俺は空腹が限界だ」

　フィリアは秋あき人との視線に気が付くと、目を逸そらして頰ほおを僅わずかに染めた。

「……わたしは、別に、なんともないけど、あなたがそう言うなら仕方ないわよね」

　秋あき人とがくすりと笑うと、フィリアがむっとした。

「決まりだな、アイツを突とつ破ぱしよう。──珍めずらしく意見が一いつ致ちしたな」

「一いつ致ちなんてしていないから。お腹なかが空いてどうしようもないあなたに合わせてあげただけよ。勘かん違ちがいしないで」

　素す直なおじゃないなあ、と思いながら、秋あき人ともまた〈ＭＡＲ−16〉の安全装置セーフテイーを外す。それからチャージングハンドルを僅わずかに引いて薬やく室しつ内ないに初しよ弾だんが装そう塡てんされているのを確かく認にんした。

「わたしの追尾弾スマートブレツトで仕留める。あなたはバックアップに回って」

「全部ひとりでやる気かよ。俺の対戦車ブレードで一気にカタをつけてもいいんだぞ？」

「アレ相手にオーバーキルよ。貴重な大規模火力なんだし無む駄だ撃うちはできない。いいから言う通りにして」

　はいはいと頷うなずくと、二人同時に通路に飛び出す。

　三歩地面を蹴けり上あげたところで、球体型ドローンのセンサーが蠢うごめいたかと思うと、鈍にぶい低音を響ひびかせて砂すな煙けむりとともに浮うき上あがった。

　フィリアが走りながらフルオートでライトマシンガンを連発する。

　弾だん丸がんは射出された先で、一発一発がセンサー目め掛がけて弾だん道どうを変えた。恐おそろしいことに、その全ての弾だん道どう計算をフィリアは自身の脳とそこに癒ゆ着ちやくした〈ニューラルゲート〉一つで行っているのだ。

　通常であれば、狙そ撃げき兵へいが全演算能力をつぎ込んで必殺の一いち撃げきへと変える代しろ物もの。それを、彼女は分速八百発のレートでばら撒まかれる弾だん丸がん全てに対して行っている。

　卓たく越えつした並へい列れつ演算能力の一言では片づけることのできない、化け物じみたスキルである。

　これが《致死の蒼リーサルブルー》と恐おそれられた所以ゆえん。

　戦場で彼女の蒼あおの瞳ひとみに捉とらえられたが最後、必殺の弾だん雨うが襲おそい掛かかってくる。

　──しかし、球体型ドローンの表面から無数の暗い穴が現れるなり、その弾だん丸がん全てを正確無比な射しや撃げきで撃うち落おとした。

　そして続けざまに秋あき人ととフィリアに向けて銃じゆう弾だんを浴びせてくる。

「……っ！」

　秋あき人とは制圧射しや撃げきをして、ドローンの演算ユニットに負ふ荷かを掛かけた。

　そして生まれた隙すきをついて二人は途と中ちゆうの路地に逃にげ込こむ。

　それと同時、それぞれの身を隠かくしたコンクリートの角を大だい口こう径けい弾だんが抉えぐり取とっていった。

「……っ、何あの射しや撃げき管制能力!!　骨こつ董とう品ひんのくせしてイージスシステムなんて積んでるの!?」

「大戦初期はドローンの開発戦争でもあったんだ。アイツも湯水のように金をつぎ込んで開発されたうちの一つなんだろうよ！」

「純じゆん粋すいな演算勝負で敵かなわないなら、手数で勝負するしかない……！」

　秋あき人とはマガジンを換かん装そうしながら言う。

「歩兵二人程度の火力じゃアレは突とつ破ぱできないぞ！　やっぱり俺の対戦車ブレードゼロクロで──」

「それは最後の手段！　まだまだ行けるから！」

　そして再び飛び出すフィリア。

「ほんっとに頑がん固こだなぁ……！」

　秋あき人とは歯は嚙がみしてその背中を追いかける。そして走りながら断続的に球体型ドローンを射しや撃げきした。

　フィリアの超ちよう人じん的てきな弾だん道どう補正により、ようやく一つのセンサーユニットの破は壊かいに成功する。

　そのタイミングで〈ＭＡＲ−16〉がボルトストップし秋あき人とは叫さけんだ。

「リロード！」

　そうして新しい弾だん倉そうに手を伸のばしたところでフィリアの声が被かぶさる。

「わたしもリロード！　バックアップなんだから合わせてよ！」

　秋あき人とは目を剝むいて、慌あわててハンドガンに持ち変えると、制圧射しや撃げきを継けい続ぞくした。

「こっちのセリフだ！　そっちは七十発マガジンだろ!?　撃うち切きるの早すぎるだろう！」

「いいからカバー！」

「もうやってるっての！」

　スライドが後退する度たび、小しよう口こう径けい弾だんでドローンの放つ致ち命めい弾だんの軌き道どうを迎げい撃げきし逸そらしていく。

　そうして幾いく度どかドローン本体も射しや撃げきするのだが、外部装そう甲こうを貫かん通つうする気配が微み塵じんもない。

「あの装そう甲こうのレベルってどのくらいか分かるか!?　異様に硬かたい気がする！」

「クラス５フアイブはある！　自律反応装そう甲こうじゃないけど、通つう常じよう弾だんだとまず抜ぬけない！」

「マジかよ……！」

　秋あき人との声に、フィリアは驚おどろきの声で振ふり返かえる。

「もしかして、持ってる弾だん薬やく、全部通つう常じよう弾だんなの!?」

「残念ながらイエスだ……！」

　フィリアは人外未知なる残念な子を見るような目をした。

「信じられない！　一番大事なのは弾だん薬やくだってエルマーは教わらないの!?」

　同じ口径の弾たまでも、弾だん種しゆにより弾だん速そくや貫かん通つう力りよくなどが全く違ちがう。しかし、総じて優ゆう秀しゆうな性能を持つ弾たまは、各部隊にそう多くは配備されないのだ。

　秋あき人とは特にこの半年間で戦死の回数が激減しており、質より量が必要となっていたため、特に貫かん通つう力りよくの高い弾たまの持ち合わせは最初からほとんどなかったわけである。

「いい弾たまは全部、西さい牙が研究所でフィリアたちと交戦した時に使い切ったんだよ！」

　ハンドガンの弾たまも撃うち尽つくしたところでフィリアのリロードが終わり、銃じゆう撃げきが再開する。

　秋あき人とはハンドガンとライフルの両方の弾だん倉そうの交こう換かんを終え、再び通路に出た。

　そこでフィリアが強ごう引いんに距きよ離りを詰つめ始はじめたのを目もく撃げきして、息を吞のんだ。

「……あの馬鹿っ！」

　秋あき人とは思わず飛び出した。

　自分の手持ちの兵装ではこの交戦距きよ離りではジリ貧ひんだと判断したのだろう。敵は球体だ。接近すればするほど、射線が通る機き関かん砲ほうの数は少なくなっていく。三発程度の致ち命めい弾だんを受けるだけで、確かに相あい撃うちには持っていける。

　しかし、それは地上でしか通用しない戦法。

　死を顧かえりみない、アルカディアによる再生を前提にした戦い方。

　何十、何百、何千と繰くり返かえしてきたからこそ、身体が既すでに覚えてしまっているのだ。脳が止まり、最適化された動作を身体がなぞるような──そんな感覚に操あやつられたのだろう。

　フィリアは僅わずかに遅おくれて、自分のしでかしたミスに気が付き、

「あ──」

　目を見開いた。

　その瞳ひとみから光が薄うすれる。それは生への執しゆう着ちやく。

　秋あき人とは肉にく離ばなれ覚かく悟ごでスーツ脚きやく部ぶのアシスト係数を最大にすると、一気にフィリアとの距きよ離りを詰つめた。

　そこに、球体型ドローンの放つ銃じゆう弾だんの雨が押し寄せた。

　フィリアでさえ撃うち落おとせる数ではない。当然秋あき人とでも全ての迎げい撃げきは不可能だ。

　秋あき人とはドローンの放つ凶きよう弾だんよりも数すう瞬しゆん先さきにフィリアの元へと辿たどり着つき、その身体を突つき飛とばした。

「───え」

　それから秋あき人とは強ごう引いんに身体を反らして弾だん雨うを潜くぐり抜ぬける。

　弾だん丸がんが秋あき人との頰ほおを掠かすめ、赤の線を引いた。

　それと同時に、スーツと〈ＭＡＲ−16〉とを結ぶコードを切断パージする。

　フィリアの瞳ひとみの焦しよう点てんが秋あき人とに合った。

　それから信じられないものを見たような顔をする。

「どうし──」

　──て。

　その言葉が終わる頃ころには、秋あき人とは既すでにライフルを棄すてていた。

　代わりに腰こしから抜ぬいたのは柄つか状じようの漆しつ黒こくの兵装。

　その武器の名は〈ＺＥＲＯ−96〉対戦車ブレード──通つう称しよう〈ゼロクロ〉。

　それは絶対的な火力を誇ほこりながらも、その規格外に大きな反動により嶺京において制御できるのは秋あき人と以外は誰だれもいない特とく殊しゆ兵装。

　地を這はうように大おお股またで一歩踏ふみ込こみながら、表面の三つのノブを回す。

　出力三、幅はば一、長さ三──。

　そしてスーツのアシストモードを〝ゼロクロ用反動制せい御ぎよ〟にすると、視界に幾いく枚まいもの仮想ウィンドウが展開し、反動制せい御ぎよの演算を開始する。

　そうして秋あき人とは、宙空から見下ろす眼前の球体ドローンを睨にらんだ。

「──悪いがそこを通してくれ」

　腰こしに構えたゼロクロの先せん端たんを向け、トリガーを絞しぼる。

　同時、閃せん光こうとともに現れた紅べに色いろの刀身が一直線にドローンの身を貫つらぬいていた。柄つか内部に収められていた形状記き憶おく合金が姿を刀状に変えたのだ。

「………っ！」

　反動が全身の筋肉を軋きしませ、下げた片足が打ち放しにされたコンクリートに亀き裂れつを入れて沈しずみ込こむ。

　秋あき人とは二にの腕うでの筋肉を膨ふくらませると、腰こしの捻ひねりでドローンを切きり抜ぬいた。

　目にも留まらぬ速さで高速振しん動どうする刀身がドローンを内側から喰くい破やぶり、耳みみ障ざわりな音を立てて一番硬かたい外がい殻かくを引ひき裂さいた。

　球体型ドローンは紫し電でんを伴ともなって放物線を描えがき、二人の背後に墜つい落らくして爆ばく散さんする。衝しよう撃げき波はが通路に並ぶ建物に辛かろうじて残っていたガラスを破は砕さいしていき、吹ふき飛とんだ残ざん骸がいがシャッターを突つき破やぶった。

　主電源装置を貫つらぬいたため、そこから体内にたっぷりため込んだ弾だん薬やくに火が回ったのだろう。

「は──」

　秋あき人とは息を吐いて身体の硬こう直ちよくを解き、ゼロクロの刀身を消した。

　柄つか状態になったゼロクロを腰こしのマウントに戻もどすと、背後で足音が鳴った。

　そこには顔を赤くしてひどく動どう揺ようしたフィリアが立っていた。

「よ、余計なこと、しないでよ……っ。わたしはまだやれたのに……っ」

　秋あき人とは眉まゆを立てて、逆にフィリアへと詰つめ寄よる。

「やれたわけないだろう！　良くて片かた腕うで壊え死し、最悪相あい撃うちで死んでたんだぞ！」

　秋あき人との声に驚おどろいたフィリアはそれから泣きそうな顔になって、まるで子供が駄だ々だをこねるように叫さけび返した。

「うるさい、うるさい……っ！　別に身体なんていくらでも代わりが効くからいいじゃない！　痛みだって我慢すればいいことだし……地上まで保てばそれでいいのよ！」

「いいわけあるか！　その痛みは本物だろう！　──もっと自分の命を大事にしろよ!!」

「────」

　蒼あお色いろの大おお粒つぶの瞳ひとみが見開かれる。

　瞳ひとみの中には秋あき人との顔が映っており、それがゆらゆらと揺ゆれて見えた。

　フィリアは息を詰つめ、ぎゅっと左手を自身の胸へと押し付ける。

　しばらく、二人の合間に沈ちん黙もくが下りた。

　ドローンから上がる炎ほのおが酸素を貪むさぼる音が鳴り、パチパチと紫し電でんが爆はぜる音が続く。

　──言い過ぎたか……？

　秋あき人とがもっと別の言い方があったのではないかとぐるぐる考えていると、顔を伏ふせたままフィリアが口を開いた。

「……さんざん殺してきた人間が、今いま更さら何言っているのよ」

　秋あき人とはギクリとする。

「……返す言葉もない。──でも、今だけはあんたも仲間なんだ。仲間が苦しむのは、見たくない」

　半分本当で、半分は噓うそ。どういうわけかあの冬以来、秋あき人とは仲間云うん々ぬん関係なしに、この少女の苦しむ顔は見たくないのだ。

「仲間って……何よ、それ。わたしは敵なのよ」

「地上に戻もどったらな。それまではあんたを守るし、庇かばいもするさ。──あんたに死なれると俺も困るんだよ。一人でこの都市は踏とう破はできないしさ」

　最後は声の調子を上げて、茶化すように言う。

　するとフィリアは前まえ髪がみで顔を隠かくしたまま静かに息を吐いた。

「……変な人。本当に、調子狂くるう」

　そうしてフィリアがゆっくり顔を上げると、しもやけしたように頰ほおを赤くしていた。

　それから目を逸そらして、掠かすれる声で言葉を紡つむごうとする。

「……さっきはその、あ、あり──」

「……？　どうした？」

　フィリアの様子がどうにもおかしいことに気が付き、秋あき人とは首を捻ひねる。

「や、やっぱり何でもない……！」

　しかし、何度か彼女は口をパクパクさせた後、キッと秋あき人とを睨にらんでいつもの表情になった。

「な、なんだよ！　何言いかけたんだよ！」

「なんでもないの！　……さっきはあなたがあり得ないタイミングでリロードするから、今後はバックアップとしてわたしにちゃんと合わせてって言おうとしたの！」

　それにしてはもっと短い言葉を口にしようとしていたように見えたが、それはあえて口にしない。

　ここでつつくと銃じゆう口こうを突つき付つけられるか足を踏ふまれるかするだろうことは学習済みだった。

「はいはい分かったよ。それなら合図を決めよう。弾たまを撃うち切きる前に、カバーして欲しいことを報しらせる合図をさ」

　フィリアはむーっと頰ほおを膨ふくらませていたが、やがて嘆たん息そくして口を開く。

「……交代して欲しいタイミングで『オルタネート』。カバーする側は『レディ』って返して、『ゴー』の合図で入いれ替かわる。連れん邦ぽうだと他のみんなはそうやって声をかけてた」

「オーケー、それでいこう。……フィリアもちゃんと言えよ？」

　フィリアはしぶしぶといった様子で首を縦に動かす。

「……善処はしてあげる」

　秋あき人とは息を吐いて、やれやれと笑った。

　それから秋あき人とは〈ＭＡＲ−16〉を拾いスーツから延ばしたコードを差し込み、フィリアの方を振ふり返かえる。

「さあ行こうぜ。滝たきまであと少しだ」

「……うん」

　フィリアはしばし立たち尽つくしていたが、珍めずらしく素す直なおに頷うなずいて、秋あき人との隣となりに並んだ。







　滝たきの落着点は、ターミナル駅の中だった。

　地下都市中を血管のように巡めぐる線路を束ねる巨きよ大だいな建造物で、地上から降り注いでくる滝たきはドーム状になった天てん井じよう部分を割って中に入りこんでいる。これまで見てきたどの建物よりも色鮮あざやかな草木に覆おおわれた駅は、その上部に見事な虹にじを架かけていた。

　周辺の街は半ば浸しん水すいしており、辺りには水上都市さながらの景色が広がっている。

　覗のぞき込こむと沈しずんだ商店街の連なりがくっきりと見え、深い所では魚ぎよ影えいが蠢うごめいていた。水は澄すんでいるので、飲み水として使えそうだ。

　そうして水に満ちた区画を二人並んで進むと、駅の隣となりに広がる湖を見つけた。

　背の低いビルの合間にあったその湖は元はロータリー広場か何かだったのだろう。

　水面からほど近い位置に洒落しやれた屋上カフェの名残なごりを見つけ、秋あき人ととフィリアはそこを拠きよ点てんとすることにした。木製の椅い子すやテーブルは朽くちて使えないのが残念だったが、建物上部に大樹が大きく葉を広げており、ちょうどいい日よけになっていた。

「やっ──と休める」

　ライトマシンガンを置いて、地面に身体を投げ出したフィリアは大きく伸のびをした。

　秋あき人とも同様にどかっと座り込み、長い息を吐いた。

「促進剤ナンバー４の効果も切れて流石さすがに眠ねむいな。……食欲と睡すい眠みん欲よくのダブルパンチでやる気が何も起きない」

「……でも、ほんとのほんとに動けなくなる前に、食料を調達しないと」

「……とか言って、フィリアこそ動く気力が無くなってないか？」

「んー？」

　首を捻ひねるとすぐ隣となりで、西日を全身に受けて気持ちよさそうに瞼まぶたを下ろすフィリアの姿があった。スーツ越ごしではあるが、しなやかな肢し体たいを惜おしげもなく晒さらして、猫ねこのように身体を伸のばしていく。

　その平和な表情は見ているこっちも眠ねむ気けを誘さそわれるような、実に穏おだやかなものだった。

　こんな顔もできるんだな──。

　寝ね顔がおとはまた別な、彼女の素の姿を見たような気がして、秋あき人とは静かに動どう揺ようする自分に気が付いた。

　動どう揺よう？　否、これはもっと別の感情だ。例えるなら、そう──険しい山頂に咲さいていると思っていた花が、実は庭先にあることを知ったような、そんな気持ち。

　しかし、それ以上の深追いは致ち命めい的てきな何かを及およぼすような気がして、思考を止めた。

　代わりに起き上がると、秋あき人とは眼前に広がる雄ゆう大だいな湖面を見み渡わたす。

「さて、考えますか。どうやって魚を釣つるのかを。──ほら、フィリアも起きた起きた」

　秋あき人との声にうるさそうに瞼まぶたをこすりながら、しぶしぶフィリアも上体を起こす。

　それから四よつん這ばいになって隅すみのパラペットまで進み、一メートルほど下で揺ゆれる水面を覗のぞき込こんだ。眠ねむたげな横顔も相まってどこか扇せん情じよう的てきなその姿に秋あき人とは不覚にもドキリとして、慌あわてて視線を逸そらす。

「……当然釣つり具ぐなんてないし、そもそも釣つりなんてしたことないし。……銃じゆうで撃うっちゃダメかな……？」

「仮に減げん衰すい込こみで弾だん道どうの計算ができたとして、弾だん速そくはかなり落ちるだろうから逃にげられるんじゃないのか？」

「そうよねー……」

「そう言えば、ダイナマイトで漁ができるって話を聞いたことがあるな」

　腰こしからフラググレネードを手に取って眺ながめていると、下から非難がましい目を向けられる。

「それって衝しよう撃げき波はで魚が気絶して大量に浮うき上あがってくるってやつでしょう。そんなことをしたら可か哀わいそうよ」

　秋あき人とは肩かたを竦すくめて、言ってみただけだと呟つぶやく。

　それにしても人間は良くても、機械やその他動物を壊こわすないしは無む為いに殺すことは嫌きらう性格らしい。元来、心優やさしい少女なのだろう。しかし、幼少期から刷り込まれる教育次し第だいでその辺りの価値観がいくらでも変容するということを秋あき人とは痛いほど理解していた。

　実際、秋あき人ともかつてはそうだったから、よく分かる。

「仕方ない、潜もぐって手て摑づかみするか。スーツのアシストがあれば何とかなるだろう。フィリアは周りを警けい戒かいしておいてくれ」

　秋あき人とは身に着けていたスーツ以外のあらゆる装備を外し、パラペットに登って軽くストレッチをした。

　するとフィリアがきょとんとした顔で見上げてくる。

「泳げるの？」

「泳いだことはないけど、泳ぎの技術データテツクセツトなら〈ニューラルゲート〉にインストール済みだ」

「変な人。普ふ段だん、戦せん闘とうで泳ぐことなんてありえないじゃない。なんで入れてるのよ」

「色々できるようになって人気者になりたい年とし頃ごろなんだ」

「……そう言えば、ウチの基地でも男の子たちが似たようなことをしてたわ。ギターとかドラムとか楽器をやる人も多いかな。最近はあれ、なんて言ったっけ。……『Deep Escaper』だっけ？　基地でよく流れてるけど、みんなそのバンドの曲ばっかコピーしてる」

　秋あき人とは聞きなれた単語を耳にして眉まゆを上げる。

「それ、合衆国ウチの基地でも流は行やってるバンドだ。国は違ちがっても、案外流は行やり廃すたりは似たり寄ったりなんだな」

「……ま、年ねん齢れい層そうは同じなんだし、そんなものじゃない？」

　そうだな、と呟つぶやくと秋あき人とは最後に首を回して湖面を見る。

「それじゃ、ちょっくら行ってくる」

　言って、大きく息を吸い、完かん璧ぺきなフォームで湖に飛び込んだ。

　冷たい感かん触しよくが全身を包み込み、音が低く遠のく。ぼやけた視界の中で指先から細かな気き泡ほうが立ち上って、その向こうで驚おどろいた魚たちが一いつ斉せいに散り散りになるのが見えた。

　そこは、これまで当たり前にできていた呼吸という行こう為いが全くもって許されない世界──その時に訪おとずれる得も言われぬ恐きよ怖うふは、ここジオシティ・イオタに滑かつ落らくし、アルカディアを使えなくなったときの感情にどこか似ているかもしれないと思った。

　秋あき人とは多少のぎこちなさはあるものの、ごくごく自然な動作で水中を舞まう。

　そのままスーツの力を借りて強ごう引いんに加速すると、全長三十センチほどの魚をなんとか一尾摑つかむことに成功する。しかし、めぼしい魚はそれっきり逃にげてしまい、二尾目の捕ほ獲かくとまではいかなかった。

　そこで呼吸が限界となった秋あき人とは急きゆう浮ふ上じようして、両手を掲かかげて水面から顔を出した。

「ぶはっ……！　フィリア、獲とれたぞ！」

　ライトマシンガンを構えて周辺に目を光らせていたフィリアが、驚おどろいた顔で見下ろしてくる。

「やるじゃない！　正直、グレネードを使うことになるかと思ってた」

「使いたくないって言ったのはフィリアじゃないか」

「……それはそうだけど」

　釣ちよ果うかを先に投なげ渡わたすと、受け取ったフィリアはわたわたと手の上で魚を踊おどらせた。

「ちょっと、なに、これ……！　すごく滑すべる……っ！」

「魚なんだからそりゃそうだろう」

「知らないわよそんなの！　生きてる魚なんて、見るのも初めてなんだから！」

　ビルの出っ張りに足を掛かけながらカフェのテラス部分へと戻もどると、地面でビチビチ跳はねる魚を、離はなれたところから引き気味に眺ながめているフィリアの姿があった。

「……大だい丈じよ夫うぶか？」

「……くさい。ぬめぬめする。お風ふ呂ろ入りたい」

「あったかい風ふ呂ろはないけど水みず風ぶ呂ろなら目の前にあるぞ。まあ、結構冷たいけど」

　フィリアはテラテラと光る手のひらと眼前の湖とを見比べると、最後に自分の身体を見下ろしてから秋あき人との顔を見た。

「な、なんだよ」

　それからフィリアはカフェの奥の方を指さす。

「……あっちで入ってくる」

「？　ここで入らないのか」

　フィリアの頰ほおにうっすらと朱しゆが差し、顔を背そむけた。

「……水浴びしたいの。……その、分かるでしょう？」

　秋あき人とは首を捻ひねり、遅おくれて彼女の言わんとすることに得心がいく。

　要するに、フィリアはスーツも脱ぬいでがっつりと汗あせ水みずを落としたいのだろう。確かに地上での戦せん闘とうから数えると、実に一週間以上風ふ呂ろに入っていない。

　促進剤ナンバー４の影えい響きようで普ふ段だんよりも老ろう廃はい物ぶつが出にくくなることもあり気にしていなかったが、確かにさっぱりしたい気分だった。実際、一度水に入った秋あき人とであったがタクティカルスーツが完全に浸しん水すいを遮しや断だんしていることもあり、身体が不快なことには変わりない。

「気を付けて行けよ。ここら辺にも自ド律ロ兵ー器ンがいないとも限らないんだから」

「……そんなに離はなれないから大だい丈じよ夫うぶ。すぐ戻もどってくる」

「ゆっくりでいーよ。……っておい、ハンドガンくらいは持って行けよ。俺も警けい戒かいはしとくけど、丸まる腰ごしはまずいだろ」

　そう言って丸まる腰ごしで行こうとするフィリアを、秋あき人とは慌あわてて呼び止める。

　それから秋あき人とは床ゆかに綺き麗れいに並べられた彼女の装備の中からハンドガンの収まったホルスターを拾い上げて、フィリアに投なげ渡わたす。

　フィリアは魚の粘ねん液えきまみれの手で受け取りたくなかったのか、腕うでを使ってそれをキャッチし、目を伏ふせて呟つぶやいた。

「……あり、がとう」

　急に礼を言われて、秋あき人とはすぐに言葉が出なかった。

　それからフィリアはいつもの表情で顔を上げ、ジロリと秋あき人とを睨にらむ。

「……覗のぞいたら、分かってるでしょうね」

「眉み間けんをそいつでぶち抜ぬく、だろ。分かってるよ。アルカディアが無い今、そんなリスクは犯おかさない」

「……アルカディアがあったら覗のぞくつもりだったの？」

　変なところで口が滑すべったと思った秋あき人とは、これ以上何かを喋しやべるのは不利益を被こうむると思い、静かに両手を上げた。

　それを見てフィリアは溜ため息いきをついて、今度こそカフェを挟はさんだ反対側の屋上に姿を消した。







　フィリアは視界に展開した兵装管理ウィンドウから、タクティカルスーツの固定を解除した。

　パシッと音を立てて背中に一本の亀き裂れつが入る。

　スーツに編み込まれていた人工筋繊維バイオメタルフアイバーが緩ゆるみ、肌はだへの感かん触しよくが柔やわらかいものへと変化した。

「……見てない、わよね」

　フィリアは振ふり返かえってカフェテリアの店内のほうを伺うかがう。

　中は雑然としており、幸い向こう側の景色は見えない。ここから秋あき人との姿も望めなかった。

　どうやらちゃんと約束は守ってくれるらしい。普ふ段だんは基本的にどこか飄ひよう々ひようとしている秋あき人とであるが、こういうところは案外紳しん士しのようだった。

「……ん、しょ」

　フィリアは気き恥はずかしさを覚えながらも、スーツから両りよう腕うでを抜ぬいて肩かたを晒さらし、次に片足ずつ引ひき抜ぬいた。

「…………」

　誰だれも見ていないと分かっているが、どうしても羞しゆ恥うち心しんが拭ぬぐえず脱ぬいだスーツで身体の前面を隠かくしてしまう。

　もう一度だけ背後を振ふり返かえってから、水みず際ぎわにスーツとその上に護身用に秋あき人とが持たせてくれたハンドガンを置く。

　そうしてフィリアはそうっと湖面の中を覗のぞき込こんだ。

「……結構、深いのね」

　陽が沈しずみかけていることもあり、底は全く見えなかった。その暗い湖の中を覗のぞき込こむだけで、胸の内にどうしようもない不安が広がっていく。

　秋あき人とにはああは言ったが、その実フィリアもまた泳げないのだ。それもそのはず。当然海やプールが近くにあるわけでもなく、泳ぐという動作が必要な場面がそもそもないのだ。

　秋あき人とから技術データテツクセツトを共有してもらえばよかったかもと一いつ瞬しゆん脳のう裏りをちらつくが、すぐに首を横に振ふってその考えを追い出す。忘れてはならないが、フィリアとあの少年は敵同士なのだ。そんなデータのやりとりなどできるはずもない。

　それでもここで引き返すという選せん択たく肢しはフィリアの頭の中にはなかった。

　なにせ、もう七日七晩と風ふ呂ろに入っていないのである。

　秋あき人とにもらった〈栄えい養よう剤ざい〉のお陰かげか、なぜかいつもより身体のベタつきのようなものはあまり感じなかったのだが、それでも気分としては良いものではない。

　フィリアは意を決して、塀へいにしっかり指をかけながらゆっくり入じゆ水すいした。

「…………っ！　つめ、ったい……！」

　身体の芯しんから震ふるえる。筋肉がびっくりしているのだ。

　秋あき人とはスーツごと入ったのでそこまでの冷たさを感じなかったのだろう。彼の反応がたいして大きくなかったため油断していた。

　しかし、しばらくそうして足を揺ゆらしながら水中に入っていると、身体が慣れてくる。

　それから足を伸ばして身体を横にすると、湖面にぷかりと浮ういた。

　不思議な体験だった。身体の半分が水に入り、もう半分を柔やわらかな風が撫なでていく。

　聞こえてくるのは波打ちの静かな調べのみ。

　試ためしに足を上下に動かして水面を蹴けってみる。パシャリパシャリと軽快な音が鳴って、なんだかそれが楽しかった。

　穏おだやかな時間がただただ過ぎていく。フィリアはほう、と息を吐いた。

　──わたし、普ふ通つうにあの《血も無き兵ブラツドノート》と話してる。

　それだけではない。怒おこり、戸と惑まどい、時折笑い──そして肩かたを並べ戦った。

　たった数日のことなのに、もう長い間こうしているかのような感覚さえあった。

　彼もただの一人の人間なのだと、強く実感させられる。

「……違ちがう」

　否定する。彼はただの一人の人間であるが、それと同時に異質の人間でもあった。

　だって、そうでなければ、地下に落ちたばかりのあの状じよう況きようでフィリアに共きよう闘とうを申し出ない。

　球体型ドローンを前にした時にフィリアを助けない。

　全ては自分が逃にげれば済むはずだったのに、彼はそうしなかった。

　フィリアはちゃぷん、と頭まで水の中に自分を沈しずめる。

　──不思議なひと。

　冷えた水が全身を包み込む。

　その冷たさが、身体の中心で脈打つ熱をくっきりと感じさせた。
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　やがて身体からだが勝手に震ふるえだして寒さを自覚する。フィリアは水を引き連れて屋上へ上がり、ハンドガンとともに置いてあったスーツを無言で見下ろした。我ながら呆あきれるが、身体からだをどうやって乾かわかすか考えていなかったのだ。身を縮めて悩なやんでいると、そこに一つの音が鳴る。

　音の方向は、カフェ側。まさか本当に秋あき人とが覗のぞきに来たのだろうか。

「覗のぞいたら撃うつって言ったよね……!?」

　左手で胸むな元もとを隠かくし、右手で拾ったハンドガンを構え──フィリアはソレを見た。







　仮想の空に、西日が落ちていく。

　本物の美しさには敵かなわないものの、夕ゆう陽ひというものは人間を郷きよう愁しゆうに浸ひたらせるようで、秋あき人とは橙だいだい色いろにキラキラと乱反射する湖面を静かに眺ながめていた。

　時折吹ふき付つけてくる風は緑の爽さわやかな香りを運び、滝たきの流れ落ちる重低音が届いてくる。

　そんな音の連なりの中に、駅とは違ちがう方角から聞こえてくる水音があった。

　パシャリパシャリと鳴る響ひびきは魚が水面を跳はねる音に似ているが、それにしては途と切ぎれることが全くない。音の波に感情が乗っているとすれば、それはまさしく心ここ地ちよいだとか気持ちがいいだとか、そういった類のものだった。

　それからしばらくして、水を引き連れて地上に上がる音が続く。

　背後に広がっている景色を想像しそうになり、秋あき人とはぶんぶんと頭を振ふった。

　それを目にしたが最後、額で息をすることになる。

　そうなれば、秋あき人とはデータドライブを持ち帰ることができない。

「…………」

　そこまで考えて、秋あき人とはふと足元に転がしてあった自分のポーチを見やる。それからそれを開けて、中からセキュリティ用のドングルを取り出した。

　白銀色のそれは、鉛なまりでコーティングされた対たい爆ばく仕様の剛ごう健けんな外部記き憶おく装置である。人差し指ほどもない小さなその箱の中に、フィリアの持つデータドライブを開かい錠じようするためのプログラムが収まっているはずだった。

　これが無ければ、秋あき人とら第一小ライガー隊たいの未来は十代にして絶望的なものになる。

　しかし、彼女もまたこれを必要としている。

　双方任務のためなのだ。その事実はどうしようもない。

　浮うき上あがるのは、また別の感情。今いま更さら、彼女を殺してデータドライブを奪うばえるのか──地上に帰き還かんした時に訪おとずれる、避さけられないその戦せん闘とうに秋あき人とは静かに恐きよ怖うふする。

　正確には、その時に恐おそらく四し肢しが動かなくなるであろう未来の自分の姿に恐きよ怖うふした。

　自分は隊長なのに。二十余名の未来を預かるリーダーなのに。

　秋あき人とは長く長く息を吐き出すと、ドングルをポーチに戻もどして視界の外へ追いやった。

　今は先のことは考えたくない気分だった。

　そうして先ほどまでとは打って変わってどんよりとした気分で湖面へと視線を戻もどした──その時だった。

　がしゃり、と背後で何かの接地音に続き、モーターが連続で回転する甲かん高だかい音が響ひびく。

　その特とく徴ちよう的てきな音の発生源は極きわめて限られている。モーター駆く動どう式しきの関節機構だ。

　ライフルを抱かかえたまま秋あき人とは勢いよく立ち上がり、振ふり返かえろうとして混乱した頭がフィリアの姿を思おもい描えがいて身体を硬こう直ちよくさせた。

「きゃああぁ──!!」

　しかし、そこにフィリアの悲鳴が響ひびいて、秋あき人とは弾はじかれたように駆かけ出だした。

　続いて鳴り渡る小しよう口こう径けい弾だんの発はつ砲ぽう音おん。

　家具や食器が埃ほこりとともに雑然と積み上げられた店内を突つき抜ぬけ、反対側の屋上へと飛び出る。

　果たしてそこには、水を滴したたらせた一糸纏まとわぬ少女の姿があった。

　彼女がハンドガンを構えて対たい峙じするのは四足式の陸戦ドローンＵＧＶ。

　ドローンの背中に乗った機き関かん銃じゆうがまっすぐにフィリアの頭部を捉とらえる。

「フィリア──！」

　秋あき人とは構えの動作の中で安全装置セーフテイーを外す。そしてホロサイトの真っ赤な光点にドローンを捉とらえると同時に、トリガーを引ひき絞しぼった。

　六・八ミリ特殊徹甲ＳＡＰ弾だんの生み出す暴力的なまでの反動を完かん璧ぺきに制せい御ぎよし、銃じゆう口こうの一いつ切さいを跳はね上あげさせることなく正確に陸戦ドローンＵＧＶのメインサプライユニットを穿うがつ。ライフルの腹から空から薬やつ莢きようが列をなして吐き出されて、テラスの床ゆかを叩たたいた。

　果たして、装そう甲こう板ばんに十六個の風穴を開けた機体は、黒こく煙えんを撒まいて横転した。

　そのまま停止したのを見て、無力化したと判断する。

　弾だん丸がんがあまりに拡散しなかったために弾だん薬やく庫こすら掠かすらなかったのか、爆ばく発はつすることもない。

　フィリアが崩した体勢を整える頃ころには、事態は決していた。

「大だい丈じよ夫うぶか!?」

　背後のフィリアに駆かけ寄よろうとして、しかし彼女の顔が堅かたく強こわ張ばる。

　その視線が向けられているのは秋あき人とではなく、その横の空間──。

「後ろ……っ！」

　フィリアは秋あき人とにもたれるようにして押してくると、そのすぐ隣となりの空間に今しがた倒たおしたと思っていた陸戦ドローンの頭部が現れる。

「な──っ」

　頭部に据すえられたのは二丁の機き関かん銃じゆう。

　その二本ある銃じゆう口こうの片側から鮮せん烈れつなマズルフラッシュが瞬またたき、散さん弾だんが飛び出した。放たれた無数の鉄球は、二人を追い越してその背後のテーブルを木こつ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛とばす。

　その中で、フィリアは大きく一歩踏ふみ込こんだ。

　プラチナブロンドの髪かみが宙を流れる。

　身体が沈しずみ、腰こしが回る。

　そしてその見事なプロポーションを誇ほこる左ひだり脚あしでフィリアは陸戦ドローンを蹴けり抜ぬいた。

　装そう甲こう板ばんを大きく凹へこませたドローンが、金属音を巻き立てて地面を転がる。

　フィリアが流れるような動作でハンドガンを構えた。

　彼女の濡ぬれそぼった前まえ髪がみが揺ゆれ、その隙すき間まから蒼あおの瞳ひとみが鋭するどく覗のぞいた。

　直後、ストロボのように瞬またたいたマズルフラッシュが、フィリアの肢し体たいを浮うき上あがらせる。

　一度二度三度四度──計十三発の弾だん丸がんが発せられ、それと同じ数の空から薬やつ莢きようが足元に転がった。

「は──、は──」

　鋭するどく呼吸を繰くり返かえすフィリアの両手の中で、ハンドガンのスライドが後退したままロックされ、マズルの先から硝しよう煙えんが立ち昇る。

　陸戦ドローンは今度こそ沈ちん黙もくし、一いつ塊かいの鉄てつ屑くずへと化した。

　幸い、フィリアを捕ほ捉そくしたドローンは一機だけだったらしい。周囲を索さく敵てきするが、追つい撃げきする機き影えいはなさそうだった。

　そうして改めてフィリアに怪け我がが無いか視線を戻もどして、呼吸するのを忘れた。

　芸術を知らない秋あき人とがその一いつ端たんに触ふれる感覚を得るような──そんな現げん実じつ離ばなれした美しさ。

　それが、秋あき人とのすぐ目の前で、一人の少女の裸ら体たいとして顕けん現げんしていた。

「あなたは、いつも、詰つめが甘いんだから……っ。助けてくれたのは、その、嬉うれしくないわけでもなかったけど──完全に破は壊かいしたか最後まで確かく認にんするのが基本じゃない。エルマーは軍で教えてもらわないの？　ねえ、聞いて、る──」

　フィリアの顔がこちらを向いたような気がする。

　しかし、そんな単純な事実を認にん識しきするほどの処理能力すら、この世の美を網もう膜まくに焼きつけるのに忙いそがしい秋あき人との脳には残されていなかった。

　すると、突とつ然ぜんバチンと視界が真っ黒に塗ぬりつぶされる。

「ん──？」

　視界の端はしにはエラー表示で真っ赤に染まった仮想ウィンドウが大量に展開されているが、ぼう、とした頭では何が起きたのか理解が追い付かず、反射的に瞼まぶたを擦こすった。

　半はん拍ぱく置いて、視界をクラッキングされたのだと気が付く。

　しかし全ては手て遅おくれ。後の祭りで後夜祭の真っ最中。

「この──」

　そこに、地面を踏ふみ込こむ音が鳴る。

　それは彼女が陸戦ドローンを強したたかに蹴けり抜ぬいた音と酷こく似じしていた。

　秋あき人とは悟さとる。自分が獅し子しの尻しつ尾ぽをずっと踏ふんでいたことに。

「──ヘンタイ!!」

　直後、秋あき人との身体が宙を舞まって空高く水みず飛沫しぶきを上げたのは言うまでもない。







「わ、悪かったって……」

　陽が落ち、仮かり初そめの夜空が頭上に広がる頃ころ。

　焚たき火びで串くし刺ざしにした魚を炙あぶりながら、顔半分を赤く腫はらした秋あき人とは、隣となりで頰ほおを膨ふくらませるフィリアに平謝りしていた。

　ちなみに、秋あき人とらアルカディアの傀かい儡らいたる兵士は、基本的に頭部を守るためのヘルメットを着けることがない。理由は単純。ヘルメットを着けたところで戦場を飛とび交かう弾だん丸がんのほとんどが大だい口こう径けい弾だんのため防げない上、複体再生リスポーン時に余計な印刷時間がかかるのだ。

　しかし、今この時ばかりは、ヘルメットがあったらよかったのにと無いものねだりをしてしまう秋あき人とだった。

「……ねえ、その、どこまで、み、み、見たの……？」

　フィリアは生なま乾がわきのスーツに身を包んだ自分の身体を抱だきながら、俯うつむきがちに訊たずねてくる。

「一いつ切さい合がつ財さい、見──ておりません」

　秋あき人とは至し極ごく冷静に答えた。

　あの絶景は絶景すぎるが故ゆえに口にはできない。その瞬しゆん間かんに一つの命が無残に散るのは目に見えているからである。この記き憶おくは墓まで持っていくのが正道──。

　しかし。

「噓うそ」

　真っ赤にした顔で睨にらまれ、一刀両断されてしまう。

「……なあ、これってどちらにせよ俺が生き残る道、残されてなくないか？」

「あなたが見みえ透すいた噓うそをつくから。……つくならもう少し、上手な噓うそをついて」

「そんな器用な真ま似ねができるように見えるか？」

　秋あき人とは不ふ貞て腐くされて溜ため息いきをついた。フィリアは思わずクスリと笑う。

「……あなたってモテないでしょう」

「分かりきった事実を言ってくれるな。──そう言うフィリアだって、その様子だと男が寄り付かないんじゃないのか」

　冷えた体を焚たき火びの炎ほのおに当てて暖を取りながら言葉を向けると、フィリアが回らない口で必死に反論する。

「う、うるさい。こう見えても、も、も、もてるんだから」

　フィリアの言葉に思い返すのは、眼が若じやつ干かん虚うつろで怖こわい彼女の部下たち。

「それ、向けられているのは恋こい心ごころじゃなくて信しん仰こう心しんの間ま違ちがいだろう」

「………………どちらも似たようなものでしょ」

「……ひどいセリフだ」

　秋あき人とは引き気味に首を横に振ふる。しかし、案外笑い飛ばせない回答かもしれないと思い、それ以上のコメントは控ひかえた。

「どちらにせよ、色いろ恋こい経験ゼロの身からしたら知らない世界の話だな」

「……違ちがいないわ」

　静せい寂じやくが辺りを覆おおった。

　くべた枝が弾はじけ、遠くからさざ波の音が聞こえてくる。

　巻き上がる灰の行ゆく方えを追って、視界にフィリアの横顔が映った。その顔はどこか寂さびし気げで、それでいて爛らん々らんと揺ゆれる炎ほのおに輝かがやいている。

　秋あき人とはその表情を吸い込まれるように見つめていた自分に気が付き、焚たき火びへと目を向ける。そこには半分に切って手て頃ごろな枝に刺さしただけの丸焼きの魚が二本、ちょうどいい具合に焦こげ目めをつけていた。

「そろそろいいんじゃないか」

　色だけは綺き麗れいに焼けており、枝の根本まで美お味いしそうな脂あぶらが滴したたり落おちている。

　それをフィリアに手て渡わたすと、空箱を初めて見る猫ねこのような好こう奇き心しんに満ちた目をして色々な角度から眺ながめた。

「……これが、本物の魚」

「俺も培ばい養ようされた魚肉はよく食べるけど、本物は初めてだなあ」

　二人並んで皮を適当に剝はいでみると、下から真っ白な身が現れて湯気を立てる。

　思わず喉のどを鳴らした秋あき人とは「いただきます」と言うなり、そのまま串くしにかぶりついた。それを見ていたフィリアも秋あき人とに続き齧かじりつく。

　それから無言で咀そ嚼しやくする二人。

　喉のどを上下させると、ポツリと一言フィリアが呟つぶやく。

「……生なま臭ぐさい」

　秋あき人とも嚥えん下げすると頷うなずいて同意した。

「調味料もゼロでとりあえず焼いただけだからなー……。何か下処理とかすればまだマシだったのかもしれない」

「今まで絶対に必要ないとか思っていたサバイバル系の技術データテツクセツトだけど、インストールしておかなかった自分が恨うらめしい」

「アルカディアがあればまずいらないもんな……」

　しかし空腹が止まらないのも事実で、二人は余すところなく焼き魚を平らげた。湯気の立ち上る白身はほくほくしていて、唇くちびるが滑すべるほど甘あまい脂あぶらがよく乗っていた。

　臭においがきついだの、肉が食べたいだのと言いたい放題だった秋あき人ととフィリアだったが、何だかんだ手が止まらずに気が付いたら食べつくしていた。

　その実、塩も胡こ椒しようも何もない、ただ焼いただけであったが、天然の魚の味は、これまで培ばい養ようされた偽にせ物ものしか食べてこなかった二人にとって新しん鮮せんな体験だった。

「……ご馳ち走そう様さまでした」

　秋あき人とは手を合わせ呟つぶやく。

　それを隣となりで見ていたフィリアは、不思議そうな顔をした。

「さっきも食べるとき何か言っていたけど、それは何？　お祈いのり？」

　秋あき人とはフィリアの顔を見て一いつ瞬しゆん首を捻ひねったが、すぐにああ、と言った。

「祈いのりと言うか、お礼かな。俺たちの命を繫つなぐために、その命を頂いた生き物だったり作ってくれた人だったりに感謝の言葉を言うんだよ。エルメアの中でも、この慣習は〝和わ州しゆう〟っていう地域ならではのものだって小さい頃ころに母代わりの姉みたいな人から聞いたな」

　話しながら、秋あき人とはふと思った。

　そうした命を重んじた儀ぎ礼れいをしていた傍かたわらで、自分がこれまでに繰くり返かえしてきた行こう為いの数々を。ただ数字のために人の命を奪うばい、殺し、そしてそれらに無感情でいた頃ころのことを。

　半年前の冬の日に痛みを感じてからも、必要とあらば引き金を引くことも多々あった。

　そこで思う。命とは何か。生命とは何かと。

　脳が壊え死ししたその瞬しゆん間かん？　それとも心臓が止まった時？

　ジオシティに来てから地上にいた頃ころよりも頻ひん繁ぱんに考えるようになったその問に、秋あき人とはふと別の解を思い立つ。

　──それはとどのつまり、記憶変数体マインドステートなのではないだろうか、と。

「ふうん……。ローレリアにもない習慣ね」

　すると、そんなフィリアの声に、現実に引ひき戻もどされる。

　それからフィリアは綺き麗れいに食べ終えた魚の骨を見下ろすと、ぎこちなく手を合わせた。

「……ごちそう、さまでした」

　目を瞑つぶり、手を合わせて祈いのるように腰こしを折る。

　長い睫まつ毛げを炎ほのおの揺ゆらめきが照らし、彼女の白い頰ほおに影かげを作った。

　フィリアは手を解いて顔を上げると秋あき人とのほうを見る。

「これで合ってる？」

「……ああ、完かん璧ぺきだ」

　なんだか嬉うれしくなって自然に顔が綻ほころぶ。

　フィリアもまた秋あき人とにつられて、いつもより柔やわらかい表情を浮うかべた。

「あなた、その顔のほうがずっといい」

「え？」

　不意にフィリアが言った言葉が分からず、秋あき人とは聞き返す。

　当の彼女は両手を後ろについて、藍あい色いろの夜空へと視線を移した。

「時々、その場の空気に合わせて笑うでしょう。あれ、痛々しくて見ていられないわ」

　言われ、秋あき人とは思わず自分の頰ほおを撫なでた。

「まじか。いつそんな顔してた？」

「地上ではしょっちゅう。特にお仲間さんといる時に。地下こつちに来てからも何度か見たわ」

「……そうか。ああ、そうかもな」

　口の中で繰くり返かえして、橙だいだい色いろに揺ゆれる炎ほのおをじっと見る。

　これまで長い付き合いの仲間からは一度も言われたことのない言葉だった。

　しかし、言われて心の内に否定の言葉が浮うかんでくるわけでもない。むしろ、納なつ得とくしてしまう自分がいた。

　よくよく考えれば、一日の中で一番長く同じ時間を過ごしていたのは、皮肉にも敵であるこの少女なのだ。

　案外、真に秋あき人とという人間の本質を見み抜ぬいていたのは、他ならぬ彼女なのかもしれない。

　秋あき人とは参ったな、と口くち端はを持ち上げると、意い趣しゆ返がえしの意味も込めて言葉を向ける。

「そう言うフィリアだって、今のほうがいいと思うよ。氷のエリート様って言うより、一人のかわいい女の子って感じがする」

　フィリアは目をパチクリさせて、それからカアッと顔を赤くして背そむけた。

「なっ、何言ってるのよ！　……わたしはローレリアの中佐よ。かわいいとかそんなの──」

「ああ──カッコイイ女の子、のほうがよかったか？」

「そうじゃなくて……！」

　ああ、もうっ！　と言いながらもフィリアは暑そうに肩かたで髪かみをかき上げながら、指の隙すき間まから秋あき人との表情を伺うかがう。

　そうして再び視線が合うと、慌あわてて目を逸そらす、というのを繰くり返かえした。

　そんな彼女の姿がなんだか微ほほ笑えましくて、秋あき人とは笑ってしまった。

「……何笑ってるのよ」

　ぷくー、と頰ほおを膨ふくらませたフィリアに睨にらまれる。

「別に。ただ、普ふ段だんの何かに取とり憑つかれたようなフィリアから今のフィリアは想像できないなって思って」

　そう言うと、フィリアは天てん穹きゆうパネルに広がる偽物の星々を見上げて遠い目をした。

「……取とり憑つかれた、ね」

「違ちがうか？」

　それから一呼吸置くと、ゆっくり氷が溶とけるようにフィリアの口が言葉を紡つむぎ出だす。

「わたしが鏡の中に見るわたしという存在と、周りのみんなが見ているわたしという存在は、全くの別物なの。昔はそれが同じだったはずなのに、いつしか違ちがったものになってしまった。わたしに何かが取とり憑ついているとしたら、それはきっともう一人のわたしよ」

「……それは、《致死の蒼リーサルブルー》としてのフィリアってことか？」

　すると、彼女はふ、と自じ嘲ちよう気味に笑った。

「《致死の蒼リーサルブルー》──ひどい名前よね。まるで思春期に入りたての男の子みたいなネーミングセンス。知ってる？　そのＴタクＡテイＣカルネームを考えたの、わたしの友達なの」

　秋あき人とは笑って肩かたを竦すくめた。

「奇き遇ぐうだな。《血も無き兵ブラツドノート》の名付け親も俺の腐くされ縁えんの友達なんだ。お互たがい、年を取れば取るほどいい笑いものだな」

「まったくね」

　それからフィリアは息を吐くと、立てた両りよう膝ひざの上に口元を隠かくした。

「《致死の蒼リーサルブルー》として、中佐として、エリートとして──。全ては同義で、つまるところみんなにとっての希望の星だということ。勝利の女め神がみだということ。……そんな〝わたし〟が、みんなの想像の上で独り歩きして、どんどん遠い場所へ行ってしまう。──わたしはそんな場所に本当は、行きたくなんかなかったのに」

「言っていること分かるよ。俺もたまに、判断を下しているのが一いち之の瀬せ秋あき人とという人間なのか、それとも第一小ライガー隊たいの隊長としての自分なのかが分からなくなる。……結局いつも、自分を貫つらぬこうと抵てい抗こうしては、最後は隊長としての役割を優先するはめになるんだけどな」

　フィリアはくすりと笑った。

「それであのひどい顔」

「もう少しオブラートに包んで言ってくれ」

　それからしばらく二人はささやかに笑い合った。

「不思議ね。悩なやみなんて、これまで誰だれにも言ったことがなかったのに」

「あのスナイパーの子は？　攻こう勢せいの時、よくタッグを組んでいるだろう」

「よく覚えているのね」

　秋あき人とは肩かたを竦すくめる。

「さんざん頭を抜ぬかれたからな。厭いやでも覚える」

「……あの子は……システィは、その……親友、だから。良くも悪くも、気を遣つかうもの」

　親友。その言葉を使う時、フィリアは気き恥はずかしそうに、しかしほのかに口元に笑えみを浮うかべた。

「俺には気き遣づかいゼロだもんな」

「……そうね。なにせ敵だもの。あなたに気き遣づかいなんていらないわ。……でも、逆にそれがなんだか落ち着く」

　秋あき人とは気き恥はずかしくなり、誤ご魔ま化かしがてら仰あお向むけに寝ね転ころんだ。

　敵──そう、敵だ。

　秋あき人ととフィリアというこの少女とは、紛まがう方かたなき敵であり、そればかりか何度も殺し合ってきた宿敵である。

　それを忘れてはいけないのだ。

「…………」

　そう考えただけで胸の内に痛みが走った。

　その答えは既すでに何日も前から秋あき人との中にあった。しかし、気が付かないフリをしていた。

　秋あき人とはどうしようもなく、この少女と過ごす時間を楽しいと思ってしまっていたのだ。

　地上では場の空気を乱さないよう、歩ほ幅はばを崩くずさないよう、常に周りを伺うかがっていた。そうして、いつしかまともに笑うこともできなくなっていた。

　しかし、そんな息苦しさがこの地下世界に来てからパタリと消えた。いがみ合いながらも彼女と時間をともにしていると、どういうわけか自然体でいられたのだ。

　それは彼女が何年も殺し合った宿敵だからだろうか。

　違ちがう、と心の声が答える。

　その理由はきっと、この不器用で自分を偽いつわれない……それでいてどこまでもまっすぐな彼女に秋あき人とが惹ひかれてしまっているからなのだろう──。

「……フィリアが敵じゃなくて味方だったら、もう少し楽しい生活送ってたかもな」

「……馬鹿言わないで。そんなの、喧けん嘩かばかりになるに決まってる」

「はは……それも、そうか」

　ありもしないＩＦの夢想。

　そんな妄もう言げんを笑い飛ばしたフィリアの声こわ音ねが妙みように柔やわらかくて、それが心ここ地ちよかった。

　だからだろうか。

　つい、言葉が漏もれてしまったのは。

「もし──もしも、この戦争が終わったら、またこうして話さないか」

　フィリアが呼吸を止める。それからゆっくりと絞しぼり出だすように言った。

「……二国間大戦が終わることは、もうないわ」

「それでもこの世に絶対はないだろ？」

「…………」

　フィリアはチラリと秋あき人との表情を伺うかがう。

　それから髪かみをかき上げる仕草で顔を隠かくしながら呟つぶやいた。

「…………もし、本当にこの戦争が終わるのなら、そうね。考えておいてあげる。……そんなの、あり得ないことだけど」

　フィリアの言葉がやけに嬉うれしくて、秋あき人とは口角が上がるのを止められなかった。

「あり得なくても、夢があっていいじゃないか」

「……その時はわたし、本物の星空が見たい。嶺京の淀んだ空じゃなくて満点の星空を」

　その澄すんだ横顔を見て、秋あき人とはゆっくりと息を吐いた。

「覚えておくよ」

　そう呟つぶやくと、心ここ地ちよい眠ねむ気けが全身を包み始めたことに気が付く。

　──せめて今日は交代で見張りをしないと。

　そう思って上体を起こすが──それは既すでに夢の中の話で、現実での秋あき人とはとっくに安らかな寝ね息いきを立てていた。







　焚たき火びの炎ほのおに照らされながら、黒くろ髪かみの少年が心ここ地ちよさそうに肩かたを上下させる。

　吹ふき付つける冷たい夜風に白銀の前まえ髪がみを揺ゆらす少女──フィリア・ロードレインは頰ほおを膝ひざに付けて、静かに目を細めた。

「……まったく。無防備な寝ね顔がお」

　屈くつ託たくのない笑えみ。呆あきれたような笑えみ。苦くるし紛まぎれの笑えみ。

　そして全てを悟さとったかのような痛々しい笑えみ。

　まるで笑うことそれ自体が自身に課せられた義務であるかのように、その顔から笑みが消えることがほとんどない──そんな少年。

　それが、この黒くろ髪かみの少年──一いち之の瀬せ秋あき人とという人間である。

　この少年と一週間、行動をともにして分かったことがある。

　彼の性格を言い表す時、「誰だれにでも優やさしい」と言えば簡単であろうが、その実、正確に表現するにはいささか言葉が足りないだろう。

　仲間でなくても、誰だれにでも親切である──これでもまだ足りない。

　仲間のためならば、命を抛なげうつことも厭いとわない──これでようやく半分だ。

　仲間という区分は、限りなく自己本位的な枠わく組ぐみにおいて定義される──ここまで言ってようやく真であろう。

　彼の場合、〝仲間〟の定義がひどく曖あい昧まいなのだ。

　もっと言えば、他人のものさしの外にこの少年はいる。

　彼の中には他者について、恐おそらく三つの区分が存在している。

　ひとつは〝仲間〟。二つ目は〝敵〟。三つめは、〝どうでもいい人間〟。

　この区分は一見誰だれの心の内にも適用されるように思えるが、一いち之の瀬せ秋あき人との場合はその範はん囲いの広さと狭せまさが異常だ。

〝仲間〟と〝敵〟それぞれの定義が、異様なまでに狭い。

　逆に言えば、彼にとってほとんどの人間が〝どうでもいい人間〟に該がい当とうする。

　つまるところ、自分の身近な人間しか〝仲間〟ではなく、その仲間に明確に仇あだなす相手こそ彼にとっての〝敵〟なのだ。

　きっと、彼の中でエルメア合衆国軍の味方の大半は〝仲間〟に区分されていないだろう。

　そうやって無関心を貫つらぬいて、代わりに大切な人間のためだけに己おのれの全てのリソースを割さこうとするのだ。

　取しゆ捨しや選せん択たくの末にバランスを取り続けるような生き方──。

　それは、全てを求め、全てを手に入れようとするフィリアの生き方とは正反対である。

　曲がっているようでいて、実際は誰だれよりもまっすぐに芯しんを通すその様は、傍はたから見ていると、不思議とフィリアに安心感をもたらしてくれる。

　自分が自分のままであっていいのだと、認めてくれているような気分になる。

　周りと違ちがっていいのだと、言ってくれているような気になる。

「不思議なひと」

　それから無意識に彼の頰ほおへと伸のばしかけていた自分の手に気が付き、慌あわてて引っ込める。

「今わたし、何を──」

　フィリアはじっと少年の寝ね顔がおを見て、思わず自身の胸を押さえた。

「………っ」

　それから背を向けてその場で横になる。

　黒く伸のびた自分の影かげを眺ながめた。しかし、その景色の情報が全くと言っていいほど脳に到とう達たつしない。

　瞼まぶたを閉じて自分に言い聞かせる。

　この男は敵。地上に戻もどれば、また殺さなきゃいけない敵なんだから──。











11






　更さらに六日が経たった。相変わらず自ド律ロ兵ー器ンに追われる日々で、所持弾数も目減りしてきた。

　ターミナル駅から先はひたすら水すい没ぼつ領域が続いており、退たい廃はいした地下都市に繁はん茂もした緑は一歩一歩進むにつれその色取りを濃こくしていく。

　連れん絡らく塔とうまで残り四分の一といったところまで来た頃ころには、細い筋の滝たきが至る所にあり、高い湿しつ度ど故ゆえに視界が霞かすむことも少なくなかった。

　しかし、そのおかげで水と食料の問題は解決することとなる。

　魚については、捕つかまえたらすぐに焼くことと、内臓をしっかり取ることを覚えてから臭くさみはだいぶなくなった。相変わらず味気なさは残るし、多少飽あきてきたが、その血肉により生かしてもらっていると考えると、文句は言えなかった。

　そんな中で変わったことと言えば、ここ数日フィリアがどこかよそよそしいということである。

　和わ気き藹あい々あいと会話できた関係であった時は一いつ瞬しゆんたりともなかったわけだが、これまで自分が知っている彼女と言えば、冷たくトゲトゲした氷柱つららのようなフィリアか、或あるいは最近見せるようになった一人の少女としてのフィリアである。こんな警けい戒かいして耳をそばだて野の良ら猫ねこのようなフィリアは見たことがなかった。

　焼いた魚を渡わたそうとすれば全力で伸のばした腕うでで受け取ろうとするし、寝ねる時は必ず抱き枕代わりに得物のライトマシンガンを抱かかえて横になるようになった。

　ターミナル駅周辺のエリアから出発した時からずっとこんな調子で、単純に殺気立っているならまだ慣れているのでいいものの、秋あき人とはそんな彼女に対してどう距きよ離りを保てばいいのか分からずにいた。

　現に、巨きよ大だいな商業施し設せつだったらしい建物の二階──一階は全て浸しん水すいしてしまっている──を進軍する秋あき人とであったが、臨時の相方はその更さらに十五メートル後方を歩いている。

　秋あき人とは昼下がりの陽光に照らされた廊ろう下かを振ふり返かえり、短く嘆たん息そくした。

「おーい、フィリア。そんなに離はなれていると、いざ襲しゆう撃げきされた時に援護カバーが遅おくれるから危ないぞー」

「……あなたと違ちがって、わたしの索さく敵てき網もうに隙すきは無いから大だい丈じよう──きゃあ！」

　言っている傍そばからすぐ近くのカジェットショップだったらしき店から何か黒い影かげが飛び出してくる。

　慌あわてて得物を構えるフィリアだったが、そんな彼女のことなどお構いなしにソイツは通路を横切り、渡わたり廊ろう下かを通ってどこかへ行ってしまった。

　幸いなことに、それは一匹のネズミだった。

　秋あき人とはじとっとした目をフィリアへ向ける。

「索さく敵てき網もうがなんだって？」

「……うるさい、ちょっと油断しただけよ」

　絶対に秋あき人とと目が合わないよう視線を逸そらしたまま頰ほおを膨ふくらませて、フィリアはしぶしぶ秋あき人とのすぐ後ろに近づいてくる。

　なんだか調子狂くるうな、と再び息を吐いた。

　それから秋あき人とは、これまで先延ばしにしていたあの話を言うなら今かなと思い口を開く。

「地上に戻もどる時に、どっちがデータを持ち帰るかぼちぼち決めないとな」

「……データ？」

　少し緊きん張ちようしながら言ったその言葉に、しかしフィリアはちょこんと首を傾かしげる。

　それから、「あ……っ」と声を漏もらして目を開いた。

　その反応に秋あき人とも眉まゆを上げて驚おどろく。

　まさかあのフィリアがデータドライブのことを忘れていたというのか。

　いよいよ様子がおかしい。

「……、そうね。どこかで決めないと、ね」

「どうする？　地上でまたいつもみたいに殺し合うか。別に俺はダイスロールとかコイントスのアプリで決めてもいいけど」

　秋あき人との言葉に、フィリアはくすりと笑った。

　それは本当に久しぶりに見る彼女の笑えみだった。

「……本当、あなたらしい」

　フィリアは肩かたを竦すくめてそう言うと、秋あき人とを追おい越こしてから振ふり返かえる。

「早く行こう。自ド律ロ兵ー器ンに追われていないとも限らないんだから」

「……それはこっちのセリフだ」

　秋あき人とは口の中で笑ってフィリアに並ぶ。

　短く肩かたを竦すくめるその仕草はいわば秋あき人との癖くせだった。人は一いつ緒しよにいる人間に似ると言うが、まさかその現象が秋あき人ととフィリアの間で起きようとは。

　そうしていよいよ商業施し設せつの出口となる二階部分のテラスが見えてくると、逆光の中で二人並んで外に出た。

　そして秋あき人ととフィリアは息を吞のんだ。

　眼前──否、頭上一いつ杯ぱいに広がる超ちよう常じよう的てきな巨きよ大だいさを誇ほこる一つの建造物に。

「これが──」

「──ああ、やっと着いた」

　底面と天面が最も太く、そこから中心に向かうにつれて細くなる形状は、シルエットだけならば中世建築に見られる柱に似ていた。しかしその細部に目を凝こらすと、複雑に増改築された影えい響きようか、無数の窓や錆さびたパイプに外階段が凹でこ凸ぼこに重なっているさまは、壊こわれたルービックキューブを乱雑に積み上げたようにも見える。

　これが地上へ至る最後の道──連れん絡らく塔とうである。

　地上の区画で言えば、ほぼ中央の最北に位置する戦域Ｃゾーン・チヤーリーに当たる場所だろう。

　秋あき人ととフィリアは途と中ちゆうの大小様々なビル群を足場に跳躍すると、浸しん水すいを免まぬがれていた底部へと移動した。一階部分は全て駐ちゆう車しや場じようとなっていて、施し設せつ自体は生きているようだった。

　大戦初期に地上との兵へい站たん基地に使われていたのか、底部の周囲は頑がん健けんなコンクリートに固められている。

　入口は、正面に設置された高さ五メートルにも及およぶであろう鉄てつ扉ぴが聳そびえるのみだ。

　二人は周囲を警けい戒かいしながら鉄製のゲートへと近づく。

「……幸いここにも電気は来ているみたいね」

「不思議な話だ。ジオシティ・イオタが廃はい棄きされて四十年は経たつって話なのにな」

　秋あき人とはゲートに手を当てて押してみるが、当然沈ちん黙もくを保つのみで開く様子は全くない。

　人差し指の裏で叩たたいてみると、鈍どん重じゆうな金属音が鳴なり響ひびく。厚みもかなりありそうだ。

　秋あき人とは頭上を見上げ、腰こしに手を当てた。

「壁かべを立てるならまだしも、こうも完全にコンクリで覆おおわれていると厳しいな」

　秋あき人とは言いながら、〈ＭＡＲ−16〉のチャージングハンドルを引き、鉄てつ扉ぴの中央に銃じゆう口こうを向ける。

　それを見たフィリアがぎょっとした顔で距きよ離りを取った。

「ちょっと、跳ちよう弾だんの計算はしてるんでしょうね……!?」

「大だい丈じよ夫うぶ、やってるよ。……材質補正が若じやつ干かん怪あやしいけど」

「そこが一番大事でしょう──！」

　言葉と同時、引き金を引く。

　二発の弾だん頭とうが吐き出され、甲かん高だかい金属の衝しよう突とつ音おんを響ひびかせた。

　立ち昇る硝しよう煙えんの先には、二つの浅い弾だん痕こんが残されたのみ。

　秋あき人とは銃じゆう口こうを下げて短く溜ため息いきをついた。

「……ま、分かってたんだけどさ」

　フィリアは秋あき人との隣となりに戻もどってくると、同じく唸うなる。

「対戦車ブレードは？」

「残念ながらバッテリーがもうない」

「……バカ。だからあの時、使わないでって言ったのに」

「その件については、七：三ななさんでフィリアが悪いと思うわけだが」

「……反省はしているけど後こう悔かいはしていないわ」

「それって矛む盾じゆんしてないか……？」

「あの時のわたしにとっては最善手だったって話」

　今が違ちがうならいいけど、と秋あき人とは息を吐く。

「……簡単にシミュレーションしてみたけど、あたなが持っている最後の一個のフラググレネードでも破は壊かいまでは無理そう。わたしの追尾弾スマートブレツトはそもそも炸さく薬やくが減らしてあるからまず貫かん通つうさせるのは無理だし──」

　秋あき人とは周囲を見回した。

　すると、ゲートの横に備え付けられているボックスを見つける。色合いが周囲の塗と装そうに同化していたため気が付かなかったが、整備用の何かに見えなくもない。

　歩み寄って蓋ふたを開けてみると、そこにはまだ生きていそうな電子制せい御ぎよ盤ばんが嵌はまっていた。

　隣となりにはＩＣを読み込むためのパネルも設置されている。もしかしたらゲートの解除につながる回線が生きているかもしれない。

「フィリア、これ」

　秋あき人とと入いれ替かわるようにフィリアがその前に立ち、おもむろにスーツから追加のコードを伸のばして制せい御ぎよ盤ばんに挿さした。

「……整備用に使われていた回路みたい。……ああ、でもパスがしっかりかかってる。しかもなにこれ、滅め茶ちや苦く茶ちや高度な演算迷めい路ろが組まれてる……っ」

　フィリアの表情がみるみるうちに歪ゆがんでいき、やがて苛いら立だちに眉まゆが立っていく。

「……このまま解かい析せきしようとしたら丸二日かかるわ」

「フィリアと俺の〈ニューラルゲート〉をＮＬＩ接続すればもっと短時間でいけるんじゃないか」

　フィリアはジロリと秋あき人との顔を睨ねめ上あげる。

　ＮＬＩ接続というのは、複数の〈ニューラルゲート〉の演算機能をリンクさせることだ。それをすることで、演算能力の嵩かさ増ましができる。

　元はとあるグラフィック処理装置を同じように並へい列れつ接続させるための規格を指す言葉だったが、現代では演算処理能力のリンク機能を意味していた。

　性格は違ちがうが、どちらも軍随ずい一いちの処理能力を誇ほこる秋あき人ととフィリアの〈ニューラルゲート〉である。ＮＬＩ接続をすれば、二倍とは言わないまでもそれに近い出力は確保できるはずだ。

　しかし、当然デメリットもあるわけで──。

「……絶対にイヤ」

　フィリアはぷい、と顔を背そむけてしまう。

　演算機能というのはつまるところ、〈ニューラルゲート〉の中でも最深部の機構に当たる。その機能の共有を許すということは、つまり〈ニューラルゲート〉内に保存された軍関係の機密情報からプライベートの写真に至るまで全てが筒つつ抜ぬけの状態となってしまうのだ。

「……忘れてないでしょうね。わたしたちが敵同士だっていうこと」

「──ま、当然そうなるよな」

　秋あき人とは息を吐くと、虚こ空くうへ視線を素す早ばやく走らせ続けるフィリアの瞳ひとみを覗のぞき込こんだ。

「……どうだ？　俺が代わろうか？」

　するとフィリアに鼻で笑われる。

「パスの解かい析せきなんて並へい列れつ演算の極きよく致ちみたいなものよ？　単細胞シングルスレツドのあなたの出る幕じゃないわ」

　取り付く島もなくそう返された。分かってはいても、彼女の言葉の棘とげにいちいち傷つく自分がいることになんだか笑える。

　結局、この場はフィリアに任せて、秋あき人とは周囲の警けい戒かいに努めることにした。

　途と中ちゆう、秋あき人とが近くの湖で食料たる魚を手て摑づかみで捕ほ獲かくして、作業にかかりきりのフィリアに振ふる舞まう。魚さかな獲とりも慣れたもので、ものの十分で五尾び六尾びと捕つかまえられるほどに秋あき人との腕うでは上がっていた。そうしてフィリアが解かい析せきを始めてから六時間ほど経たった頃ころ。

「……仕方がないとは言え、流石さすがに暇ひまだな」

　秋あき人とはあくびをかみ殺して、おもむろに立ち上がった。

　フィリアは虚こ空くうに目を向けたまま、そんな秋あき人とに声を向ける。

「ちょっとどこ行くの」

「そこら辺を見てくる。万が一、自ド律ロ兵ー器ンに襲しゆう撃げきされた時の退たい避ひ先さきも確かく認にんしておきたいしさ」

「……そうね、あと四十時間。上う手まくいっても三十時間はかかると思う。悪いけどそっちは任せたわ」

　はいよ、と手を振ふって連れん絡らく塔とうの外周をぐるりとまずは一周することにする。

　水のせせらぎの音の中に、鳥の鳴き声が聞こえてきた。頭上を見上げれば、人工の陽光に白く霞かすんだ靄もやの先で、黒い鳥が群れをなして飛んでいくのが見える。

　秋あき人とはゆったりとした気持ちになりながら、連れん絡らく塔とうの外周に広がる広場を進んでいく。

　本来は、まだ幾いくつか残っている前衛的なオブジェの並ぶ洒落しやれた空間だったのだろうが、今では二重の意味で見る影かげもない。ひとつは風化によるもので、細かなゴミや塵ちりが堆たい積せきして灰色に陰かげっている。そしてもうひとつは、当時の両軍による景観破は壊かいのために、至る所にコンクリート製の壁かべ板いたや塀へいが転がっていた。

　そこから視線を塔とうに移して、秋あき人とは首を捻ひねる。

「……でも、連れん絡らく塔とうの外がい壁へきのコンクリだけは妙みように新しいんだよな」

　連れん絡らく塔とうのかなりの高さまで──目算で言えば三十から四十メートル近くまで──外がい壁へきを固めているコンクリートは、周囲に転がる拠きよ点てん強化のための障しよう壁へきに比べて劣れつ化かがまだそこまで進行していないのだ。

　戦場がアルカディア主体のものに変へん遷せんするにつれ、嶺京攻略の動線としてのジオシティ・イオタの戦略的な価値は、ネットへの安定的な接続が困難であるということが理由で皆かい無むになった。それが四十年前の出来事だったとパティオ時代に聞かされたのを覚えている。

　しかし、連れん絡らく塔とうの外周部分の整備はもっと最近施ほどこされたものだ。

　ここ十年……いや、もっと最近。もしかしたら数年以内かもしれない。

　暇ひまつぶしがてら、そんな違い和わ感かんに対して思考を巡めぐらせていると、不意に音を聞いた。

「───？」

　何かが落ちる音。

　咄とつ嗟さにアサルトライフルを身構えた秋あき人とは、瞬しゆん発ぱつ的てきに索さく敵てき用ようのアプリケーションに〈ニューラルゲート〉の全メモリーを割り当てる。画像認にん識しきプログラムが走り、スーツに内蔵された赤外線ＩＲセンサーが周囲に不可視の電磁波をまき散らした。

　音の正体はすぐに分かった。

　秋あき人とのすぐ後ろに、一枚のＩＣカードが落ちていたのだ。

「……なんだ？」

　それは、さっきまでは無かった異物。周辺のゴミの堆たい積せき物ぶつとは別物。それだけが新品同然の無機質な輝かがやきを保っている。

　すると、遠くにまた別のモーター音を聞いた。耳にタコができるほど聞いた空気の震ふるえ。

　それは、陸戦ドローンが跳躍する際の駆く動どう音おんだった。

　身構えるが、音は近付くどころか離はなれていき、やがて索さく敵てき範はん囲いの外に出た。

　秋あき人とは近くに転がるＩＣカードとモーター音の消えた方角のビル群を交こう互ごに見て眉まゆを顰ひそめる。

　……ドローンが、これを落としていった？

　まさか、と内心で笑い飛ばす。自ド律ロ兵ー器ンがネジやスプリングを落とすならまだしも、ＩＣカードなんて人間仕様の代しろ物ものを持ち歩くわけがない。

　秋あき人とは周辺を警けい戒かいしながら、ＩＣカードを拾い上げる。

　何度か裏返して表面を眺ながめるが、何も印字されていないただの純白のカード。

「……フィリアに相談してみるか」

　油の塊かたまりを飲み込んでしまったような気持ち悪さを感じながら、秋あき人とはフィリアの元へ戻もどることにした。そうしてぐるりと連れん絡らく塔とうを半周して帰き還かんすると、そこには今なお眉み間けんに皺しわを寄せて、その視界に合成表示されているであろう仮想ウィンドウの文字列と格かく闘とうするフィリアの姿があった。目がこの上なく吊り上がっているあたり、相当に機嫌が悪そうだ。

「フィリア、調子はどうだ？」

「静かにしてて。あと少しでパス改変のアルゴリズムが分かりそうなの。一秒間に七千回、防ぼう壁へきのパスコードが変わっているんだけど、それに使われている関数があと一息で特定できそうで──」

　彼女の集中を邪じや魔ましては悪いと思い、秋あき人とはそれ以上は声をかけなかった。

　ＩＣカードについては後で話そう──。

　そう思ったところで、フィリアの眼前にあるＩＣの認にん証しようパネルが目に入る。

「…………」

　いやいやまさか、と思いながら秋あき人とは手元のＩＣカードに視線を落とす。

　ゴクリと秋あき人とは喉のどを鳴らし、無言でフィリアの隣となりに並んだ。

　フィリアは依い然ぜんとしてブツブツと複雑怪かい奇きな呪じゆ文もんめいたセリフを呟つぶやきながら作業に没ぼつ頭とうしている。

　そんな彼女の目の前で、ＩＣカードをパネルにかざした。

　果たして、ピーッ、と単調な電子音が辺りに響ひびくなり、鈍どん重じゆうな金属音を立ててゲートが左右に開閉し始めた。

　秋あき人とはその様子を呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

「え……？　え!?」

　格かく闘とうしていたシステムウィンドウ上で開かい錠じようされたことを意味する文字列が現れたのだろう。

　フィリアは驚おどろきの声を上げてゲートに目を向け、秋あき人とと同様にゆっくり開いていく鉄てつ扉ぴを見た。

　それから秋あき人とが手に持つカードに気が付き、ゆらりと秋あき人との肩かたに手を置いた。

「…………ねえ。それ、なに？」

　秋あき人とは、うっ、と言葉に詰つまり狼狽うろたえる。

　そこには満面に笑えみを浮うかべたフィリアがいた。明らかに表情と感情とが乖かい離りしている。

「ちょっと、そこで、拾いまして」

「拾った？　なにそれ、どういうこと？　まさかここはエルマーの施し設せつで、最初から隠かくし持もっていたけど、わたしが大変な思いをしているのを眺ながめて楽しんでいたとか？　……言ったよね、つくならもう少し上手な噓うそをついてって」

　秋あき人との肩かたにフィリアの五指がギリギリと音を立てて食い込んでいく。兵装管理ウィンドウ内でその場所の耐たい久きゆう値ちが物もの凄すごい勢いで減っていくのが見えた。

「噓うそじゃないんだ……断じて噓うそなんかじゃない、んだ。信じてくれ。信じられないような話だけど、本当に落ちていたんだ。……いや、正確には、落ちてきたんだ」

「…………」

　フィリアはじっ、と動きを止める。それから嘆たん息そくして秋あき人とを解放した。恐おそる恐おそる肩かたを見ると、そこは摑つかまれたままの形に凹へこんでおり、遅おくれて鈍にぶい痛みが痺しびれとともにやってくる。

　秋あき人とは今後、この少女に噓うそをつくことは絶対にしないと心に誓ちかった。

「……そんな馬鹿な話がある？　仮にそれが本当だとして、誰だれがそんなことをするわけ？」

「カードに気が付いたすぐ後に、陸戦ドローンが遠ざかっていく音が聞こえた。……考えにくい話だけど、友好的なドローンが俺たちを──」

「そんなのあり得ない」

　フィリアはピシャリと言い放つ。

「ドローンがＩＣカードを持ち歩くわけないじゃない」

「……ごもっとも」

　ゲートがガコン、と低音を鳴なり響ひびかせて開ききる。

　秋あき人とは嘆たん息そくすると、連れん絡らく塔とうを親指でさした。

「とにかく前に進もう。……状じよう況きようはこの上なく気持ち悪いけど、他にやりようもない」

　フィリアはしばらく腑ふに落ちない表情で考え込む仕草を見せたが、最後には秋あき人とと同じ結論に至ったのかしぶしぶ首を縦に振ふった。

「……そうね。でも、この先は今まで以上に警けい戒かいして進まないと」

　それから二人は並んでゲートをくぐり、連れん絡らく塔とう内部に入った。

　そこは駅に似た造りの空間で、あちらこちらに案内板やガイド用のホロが散見される。

　足元は非常灯が照らしているものの、辺りには薄うす暗くら闇やみが広がっていた。

　ただしこれまでに見てきた商業施し設せつと決定的に異なるのは、軍用のテントやクレート、砲ほう弾だんの入った木箱などがあらゆるところに見られるということだった。どの貨物にもエルメア陸軍の紋もん章しようが刻み込まれている。

　どうやらここは、かつてのエルメア軍のジオフロント侵しん攻こう用ようの兵へい站たん拠きよ点てんだったようだ。

「……やっぱり、あなたがＩＣカードを隠かくし持もってたんじゃないの？」

「だから違ちがうって」

　半分以上は冗じよう談だんだったのか、フィリアはカードについてはそれ以上言げん及きゆうしなかった。代わりに別の言葉を続ける。緊きん張ちようから、何か喋しやべっていないと不安なのかもしれない。

「……エルメア軍の自ド律ロ兵ー器ンに襲おそわれないでしょうね」

「そん時は俺が身体を張って壁かべになるさ。一応、回線は開きっぱなしにしているから敵味方識別コードは常に発信されている。会敵しても無む暗やみに撃うってはこないだろ」

「ずいぶん紳しん士し的てきね。ここでわたしが勝手に死に絶えれば一石二鳥でしょうに」

「そんなセコいことするかよ」

　フィリアの視線が秋あき人とのほうを向いて、思わず視線が交こう錯さくする。

「………っ」

　フィリアもまさか目が合うとは思っていなかったようで、反射的に顔を逸そらした。薄うす暗くら闇やみでよくは見えないが、なんとなく彼女の耳がほんのり赤くなっているように思えた。

「……信じてもらえないだろうけど、ほんとに俺、そんなこと考えてないからな」

「わ、わかったから。……わかってるから」

　フィリアとの間に微び妙みような空気が流れる。気き恥はずかしさと緊きん張ちようが入り混じった妙みような空気だった。

　それから二人はライフルに装着しているコンボデバイスを赤外線ＩＲレーザーサイトからフラッシュライトに切きり替かえると、迷めい路ろのように入り組んだ塔とう内部のあちこちを照らしながら歩いていく。

　宙を舞まう埃ほこりが雪のように照らされて、一歩進むたびに積み上げられた資材の影かげが不気味に蠢うごめいて見えた。

　じりじりと恐きよ怖うふが増す中で、思ったよりも近い位置からフィリアの声が飛んでくる。

「……さっきの話だけど、ジオシティ・イオタに来てから敵味方識別コードを認にん識しきできた相手ってこれまでにいた？」

　そっと呟つぶやいた彼女の言葉に、秋あき人とは思わず息を詰つめた。

「……そう言えば、ないな。識別コードらしき近距離高速無線通信ＮＦＨＣがドローンの間で交かわされるのは何度も見てきたけど──」

　秋あき人とは少し考えて違い和わ感かんに気が付く。

「……待てよ、それっておかしぞ。ローレリアだろうがエルメアだろうが、大戦初期の兵器は一部でもまだ現げん役えきで使ってるんだ。俺の〈ニューラルゲート〉にだって、基本的に暗号通信の変へん換かんキーは当時のものから一通り揃そろってる」

　振ふり返かえると、卵型の小さな頭が短く首しゆ肯こうする。

「やっぱり変、よね。……わたしの方も、ローレリアの識別コードは一度も見ていない」

「……可能性としては、お互たがいたまたま特定の変へん換かんキーを持ち合わせていなかったか、もしくはこれまで見てきた兵器全てがエルメアとローレリア以外のものだったか」

「どちらも天文学的な可能性の低さね。特に二つ目はあり得ない。まだこれまで受信してきた識別コードが全部古すぎたっていうほうが納なつ得とくがいく」

「……だよな」

　そんな答えの出ない疑問を残しながら進み続けると、やがて特別大きな空間に出た。

　その中心には、十を超こえる数のガラスに囲まれた筒つつが直上に伸のびている。

　その一つ一つの内部には何本ものケーブルやガイドレールが見えた。

　間ま違ちがいない、エレベーターホールである。

「ここにも電気、来ているみたい……！」

　珍めずらしく嬉うれしそうに声を上げたフィリアは、乗場操そう作さ盤ばんに駆かけ寄よってパネルに触ふれる。

　すると、驚おどろくことに待機していた一機の扉とびらが軽快な音を立てて左右に開いた。

　エネルギー消費を抑おさえるためなのか付設されている電灯の半分しか点ついていないが、インフラがしっかり生きていることが目に見えてわかる。

「……マジか。俺、徒歩で地上まで登るのを想定していたんだけどな」

「兵へい站たんの拠きよ点てんになっているだけあって、きちんと整備されていたのかも」

　それにしてもジオシティ・イオタが廃はい棄きされてから相当な年月が経たっている。そう上う手まいこと稼か働どうするものだろうか。

「……途と中ちゆうでケーブルが切れたりしないよな？」

　扉とびらを押さえていたフィリアが振ふり返かえり、呆あきれたように溜ため息いきをつく。

「変なところで心しん配ぱい性しようなんだから。お互たがい、宙に投げ出されたくらいで死ぬような新兵ニユーピーじゃないでしょう？」

　そう言われると強がりたくなるのは人間の性さがなのか。

　秋あき人とは「当然」と言い放つと、フィリアとともに鉄の箱へと踏ふみ入いれたのだった。







　エレベーターの中は長いこと閉へい鎖さされていたからか、思いのほか綺き麗れいだった。

　秋あき人ととフィリアはそんな中で、並んで壁かべに背を預けながら無む為いな時間を過ごす。

　フィリアの計算ではエレベーターの上じよう昇しよう速度から、十五分程度で地上部分へ到とう着ちやくする見み込こみとのことだった。耐たい久きゆう性せいを維い持じするためか、超ちよう高層建築物のエレベーターにしては速度がだいぶ落としてあるようだ。

　隣となりでフィリアがほう、と息をつく。

「……こんなに長い間、同じ身体ボデイを使うのも初めて。なんだかもう半年以上、あなたとこうして地下にいるような気がする」

「ルーチンをこなすだけの毎日から一変。イレギュラー続きだったからな」

「……流石さすがにここまで長い時間、アルカディアから切きり離はなされていると、死への恐きよ怖うふが強くなってくるわ」

　フィリアはそう言って手元のライトマシンガンを眺ながめる。人の命を奪うばう、その道具を。

　秋あき人とは雰ふん囲い気きを和やわらげようと茶化して軽口を叩たたく。

「心臓ハートを撃うたせて三度のヘッドショットヘツシヨ──あれを言った女の言葉とは思えないね」

　自分一の死に対して敵兵三を殺す。

　こうして並んで言葉を交かわしていると忘れそうになるが、隣となりに立つこの少女──《致死の蒼リーサルブルー》と言えば、普段からそんなことばかり言っている狂バー戦サー士カーのような存在なのである。

　フィリアはじろりと睨にらみ上あげてきて、むっと頰ほおを膨ふくらました。

　秋あき人とはそんな感情を露あらわにするフィリアを見て口の中で笑った。

　それからエレベーターの天てん井じようを見上げて、その先にあるであろう地上世界を透すかすように目を細める。

　思い返すのは仲間の顔。

　玲れ奈な、遼りよ太うた郎ろう、部隊のみんな──そして、神かん崎ざき。

　フィリアと契けい約やくを結んだタイムリミットまで、あと僅わずかなのだと実感する。

　秋あき人とは腰こしのポーチをまさぐると、銀色の小さな直方体を取り出した。それを手のひらで転がす。たったこれだけの小さな箱に、何十何百と死体を積み重ねる価値があるというのか。

　秋あき人とは喉のどを震ふるわせようとしてやめるのを三度繰くり返かえす。これを言ったら最後、これまで棚たな上あげにしてきた二人の曖あい昧まいな関係は変わらずにいられない。

　それでも、いつかは言葉にしなければならないのだ。そのリミットは、目前に迫せまっている。

　息を吐くと、静かに口を開いた。

「データドライブ、どうするか決めるか」

「………っ」

　フィリアが顔を上げ、こちらを見てくる。

　そこには不安と恐きよ怖うふを鉄てつ面めん皮ぴで上から強ごう引いんに蓋ふたをしたかのような、無表情に限りなく近いはずなのにその対極にあるような苦く渋じゆうの表情があった。

　そんな彼女らしからぬ──否、ある意味どうしようもなく彼女らしい顔に秋あき人とはくすりと笑ってしまう。それを見てフィリアは怪け訝げんな顔をするが、しばらくして彼女は自分のポーチから手のひら大の薄うすい箱を取り出した。

　それは、紛まぎれもなく西さい牙が研究所で見たデータドライブの本体である。

「……俺たち、よく西さい牙が研究所の警けい戒かい網もうを突とつ破ぱしてあそこまで辿たどり着ついたよな」

　しみじみ言うと、フィリアもどこか誇ほこらしげな顔をした。

「当然よ。ローレリア軍最強の部隊を投入したんだから。……これを持ち帰れば、わたしの上司も及きゆう第だい点てんくらいはきっとくれる」

　そう呟つぶやいたフィリアの顔が僅わずかに歪ゆがむ。

　それを見た秋あき人とは、首を傾かしげた。

「フィリアんとこのボス、厳しいのか」

「……厳しくない上官がこの世に存在するの？」

　ごもっともな意見だ、と肩かたを竦すくめる。

「あー……でも帰ったらウチのボスにしょっぴかれるんだろうなー。ロッツの人間と共同戦線を張るなんていい度胸してるね、取り合えず三日間ぶっ通しの作戦でもいっとく!?　とか言いそう。ウチのボス、ひょうきんなくせして目がいつも笑ってなくて怖こわいんだよ」

「上司っていうのはどこも同じなのね。こっちの上官も愛あい想そだけはいいけど瞳ひとみが冷たくてとても怖こわい。人を人として見ていないような、そんな目をしている。……ああ、わたしもエルマーと行動を共にしたなんて言ったら大目玉なんだろうな。……本当、あなたのお陰かげでとんだ大だい迷めい惑わくよ」

「でも、ここまで生きて戻もどってこれた」

「……そうね」

　それから幾いくばくかの沈ちん黙もくが舞まい下おりた。

　互たがいの心音が聞こえるような錯さつ覚かくに陥おちいる。少なくとも、二人の息いき遣づかいはハッキリと鼓こ膜まくまで届いていた。

　何を言おうか。何かを言わなければ。そう、同じことを必死に考えていることだけは、言葉にしないでも察することができた。

「……、やっぱり──」

「フィリア、提案がある」

　口を開いたのは同時だった。

　しかし、秋あき人との声が彼女のそれに覆おおい被かぶさる。

「……なに？」

　ジオシティ・イオタに落ちた直後のことを思い出して、内心で秋あき人とは少し笑った。

　それから短く息を吸って言葉を作る。

「それ、二人で中身を見ちゃわないか？」

「……はい？　いつ、どこで」

「今、ここで」

「………………本気？」

　秋あき人とはあえて笑えみを浮うかべた。彼女がいつか言ってくれた、本心からの笑えみを。

「超ちよう本気だ」

「は──……………」

　フィリアは片手で顔を覆おおうと、長い溜ため息いきをつく。

　天てん井じようを仰あおいでその蒼あおの瞳ひとみで焦しよう点てんを遠くすると、フィリアは首を傾かたむけて流し見してきた。

　彼女の頰ほおを金糸にも似た横よこ髪がみが滑すべり落おちていく。

「……最低限データの中身を持ち帰れば、お互たがい任務の大部分は達成できる──そういう魂こん胆たん？」

　頷うなずくと、フィリアは片手で髪かみをかき上げた。覗のぞいたのは、これまで見てきた中でもぐっと大人びた表情。きっと、その理由は見慣れない髪かみ型がただけではないだろう。

　それからフィリアは息いきを吐はくと、こくん、と頷うなずいた。

「……あなたにしては、いい落としどころだと思う」

　正面から向けられた蒼あおの瞳ひとみが弓なりになる。フィリアは笑っていた。

　秋あき人とはニヤリと笑う。

　落としどころなんて言葉、端はなから殺し合いの奪うばい合あいを望んでいた人間の口からは出てこない言葉だろう。

「──よし、じゃあ決まりだな」

　そう言うと、秋あき人とはフィリアにセキュリティ用のドングルをずい、と差し出す。

　それを見てフィリアはぎょっと目を開いた。

「ちょっと……っ、そんなに簡単に渡わたしていいの？　……わたしがこのまま持もち逃にげするとか考えないの？」

　秋あき人とは肩かたを竦すくめる。

「でもしないだろう？　ロッツ全員がそうかは知らないけど、少なくともフィリアが義ぎ理り堅がたいのはよく分かったし」

「…………」

　頰ほおをほのかに赤らめて膨ふくらませる。

「……そうやってすぐ調子のいいことを言う」

　フィリアは視線を落として、手元のデータドライブにドングルを挿さし込こむ。

　筐きよう体たいの表面に並ぶインジケーターの一つが黄色から緑色へと変わり、電子ロックが解除されたことが分かった。

　フィリアはスーツからコードを伸のばすと、逡しゆん巡じゆんののちに秋あき人ととの距きよ離りを半歩分だけ詰つめる。

「……同時に、接続するでいい？」

「当然」

　秋あき人とは小こ恥はずかしさを覚えながら、同様にスーツから端たん子しを引っ張り出す。

　それからフィリアと目配せをして頷うなずくと、互たがいに端たん子しを受け口に添そえる。

「せーのっ」

　そして二人重なった掛かけ声ごえとともに、同時に有線接続した。







『七月二十九日。アルカディアの試プロ作トタ機イプが完成した。簡単な道程ではなかったが、今は達成感のほうが大きい。これでようやく実現するのだ。ヒトがこれまで避さけてこられなかった死という理り不ふ尽じんのない、理想郷が』

『三月二十二日。試作機の存在が父に見つかった。三日と待たずにアルカディアの軍事転てん換かんプロジェクトが正式に決定した。こうなることが分かっていたから、これまで一人で作り上げたのに。私も参加を強制されている。テレサ社はもう止まらない』

『五月十三日。転てん換かんプロジェクトが始まって二年が経たつ。今日、《パティオ》で育てられた試験体の子供たちが実証場の嶺れい京きように配備された。彼らはこの世に生を受けてから二年も経たっていないが、仮メ想タ空バ間ー帯スの学習環かん境きようにより主幹年ねん齢れいは既すでに十四歳になる。遺伝子は主要顧こ客きやくとなるエルメア合衆国とローレリア連れん邦ぽうの特とく殊しゆ部隊から採取したものらしい。彼らの命はモルモットと変わらない』

『六月六日。プロジェクトが始まってから四年が経たった。アルカディアを軍用に最適化するために、何百何千、何万もの子供たちの死体が作られた。自分の罪にもう耐たえられない。ナイフが無くならなかったように。銃じゆうが無くならなかったように。そして核かく兵へい器きが無くならなかったように──兵器としてのアルカディアもまた、この先無くなることはないだろう』

『九月一日。テレサ社の真の目的が分かった。ただの商品作りではなかったのだ。私はアルカディアのパッチデータを凍とう結けつした。解かい凍とうの鍵かぎは、子供たちの遺伝子マトリクスにした。彼らには真実を知る権利がある。テレサ社に──特に神かん崎ざき徹とおるとその助手エルゼ・アインハルトにこのデータを渡わたしてはならない。しかし、それでもなおデータを消せないのは、研究者としてのエゴだろうか』

　──テレサ社アルカディア開発局・主任研究員、ユーザー名《ＪＵＮＯ》。

　手記は、最後にそう締しめくくられていた。

　それはある研究者の独白。

　地下に遺のこされた罪の告解。

　データドライブの中には、そんな断だん片ぺん的てきなテキストファイルとともに、〈ＳＡ０５８〉と名付けられた莫ばく大だいな数の研究データが格納されていた。あまりにもデータサイズが大きすぎて、〈ニューラルゲート〉に保存することも適かなわない。

　ドライブ内には、どこで、何の作戦が行われ、その時にどの兵装が使われては、どれだけの人間がどのように死に絶えたのか──そんな情報が事細かに記録されていた。それも、秋あき人とたちが嶺れい京きように配備されたその日から記録は始まっている。

　秋あき人ととフィリアはそのデータを見て、長い間呆ぼう然ぜんとしていた。

　手記の内容を笑い飛ばしたくて否定の材料を探すが、考えれば考えるほど、逆にその論ろん拠きよを増やしていってしまう事態に陥おちいる。

　頭の中で、これまでの生活で感じてきた些さ細さいな違い和わ感かんが思い出されていった。

　仲間全員が《パティオ》の出身者だったこと。

　統合本部アジテーターからの接敵情報が地上地下問わず常に正確であったこと。

　敵同士なのにアルカディアや戦略統合システムＵＴＡＳといったシステムが共通だったこと。

　そしてなにより、神かん崎ざきの軍属とは思えない飄ひよう々ひようとした話しぶり。

　挙げればきりがない。しかし、一つ一つが今思い返せば得心がいく。

「──俺たちがやってきたこと全部、テレサの実験だったってことかよ……っ！」

　足元がおぼつかなくなり、肩かたから壁かべにもたれかかった。

　瞼まぶたが開きっぱなしになる。耳鳴りがする。

「噓うそよ、噓うそ──」

　フィリアもまた頭を抱かかえて今見た情報に表情を歪ゆがめる。

「そんなのあり得ない。この戦争全部が実験？　ローレリアもエルメアも実在はしても、わたしたちが所属しているというのはテレサ社の演出？　そしたら大佐は一体──」

　そこで秋あき人とは顔を上げてフィリアを見る。

「フィリア、大佐の名前は？」

「トオル。トオル・カンザキ。エルメア合衆国にある和わ州しゆうという地域から亡命してきたと言っていたわ」

「────」

　秋あき人とは重い溜ため息いきをついた。

「俺たちの上司の名前も同じだ。神かん崎ざき徹とおる。常に目が笑っていない、気味の悪い男」

「……そんな」

　フィリアが声を震ふるわせる。

　秋あき人とはしばらく考え込むと、フィリアに声を向けた。

「みんなに伝えないと。──この戦争が仕組まれたものだってことを」

　フィリアが事実を嚙かみ締しめるかのように口元を引き結ぶ。

「……わたし、一体なんのためにこれまで戦ってきたの」

　フィリアは真っ青になった顔で自分の両手を見下ろす。その手は小刻みに震ふるえていた。

　それからその細い手で小さな頭を抱かかえ込こむ。

「……敷しかれたレールを進むことが正しいと思っていた。大人たちの言葉が全て正義だと思っていた。……そうすればみんな褒ほめてくれるから。……そうすれば、わたしは誰だれにも責められないから。──でも、これじゃあ、わたしのやってきたことって」

　──ただの、人殺し。

　抜ぬけ殻がらのようになって呟つぶやく彼女を、秋あき人とは無意識に抱だきしめていた。

「気をしっかり持て。──その苦しみは、痛いほど分かる」

「────」

　今のフィリアは、半年前の秋あき人と自身だ。

　命令に従うことそれ自体を大義名分にしていた彼女は、データドライブの中身を見た今、自分の正義が崩ほう壊かいした。

　死にゆく者の瞳ひとみ。流れる朱しゆの色に、引いたトリガーの軽さ──。記き憶おくがフラッシュバックしては、濁だく流りゆうのような罪の意識が身体を押おし潰つぶす。

　そんな心の悲鳴を彼女は今、耳にしているのだ。

　だからこそ、伝えたかった。フィリアは一人ではないと。ここにもう一人、その苦しみを分かつ人間がいるのだと。それを分かって欲しくて、彼女の背に回した腕うでに力を籠こめた。

　フィリアは絞しぼり出だした声で問う。

「……あなたも、同じ気持ちだったの？」

「そうだ」

「…………だから、撃うてなくなったの？」

「ああ……そうだ」

　フィリアの顔が秋あき人との胸むな元もとに押し付けられる。じわりと熱いものが広がるのを感じた。

　それは、彼女の涙なみだだった。

「………………わたし、今までなんてことを」

　それから長い時間が経たった。実際は数分程度だったはずだ。しかし、秋あき人とには二時間にも三時間にも感じられた。その間にフィリアの震ふるえは少しずつ収まり、不規則だった呼吸も落ち着いてきた。

　フィリアは片手で涙なみだを拭ぬぐうと、その手で顔を隠かくしながら秋あき人とから離はなれる。

「……ごめんなさい。ありがとう。……少し、落ち着いたわ」

　秋あき人とは何も言わず、代わりに本当に大だい丈じよ夫うぶか？　と目で訊たずねる。

　フィリアは大だい丈じよ夫うぶ、と言って息を吐く。そして視線を頭上の遥はるか向こうに向けた。

「……でも、この先どうすれば」

「逃にげる。それしかないだろう」

「そう、ね……。でも、戦争まるごとシミュレーションするような連中を相手に、逃にげ切きれる？」

　そう言った矢先、身体に緩ゆるやかなＧを感じる。

　エレベーターの籠かごが減速しだしたのだ。

　みるみるうちに速度が落ちていくと、やがて小さな振しん動どうとともに停止する。

　そして爽さわやかな電子音がして、扉とびらが左右に割れた。

「────」

　秋あき人とはフィリアと顔を見合わせ、無言で外へと踏ふみ出だす。

　そこは、嶺れい京きようの北部のはずれに位置する一つのターミナル駅だった。

　連れん絡らく塔とうの地下施し設せつと同様に商業区画が付設された複合施し設せつとなっており、吹ふき抜ぬけの広々とした空間には立体的に伸のびたエスカレーターが鳥の巣のように組み合わさっている。

　しかし、地下とは決定的に異なる点があった。どこもかしこも弾だん痕こんまみれで、至る所から灰色の空が覗のぞいている。戦火の生々しい傷きず跡あとの数が桁けた違ちがいであった。

　時刻は十五時を少し過ぎた頃ころ。

　フィリアと並んで建造物の外へと出ると、見慣れた超ちよう高層ビル群が視界一面に広がる。

　秋あき人とはその街並みを、喉のどを見せて見上げた。

　すると、不意に脳内に合成音声が鳴なり響ひびく。

『ARCADIA is Online』

　視界端はしのウィンドウに文字列が追加され、インジケーターの一つが緑に変化する。首に嵌はまる変数体同期装置ＭＳシンカーから不可視のネットワークを経由して、記き憶おくデータがアルカディアのサーバーへとアップロードされ始めたのだ。

　秋あき人とは慌あわてて〈ニューラルゲート〉をオフラインにする。

「フィリア、アルカディアから──戦略統合システムＵＴＡＳから切断しろ！　テレサがアルカディアを掌しよう握あくしているとすれば、同期した瞬しゆん間かん位置がバレる！」

「──っ、分かった！」

「それにこいつも壊こわさないと……っ」

　そう言って、秋あき人とはハンドガンを抜ぬき、その銃じゆう口こうを手に持つ筐きよう体たいへと向けた。

　──その瞬しゆん間かんだった。

「が……ッ！」

　右みぎ肩かたを射しや撃げきされ、データドライブを手放してしまう。

「あ……っ！」

　筐きよう体たいは砂じや利りにまみれたコンクリートの上を滑すべり落おちていき、何度もバウンドしたのちに四十メートルは先にある路面へと転がった。幸い中の不幸と言うべきか、軍用の堅けん牢ろうなケースに収められているため、あの程度の衝しよう撃げきでは壊こわれないだろう。

「……誰だれッ！」

　フィリアが弾だん丸がんの飛んできた方角に銃じゆう口こうを向ける。

　秋あき人とはその隣となりで、穿うがたれた箇か所しよに止し血けつ剤ざいの入った注射器インジエクターを射うち込こんだ。

　その直後。

　脳内にけたたましい警告音アラートが響ひびくと同時に、二人の足元に深しん紅くの円が次々に表示される。

　それは、小型高機動ミサイルの着ちやく弾だん予測円。

「──小型高機動ミサイル、三一六の方角から十六発!!」

　フィリアが顔を上げて悲鳴に近い声を上げて、反射的に後ろに下がろうとする。

　そこを秋あき人とは彼女の腕うでを摑つかんで、アスファルトの地面を蹴けり上あげた。

「前だ！　前に避よけろ!!」

　半はん拍ぱく遅おくれて、戦術支し援えんアプリケーションが秋あき人との視界に回避ドツジルートを指し示す。その矢印が指すのもまた正面の方向だった。

　十六の真っ白な弾だん頭とうが白はく煙えんを曳ひいて接近する。

「……ッ」

　それを二人並んで身を捻ひねって回かい避ひすると、ミサイルの唸うなりが遠ざかっていく。

　直後、背後から熱が身体を追おい越こし、遅おくれて耳をつんざくような音とともに爆ばく発はつの衝しよう撃げきが大気を揺ゆらした。

「ぐぅっ！」

　二人の身体が宙を舞まい、しばしの滞たい空くうを経てヒビだらけの地面に叩たたきつけられる。見ればそこは地面ではなく、折り重なったビルの一部だった。身体状じよう況きようを示すウィンドウに目を走らせる。幸い、衝しよう撃げきに脳が揺ゆれているだけで、外傷もなければスーツの欠損もないようだった。

　秋あき人とは身体に降り積もった破は片へんを散らしながら上体を起こす。

　すると、そこに一つの足音が鳴なり響ひびいた。

「こんにちは一いち之の瀬せ秋あき人と、そしてフィリア・ロードレイン。よかったわぁ、間に合って。回収しろって言ってるのに、なーにデータドライブ壊こわそうとしてんのよ」

　声に顔を上げると、噴ふん煙えんの先から一人の女性が滲にじむように現れる。
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　その女性はデータドライブの前で立ち止まると、あろうことかそれを拾い上げた。

　年ねん齢れい二十代後半か。いや、もっと若いかもしれない。

　艶つやのある大人びた貌かおがその年ねん齢れいにベールを掛かけている。

　つり上がった目が特とく徴ちよう的てきで、その瞳ひとみは狩人かりゆうどのそれを思わせる鋭するどい眼光を携たずさえていた。

　チョコレート色の髪かみを後ろで一つにまとめており、見慣れない型の朱色のタクティカルスーツに身を包んでいる。

　あえて言えば、秋あき人とやフィリアのよりも洗練されたデザインだった。少なくとも、これまで戦場で秋あき人との見たことのない形状だった。彼女の腰こしからはジェットキットのほかに、ミサイルランチャーが幾いく本ほんもフレアスカートのように広がっている。先ほどの攻こう撃げきは、アレから放たれたのだろう。

　その女性はデータドライブを眺ながめて心底ほっとした顔をする。

「あー……よかった、なんとか回収できた。ほんっとふざけてんじゃないわよ。足元脆もろいって言ってんのにどうしてグレネード合戦ができるわけ？　信号をロストした時は気絶するかと思ったわ」

「──あんた、エルゼ・アインハルトか」

「ん？」

　女性は秋あき人とたちの存在を思い出したかのように顔を上げて眉まゆを顰ひそめた。

「カマかけにしては何か確信を持ってるような顔をしてるわね。ははあ、なるほど。どうやって解かい凍とうしたのかは知らないけど、コレの中身を見たわけだ」

　そう言ってエルゼはショートバレルの〈ＭＡＲ−16〉の銃じゆう口こうを秋あき人とへと向ける。

「好こう奇き心しんは猫ねこをも殺す──九回と言わず何度も生き返ることのできるあなたたちだって例外じゃないわ」

　直後、発はつ砲ぽう。

　それを予見していた秋あき人とは強ごう引いんに身体を逸そらして回かい避ひする。

　続けて、エルゼは腰こしのランチャーからミサイルの束を撃うち放はなった。二人はこれもまた瓦が礫れきに身を隠かくすことで直ちよく撃げきを回かい避ひするが、またもや爆ばく風ふうに吹ふき飛とばされてしまう。

「きゃあ──っ！」

　飛ばされた先で、綿密に秋あき人との回かい避ひ行動を計算したのであろう六・八ミリ弾だんが襲おそい掛かかった。

　これを秋あき人ととフィリアは各自の得物のトリガーを引いて何とか撃うち落おとすことに成功する。しかし、迎げい撃げきできたのは致ち命めい弾だんのみで、いくつものかすり傷を負ってしまう。演算能力負けしているのが明らかだった。

　秋あき人とは奥歯を食いしばり、スーツから端たん子しを伸のばしてフィリアに差し出す。

「フィリア！　ＮＬＩ接続するぞ！」

　フィリアはコンマ三秒苦く悶もんの表情を浮うかべたのち、乱暴に秋あき人との手から端たん子しを奪うばい取とった。

「～～～～～～！　ほんっとしょうがないんだから！　今回だけよ！」

　フィリアと半身を密着させる。

　そうして彼女のほっそりとした指先に収まる端たん子しが、フィリアのスーツに接続された。

　同時に、初めて見るデザインの仮想ウィンドウが立ち上がる。

　それはＮＬＩ接続用のユーザーインターフェース。

　秋あき人とにとってもＮＬＩ接続が初めてなのだ。そのウィンドウの中で、これまでに目にしたことのない莫ばく大だいな周波数を計測する。

　しかし、それもつかの間、一いつ瞬しゆんでゼロへと還かえした。理由は単純。秋あき人との演算能力を全てフィリアが持って行ったのだ。

『おまっ、全部持ってくなら先に言ってくれ……！』

『リロードのタイミングで演算能力全部返すから準備しておいて！』

『あーもうっ、了りよう解かい！』

　秋あき人とは半ばヤケになって脳内で叫さけびながら、フィリアの半歩分後方に位置をずらして〈ＭＡＲ−16〉の空マガジンを棄すてる。

『二五の方角からミサイルが二発来る。両方撃うち落おとしたらわたしも空になる！』

『オーケー！』

　マガジンポーチから最後の二本になったうちの一つを抜ぬくと、〈ＭＡＲ−16〉に叩たたき込んでボルトをリリースした。

　直後、すぐ目の前で爆ばく炎えんが二つ上がったかと思うと、フィリアの短い声が脳に直接響ひびいてくる。

『オルタネート！』

　それは、地下で決めた二人の合図。

『レディ──』

　秋あき人とは自分の言葉とともに大きく一歩踏ふみ出だし、フィリアに並ぶ。

『ゴー！』そして秋あき人とが続けて叫さけぶと同時、フィリアが秋あき人との背後に下がった。

　流れるような動作でフィリアと位置を代わると、同時に二人分の演算処理能力が戦術支し援えんアプリケーションへと割り当てられる。全能感が身体を支配する。

　秋あき人とは大おお股またで前進しながら、迫せまり来くる弾だん雨うに向けて単たん発ぱつ撃うちで発はつ砲ぽうした。迎げい撃げきするのは致ち命めい弾だんだけでいい。そうでなければたちまち弾たま切ぎれを起こしてしまう。

　その動きに合わせてエルゼも後退する。しかし、秋あき人とたちの速度のほうが遥はるかに速い。進しん撃げきするより撤てつ退たいするほうが何をするにしても難しいのだ。

『後方から一発、三秒後。──来るよ』

　フィリアの短い言葉に、それが小型高機動ミサイルの接近のことだと理解する。

　秋あき人とはスーツ右手の射しや撃げき制せい御ぎよソフトに演算能力の大部分を割り当てると、左手でハンドガンを抜ぬいて振ふり返かえった。

　そして立て続けに五度トリガーを引くと、弾だん道どうを逸そらした小型ミサイルが近くのビルへと突つっ込こみ膨ぼう大だいな粉ふん塵じんを巻き上げて爆ばく散さんする。

　それからハンドガンをマウントに戻もどし、〈ＭＡＲ−16〉を両手で保持しなおす。そうしてエルゼのばら撒まく弾だん丸がんの雨を丁てい寧ねいに撃うち落おとしていった。

『きっついな……！　演算能力もギリギリだ！』

『いつでも代われる。でも、これが最後のマガジンだから！』

　そうしてマガジンの残ざん弾だんが五発になり、秋あき人とは叫さけぶ。

『オルタネート！』

　言葉と同時、フィリアの返答なしで位置を交代する。いつでも代われる──そのフィリアの言葉から、彼女ならノータイムで入いれ替かわりに来るだろうと踏ふんだ結果だった。

　二人の思考がリンクする。溶とけていく。

　ＮＬＩ接続にそこまでの機能はない。あるのはあくまで演算能力の貸し借りだけ。必要な時に余よ剰じよう演算量を渡わたすだけの単純なシステムだ。だから、これはＮＬＩ接続のシステム的な現象ではなく、意識的なリンクなのだ。

　電子的なやり取りもしていないのに。言葉という音声データもほとんど交かわしていないのに。

　今、秋あき人とは隣となりの少女が何をどう考えているのかが手に取るように分かる。

　そして彼女もまた秋あき人との思考を読んでいることもまたハッキリ分かる。

　それが異様に心ここ地ちよかった。

「こっ、の──！」

　エルゼが憎にく々にくし気げに呻うめく。彼ひ我がの距きよ離りは既すでに二十メートルを切っていた。

　あと少しで手が届く。

　データドライブに手が届く。

　そしてエルゼがこの至近距きよ離りでライフルを撃うち切きったその瞬しゆん間かん。秋あき人ととフィリアはすかさずデータドライブの入った彼女の腰こしのポーチに向けて発はつ砲ぽうしたその時。

　ここに来てエルゼが虚こ空くうに向けて叫さけんだ。

「──っ、統合本部アジテーター、予備演算区画〈０００〉の緊きん急きゆう割当を要よう請せい!!」

「……！　なんだよっ、それ！　聞いたことないぞそんな区画!!」

　これまでにない速度でエルゼが身体を翻ひるがえし、弾だん道どうからデータドライブをどける。

「……っ！」

　代わりにエルゼは二発被ひ弾だんするが、痛みには慣れているのか眉まゆを動かしただけで身体は止まらない。そしてエルゼの腰こしから一発の小型高機動ミサイルが射出される。

　弾だん丸がんを撃うち尽つくしたフィリアに代わり、秋あき人とが二人分の演算能力を使って全力で迎げい撃げきする。しかし、こちらの行っているミサイルの弾だん道どう計算の更さらに裏をかくように細かく軌き動どうを変えてくる。

「ぐ……、く……っ！」

　果たして、数発がその表面を削けずり取とったところで、最後のマガジンを空にした。

　直後、視界が真っ白に塗ぬりつぶされ、展開した仮想ウィンドウに激しいノイズが走る。

　遅れて、爆ばく音おんが大気を震ふるわせた。

　秋あき人ととフィリアの足元にミサイルが直ちよく撃げきしたのだ。

「がッ──は」

　視界が回る。痛みが痛みを上書きし、痛覚を麻ま痺ひさせていく。

　気が付けば、秋あき人とは仰あお向むけに倒たおれていた。

　首を持ち上げると、スーツの至る所が裂さけて血が流れ出している。二人を繫つなぐコードは今の爆ばく発はつで切断されてしまったようだった。

　秋あき人とはそれから痛みなど無視して首を回す。

　すぐ隣となりにフィリアが横たわっていた。彼女も同様にスーツがあちらこちら破けていて、血にまみれて荒あらく呼吸を繰くり返かえしていた。

　遠くから足音が近づいてくる。

　秋あき人とは喉のどから声を絞しぼり出だした。

「……フィリア、フィリア」

　うっすらと持ち上げられた瞼まぶたの隙すき間まから青の瞳ひとみが覗のぞく。

　彼女の手が伸のびる。秋あき人とはそれに自分の手を重ねる。

　そこで近づいてきた足音が止まった。

　目を向けるまでもない。エルゼである。

「あなたたちは黙だまって大人の言うことを聞いていればそれでいいのよ」

　二人は手を握にぎった。

　直後、二発の銃じゆう声せいが鳴なり響ひびいた。
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　エルゼ・アインハルトは、腹と腕うでに包帯を巻いた状態で執しつ務む室しつに入った。

　中に入ると、ウィスキーグラスを手に持った神かん崎ざきが振ふり返かえる。

「戻もどってきたか」

「いいんですか。あの二人の記憶変数体マインドステートをダウングレードしなくて」

　神かん崎ざきは困ったような顔をして肩かたを竦すくめた。

「したくてもダウングレードできないんだ」

「……？」

　そうして神かん崎ざきが宙に展開したのは、データドライブの中身を映したホロウィンドウ。

「凍とう結けつされたプロジェクトデータなんだけどね、どうやら最初にアクセスした人間の記憶変数体マインドステートが次回以降のアクセスキーになっているようなんだ」

「一いち之の瀬せとロードレインの記憶変数体マインドステートを経由させなければ、閲えつ覧らんすることもできないと？」

「そういうこと」

　エルゼは両手を腰こしに当てて息を吐はいた。

「そうは言ってもあの二人を野放しにはしておけないでしょう」

「かつ作戦には参加してもらわないと、とてもじゃないが明日の納期に間に合わない。やっぱり一いち之の瀬せとロードレインのスペックの高さは異常だよ。いるのといないのとじゃ、タスクの進み方が段だん違ちがいだ」

「……しかし、それではどうするつもりですか」

　首を傾かしげると、神かん崎ざきは得意げな顔をする。

「もう二人には話をしてある。従わなければ仲間ともども相方を処分するとね。あの二人、いつの間にか仲間意識が芽生えていたみたいで、これが一番効いた。その代わりに、今まで通り素す直なおに従えば二人は有能だから処分せずに生かしてやるとも言ってやったよ」

　上司の言葉にエルゼは嘆たん息そくした。

「……相変わらず、意地が悪いですね」







　秋あき人とはエルメア軍基地にある複体再生リスポーン用の区画で目覚めるなり、神かん崎ざきからの通信を受けた。

　話の内容は、これまでと同様に作戦──その実はテレサ社の実験──に従わなければ、玲れ奈なや遼りよう太た郎ろうのみならず、フィリアまでも処分するというものだった。秋あき人ととフィリアがこれに従えば、二人のことは実験が終わっても生かしてやるという甘かん言げん付きで。

　最も早はや、神かん崎ざきも取とり繕つくろうつもりもなく、やりとりは実に淡たん々たんとしたものだった。

　だが、真実を仲間たちに伝えてはならないとは言われていない。

　まずは仲間に真実を話そう──そう思って彼らの元に秋あき人とは向かったのだが──。

　現実はそう甘くなかった。

「このクソ野や郎ろうが！」

　遼りよ太うた郎ろうの拳こぶしが秋あき人との左ひだり頰ほおを抉えぐった。

　脳が揺ゆれ、衝しよう撃げきに秋あき人とはたたらを踏ふんだ。

「ちょっとリョウ──！」

　玲れ奈なの悲鳴が響いた。

　倒たおれ込こみそうになったところを、遼りよ太うた郎ろうに胸むな倉ぐらを摑つかまれ強ごう引いんに立たせられる。

　そうして頭ず突つきする勢いで真っ赤に髪かみを染めた頭が目の前に迫せまった。

「コイツは俺たちを裏切りやがったんだ！」

　秋あき人とは頰ほおが燃えるように熱くなるのを感じながら、顔の位置を戻もどして喉のどを張る。

「裏切ってなんかいない！　全部仕組まれてたんだよ！　この戦争も、俺たちという存在も全部！」

　秋あき人とが裏切ったとの情報が基地の間で既すでに流る布ふされていた。十中八九、神かん崎ざきの仕業だろう。

　きっと、フィリアも今いま頃ごろ同様の状じよう況きように陥おちいっているに違ちがいない。

「だったら神かん崎ざきの野や郎ろうが噓うそついてるって言うのかよ！」

「何度も言わせんな……っ！　アイツはエルメアの人間どころか軍人でもない、テレサの人間なんだよ！」

　再び拳こぶしが飛んでくる。

「ああ、それはさっきも聞いたぜ馬鹿野や郎ろう。この戦場が全部実験で、黒幕は大佐だってな。誰だれがんなホラ信じるんだよ！　大佐はムカツク野郎だが散々世話になった恩人だろうが！」

　ロッジとなっている食堂に遼りよ太うた郎ろうの怒ど声せいが響ひびき渡わたる。

　今や二人を大勢の兵士たちが囲んでおり、分厚い人ひと垣がきを作っていた。その誰だれもが秋あき人とに侮ぶ蔑べつの視線を向けてくる。

　遼りよ太うた郎ろうは拳こぶしの先から血を垂らしたまま直立する。

　秋あき人とは口から血を足元に吐はき出だすと、立ち上がった。

「お前らも一度はおかしいと思ったことあるだろ……っ。ここにいる全員が《パティオ》の出身者だったこと。統合本部アジテーターからの接敵情報がいつだって正確だったこと。エルメアもロッツも敵同士なのにアルカディアっていう全く同じシステムを使っていること──全部仕組まれてたんだ……っ！」

「うるせえ、テメェ往おう生じよう際ぎわが悪りぃぞ！」

　そしてもう一度、遼りよ太うた郎ろうの拳こぶしが飛んでくる。

　遂ついに秋あき人とは視界を真っ白にし、次の瞬しゆん間かんには頭から地面に崩くずれ落おちていた。

「が……ッあ」

「アキ！」

「玲れ奈な、やめろ。……アイツに近寄るな」

　ぼやけた視界の中で、興ざめしたのか人ひと垣がきがまばらに散っていくのが見える。

　その中で玲れ奈なが一いつ瞬しゆん振ふり返かえって、顔を歪ゆがめて踵きびすを返した。

　秋あき人とは静かに瞼まぶたを下ろす。

　これが虚きよ構こうの箱庭だと知りつつ、このまま大人に従って全て知らないふりをして、なかったことにして日常に戻もどるべきなのだろうか。

　拳こぶしに力が籠こもる。

　しかし、そうなると秋あき人とは再び戻もどらなければならない。

　死を繰くり返かえし続ける、あの血に塗まみれた戦場に。

　そうなれば、蒼あおと白銀の少女──フィリア・ロードレインとの戦せん闘とうは避さけては通れないだろう。

「────」

　半年前の冬の日に見た、彼女の瞳ひとみを思い出す。

　殺してくれと呟つぶやきながら、爛らん々らんと輝かがやいていた蒼あおの色が鮮せん烈れつに蘇よみがえる。

「──クソ」

　どこに足を踏ふみ出だしても、一寸先は闇やみ。

　何が正しくて、何が間ま違ちがっているのか、最も早はや分からなかった。







　遠くから大勢の若い男女がバカ騒さわぎする声が聞こえてくる。

　夜中の食堂から煌こう々こうとした電でん飾しよくの灯あかりが漏もれており、こんな遅おそい時間にも関わらず未いまだにバーベキューの煙けむりが立っていた。今日はビーアサルトの大会を開かい催さいしており、基地の全隊員を巻き込んだ大イベントの真っ最中なのである。

　ロッツと比べると規則もあってないような程度なので、その辺はやりたい放題だ。

　そんな騒さわぎに秋あき人とは背を向けて、一人夜のグラウンドを歩く。

　右手には食堂からとってきた炭酸飲料の缶かん。左手はポケットに突つっ込こんだ握にぎり拳こぶし。

　顔には医い療りよう用ようナノマシンを塗と布ふした湿しつ布ぷを幾いく枚まいも貼はっていた。

「……この先、どうするかな」

　二十三種類のフレーバーが混じっていると謳うたう炭酸飲料の入った缶かんをぐい、と煽あおった。薬に似た独特の風味が口の中に広がり、喉のどを冷やす。しかし、炭酸の力を借りても、口の中に残る陰いん鬱うつな感情の苦みは消えてくれなかった。

「アーキ」

　不意に背後から名を呼ばれる。足音も聞こえなかった上に、まさか誰だれか近くにいるとは思わなかったため、秋あき人とは缶かんの中身をこぼす程度には驚おどろいた。

　ゆっくり振ふり返かえると、そこには大きめのＴシャツにホットパンツといった、いたく涼すずし気げな恰かつ好こうをした玲れ奈なが立っている。

　秋あき人とは口を開くなり、努めて声のトーンを落とした。

「……なんだよ」

「話し相手が欲しいかと思って」

「いらないよ。一人にしてくれ」

　すると、玲れ奈なはむくれて踵きびすを返すかと思いきや、その顔に微び笑しようを浮うかべた。

「アキは優やさしいね。私なら大だい丈じよ夫うぶだよ。今アキとこうして話してるところを見られたからって、私にとやかく言える人間なんていないから」

　心の内を全部見み透すかされていることに恥はずかしさを覚え、秋あき人とは目を逸そらす。

「ずいぶんな自信だな」

「私、こう見えて世よ渡わたり上う手まいんで」

　玲れ奈ながもう一度笑う。

　秋あき人とはどんちゃん騒さわぎの食堂のほうを見やる。

「今日、ビーアサルトの大会なんだろ。行かなくていいのか」

「アキの罰ばつゲームがないんじゃ、やる意味ないし」

「お前……遂ついに罰ばつゲーム目的って自分で言ったな？」

「あれ、ミスった。今のは忘れて」

　てへ、と悪いた戯ずらっぽく玲れ奈なは舌を出すと、彼女も手に持っていた缶かんに口をつける。缶かんのラベルはこんな暗くら闇やみでもハッキリと見えるほど、どギツイ緑色をしていた。玲れ奈なは基地の中でも一位二位を争う甘党で、メロンソーダが大の好物なのだ。

「またそんなもの飲んでると、風ふ呂ろ場ばで悲鳴を上げることになるぞ」

「今日は糖分取ってないとやってられない気分なの。──って言うか、アレ聞こえてたの？」

「玲れ奈なの悲鳴は男おとこ風ぶ呂ろまでよく響ひびく」

　二キロ太ったとかなんとか、まるで天気予報みたいに毎度叫さけんで浴よく槽そうにダイブして女子たちを騒さわぎに巻き込む──そんな行為をこの玲れ奈なは週に二度は繰くり広ひろげているのだ。

　玲れ奈なは照てれ隠かくしで、たはーと笑っていたが、しばらくすると遠い目をして夜空を見上げた。

「みんなは気付いていないけど私はさ、アキが人を撃うてなくなった理由を知ってるんだよ」

　秋あき人とは思わず顔を上げ、玲れ奈なの横顔を見た。

　すると玲れ奈なが視線を下ろし、秋あき人との瞳ひとみを正面から見み据すえる。

「《致死の蒼リーサルブルー》と戦うの、イヤ？」

「そりゃ、あんだけ強いからな。厭いやに決まってる」

「そうじゃなくて」

　若じやつ干かん苛いら立だった声を上げて玲れ奈なは一歩秋あき人とに詰つめ寄よる。

「言ってる意味、分かるよね」

　秋あき人とはわざと視線を逸そらした。

「全く分からない」

　しかし、玲れ奈なはそのずらした目線の先に入り込んでくる。

「二週間弱、ジオシティ・イオタを一いつ緒しよに踏とう破はしたんだよね。それだけじゃない……アキはこれまで、何時間も何日も何年も《致死の蒼リーサルブルー》と戦ってきた」

　秋あき人とは再度視線を外す。

　そこに、これまでよりも大きな声が飛んできた。

「──あの人のこと、好きなの？」

　オブラートにも何にも包まれていない、一直線なその言葉にドキリとする。

　それを、秋あき人とは必死に抑おさえ込こもうとする。

「……そんなこと聞いて何になる。俺とアイツは敵同士で、それ以上でも以下でもないだろう」

「そっか──やっぱりね」

　玲れ奈なは背を向けて一歩二歩と歩いた。

　遅おくれて、秋あき人とは自分が言った言葉が半分はもう答えているようなものだと気が付き目を覆おおう。

「ねえ、アキ」

　すると、玲れ奈ながくるりと振ふり返かえる。

　黄金の髪かみが宵よいに舞まった。

「欲しいものは欲しい時に摑みに行かないと手に入らないものなんだよ。そう思ったらさ、色々と悩なやみも吹ふっ切きれない？」

　秋あき人とは目を開き、それから自然と笑えみを浮うかべていた。

「……玲れ奈なはたまに難しいことを言うな」

「女の子のほうが精神年ねん齢れい上なので」

「違ちがいない。俺はまだまだガキだよ」

　玲れ奈なと話して心にすとんと落ちるものがあった。

　──フィリアともう一度笑って話したい。

　それが秋あき人との純じゆん粋すいな想おもいだった。







　天あま城しろ玲れ奈なは、グラウンドに残った黒くろ髪かみの少年に笑え顔がおで手を振ふってから歩き出す。

　そうしてロッジの裏手まで周り、グラウンドが見えなくなったところで、玲れ奈なはその場にしゃがみ込んだ。

「あ──………本当、私のバカ。なにやってるんだか」

　玲れ奈なは深い溜ため息いきをつく。

「敵に塩を送るとはこのことかー……」

　それから玲れ奈なは夜空を見上げ、一人自じ嘲ちようした。
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「──というわけなのですが、ロードレイン中佐、いかがいたしましょう」

　青白いホロウィンドウが無数に展開したブリーフィングルーム。

　薄うす暗ぐらいその部屋の中で、フィリアは部下に言葉を向けられてはっと我に返った。

　瞼まぶたに焼き付いていた秋あき人との表情が、搔かき消きえる。

「え……っ。……ごめんなさい、もう一度お願いしてもいい？」

　慌あわてて顔を上げ、面おも長ながな少年の顔を見る。

　その少年はフィリアのその反応に驚おどろきながらも、硬かたい面おも持もちを保っていた。

　秋あき人とだったらここで肩かたを竦すくめて小さな皮肉の一つでも言うだろうな、と思って、慌あわてて頭を横に振ふる。隙すきあらばあの男に関連付けてしまう自分に、驚おどろく以上に戸と惑まどいを覚えた。

　フィリアは自分の下した唇くちびるに右の人差し指を当て、心を落ち着ける。

　複体再生リスポーンした直後、大佐から念を押すような通信があった。

　大人しく作戦に参加しない場合、秋あき人とと連邦の仲間たちを処分するという話だったのだが、もとよりテレサ社という存在に歯向かえるとは思っていなかったので大佐の杞き憂ゆうに終わるだろう。

　また、基地内にはフィリアがデータドライブを意図的に《血も無き兵ブラツドノート》に譲ゆずり渡わたしたとのデマが広がっていた。

　しかし、幸いと言うべきか基地内の兵士のほとんどはフィリアに対して信しん服ぷくが厚かったため、その情報をたいして信じてはいなかった。フィリアほど厳格な人間はいないという共通認にん識しきがあったのだ。きっと、あの食えない大佐も驚おどろいたことだろう。

　ただし、そんな厳格でエリートな兵士像があったからこそ、フィリアの口から真実を言うような真ま似ねはできなかった。フィリアの言葉を信じてくれるのは、ひとえに連れん邦ぽうへの忠義の厚さ故ゆえなのだ。

　だからこそ、前よりも自分の孤こ立りつを感じる。

　これまではただ単純に人間関係の希き薄はくさから来る孤こ独どくのみだった。

　しかし、今は違ちがう。彼らと自分の価値観が別物であるとハッキリ感じる。

　まるで真っ黒な羊の群れの中で自分だけが白い羊のような、そんな孤こ独どく。

　それでも、周りの目には今でもフィリアのことは黒い羊だと映っているのだ。

　──秋あき人とはこの半年、ずっとこんな気持ちを抱いだいていたのだろうか。

　フィリアはぎゅっと自分の胸を上から押さえつけた。

　すると、目の前で面おも長ながの少年を、また別のガタイのいい少年が小こ突づいた。

「馬鹿、中佐は長時間にも及およぶ脱だつ出しゆつ任務から復帰されて間もないのだぞ。普ふ段だんのペースで話したお前が悪い」

「うるさい、分かってるよ。──失礼しました中佐、もう一度お話しします」

「……ありがとう」

「新たな対人戦せん闘とうの作戦案についてです。アルカディアを前提とした現代の戦場では、より多くの敵をキルし複体再生リスポーンさせることで、戦線を押し込めるかの消しよう耗もう戦せんの形態が基本となっています」

「そうね」

「今回は、最優先事じ項こうをキルではなく、敵歩兵の武器破は壊かいに重点を置くというご提案です」

　フィリアは息を吞のんだ。

「──ま、待って。そしたら、敵兵が複体再生リスポーンできないんじゃ──」

「ええ、ですからそれが目的なのです。エルマーの兵装を破は壊かいし、非ひ致ち命めい弾だんを撃うち込こむ。そうすることでできるだけ長く強く苦痛を与あたえ、戦意を喪そう失しつさせる──そういった作戦なのです」

　フィリアはフラッシュバックする。

　半年前にまさに自分が陥おちいった冬の日を──全身から他の感覚が薄うすれていく中で、永遠にも続くかと思えた痛みと孤こ独どくに苛さいなまれた時のことを。

　あの時フィリアに銃じゆう口こうを向けた、秋あき人とのひどく哀かなしい表情を。

「だ、だめ！　その作戦は承服できない」

　フィリアは思わず叫さけんでいた。

　想像してしまう。

　自身の命を絶つ手段を奪うばわれ、血の海に沈しずむ彼のことを。

　きっと秋あき人とは、そんな状じよう況きようでもフィリアの顔を見るとあの痛々しい笑えみを浮うかべるのだ。

「──中、佐？」

「────」

　静まり返ったブリーフィングルームを見て、しまったと、フィリアは後こう悔かいした。

　しかし、既すでに口から出てしまった言葉を悔くやんでも時は戻もどらない。

　怪け訝げんな顔を向けられる中、必死に別の言葉を探す。そうして口から捻ひねり出だすのはでっち上げたこじ付けの理由。

「……この部隊の最大の強みは他に追従を許さないキルタイムよ。提案してくれたやり方では対人戦せん闘とうの数字が落ちてしまう」

「おお……流石さすがロードレイン中佐。確かにその通りですね」

「……せっかく提案してくれたところ悪いけど、対人戦せん闘とうの方針に変へん更こうはないわ。……より多く、より早く敵を殺す。ただそれだけよ」

「了りよう解かい」

　ブリーフィングルームの仲間たちの声が揃そろう。

　フィリアは誰だれにも気付かれないように静かに息を吐はいた。







　フィリアはブリーフィングルームを出ると、中庭に足を向けた。

　先ほどまでの無機質な部屋から一変して、古風でありながら絢けん爛らん豪ごう華かな宝ほう飾しよくや絵画の並ぶ廊ろう下かを進む。

　ここの基地はかつてローレリア連れん邦ぽうの保有していた宮きゆう殿でんを改築したもので、こうした場ば違ちがいな景色の中を、最新兵器を持ち歩く兵士たちが往来する。

　そんな石造りの廊ろう下かに四面を囲まれた芝しば生ふ敷じきの中庭に出て、空を見上げる。

　珍めずらしく夕焼け色に染まった晴れ空は美しいが、どこか作り物めいていた。

　地下で見上げた偽にせ物ものの穹おおぞらのほうがよっぽど心こころ踊おどる。

「はあ……」

　フィリアは中庭の中央にある噴ふん水すいに歩み寄ると、揺ゆれる水の流れをぼうと眺ながめる。

　──わたしたちがやっているのは、テレサ社による実証実験。

　その事実を忘れ、いつもの日常に戻もどることはひどく簡単だ。

　それは覚かく醒せいしてからこれまでの数時間のやりとりで痛いほど分かった。

　あの地下での日々も忘れ、データドライブに収められた情報の正体も忘れる。

　たったそれだけの記き憶おくをなかったことにするだけで、いつでも前の自分に戻もどれる。

「……たった二週間程度のイレギュラーだったのに、まるで別人ね」

　そうフィリアが自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた時だった。

「フィリア、大だい丈じよ夫うぶ？」

　不意に、背後から肩かたを叩たたかれる。

　振ふり返かえると、そこにはルームメイトのシスティが立っていた。

　彼女は近くを行き来する他の女性の兵士から上がる黄色い声に、笑え顔がおを向けて手を振ふっている。フィリアと違ちがい、彼女はその辺かなり親切だ。

　フィリアはいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらを作って返す。

「何が？　わたしはいつも通りだけど」

「まるで生いき甲が斐いを見失ったって顔してる」

　そう言って、システィはちょん、とフィリアの鼻先をつついた。

　悪いた戯ずらっぽく笑うシスティを前にして、騙だまし討うちされた猫ねこみたいな顔をしてしまう。

「……なにそれ。生いき甲が斐いなんて最初から持ち合わせてないわよ」

「噓うそつき。ローレリア一の戦せん闘とう狂きようが何言ってるんだか。『我戦う、故ゆえに我あり』とはフィリアのことじゃない」

「微び妙みように使い方間ま違ちがってない？　……それにわたし、そんなんじゃないから」

　違ちがうの？　とばかりにシスティは肩かたを竦すくめて嫌いや味みな表情を向けてくる。

　この辺、秋あき人とにずいぶん似ている。案外、二人は話したら気が合うかもしれない。

　──と、またあの男のことを考えている自分に気が付き、フィリアはぎゅうっと目を瞑つぶっては開いて頭の隅すみに追いやった。

　誤ご魔ま化かすようにシスティに言葉を返す。

「システィこそ生いき甲が斐いなんてあるの？　たいていの人間、そんなもの持ち合わせていないと思うけど」

「何言ってんの。私の生いき甲が斐いはフィリアだよ。この血に染まった世界の蒼あお一点。これ以上の癒いやしが一体どこにあると言うのだろうか」

　システィはそう芝しば居いがかった口調で言いながら、いつものように抱だき付ついてくる。

　フィリアは嫌いやがる素そ振ぶりで引ひき剝はがそうとポーズをとるが、実際のところは結構こういう彼女の絡からみ方かたが嫌きらいじゃなかった。むしろ、嬉うれしいとさえ言えるかもしれない。

　女の子特有の柔やわらかい感かん触しよくとどこか甘い香りに包まれた。

　そうした人の熱が、孤こ独どくを忘れさせてくれる。

「またそんなこと言って。システィにはもっとたくさん友達とかファンの子たちがいるじゃない」

　周りを歩く別部隊の隊員たちから視線を集めていた。

　流石さすがに恥はずかしくなって彼女の腕うでから逃のがれようとするが、しかし今日は簡単に解放してくれない。

「──いないよ。みんなが好きなのは、優やさしい優やさしい私の仮面だから。フィリアと同じ。だから私には、フィリアしかいない。フィリアがいるだけで、それでいい」

「システィ……？」

「──でも、だから言ってよね。大切なひとができた時はさ。私はフィリアを応援するから」

　いつもと違ちがうシスティの声こわ音ねに、首を回す。

　システィはぱっとフィリアから離はなれ、冬の太陽のようにカラリと笑った。

「最後に親友からのアドバイス。仮面が厭いやになったらそんなの自分で剝はがしちゃえ」

　冗じよう談だんめかしてそう言ったシスティの目は、どこか寂さびしく翳かげっている。

　澄すんでいるのに、昏くらく見えるのはなぜだろう。

　それを見ているだけで、胸むねの奥が締しめ付つけられるように痛む。

　冷たく、静かな彼女の瞳ひとみは、まるでフィリアの心の内全てを見み透すかしているようだった。







　時計の針が天頂を過ぎて久しい頃ころ。

　フィリアは自室のベッドで毛布を頭から被かぶって、膝ひざを抱かかえて丸まっていた。

　ルームメイトは既すでに夢の中で、隣となりのベッドからは小さな寝ね息いきとともに時折「フィリアに黙もく秘ひ権けんはないか、ら……」などと不ふ穏おんな寝ね言ごとが聞こえてくる。

　しかし、それを除けばどこまでもシンと静まった夜だった。

　その静せい寂じやくの中だからこそ、色々なことが止とめ処どなく脳のう裏りを渦うず巻まいてしまう。

　すると、宵よい闇やみの中に蠢うごめく影かげがあった。

「……〈イヴ〉？」

　毛布の隙すき間まの向こうから重力制せい御ぎよ式しきの機体がほとんど無音で近づいてくる。

　泣なき腫はらした顔を上げると、冷たい空気が涙なみだを冷やした。

〈イヴ〉はまるで犬や猫ねこがそうするように器用に毛布の合間を搔かき分わけ、すっぽりフィリアの腕うでの中に納まる。それからまるでフィリアのことを慰なぐさめるかのように機体からだをゆっくり擦こすり付つけてきた。

　完かん璧ぺきに手入れの行き届いた〈イヴ〉の外がい殻かくをそっと抱だきしめる。

「……心配してくれて、ありがとう」

　誰だれにも聞かれないように──万が一システィが起きていても耳に届かないように、小さく囁ささやく。

　自分でも分かっている。

　これが人にん形ぎよう離ばなれできない子供じみた行こう為いだということも。孤こ独どくを紛まぎらわせるために生まれた切ない行動だということも。それでも、〈イヴ〉は戦場だけでなく、幾いく度どもこうして乗のり越こえるには辛つらい夜を支えてくれたのだ。

　だからこそ、〈イヴ〉がいてくれたからこそ、孤こ独どくを乗のり越こえられた。

　既すでに乗のり越こえた──そのはずだった。

　それがここに来て、胸の中にぽっかりと大穴が開いてしまったような空くう虚きよな感覚に囚とらわれている。理由は、はっきり分かっていた。

　腕うでの中で〈イヴ〉が身み動じろぐ。

　宙空に一枚のホロが照射された。

「……もう、〈イヴ〉。それは消してって言ったでしょう」

　言葉とは裏腹に、口くち端はが薄うすく持ち上がる。

　映し出されたのは、幾いく枚まいかの黒くろ髪かみの少年の写真。

　それを見て思い出す。

　秋あき人との手の感かん触しよくを思い出す。熱を思い出す。彼の優やさしさを、思い出す。

　──彼を殺したくない。もう、殺せない。

　ぎゅっと拳こぶしを作って、額を当てる。

　頰ほおに一筋、涙なみだの痕あとが増えた。

　だからこそ、同時に思うのだ。

　自分にその資格が無いことを。

　何度も切り、何度も撃うち、何度も弾はじき、そして何度も穿うがった。

　積み上げた彼の死体は数知れず、常にその顔に銃じゆう口こうを向けてきた。

　何かと理由をつけてフィリアを撃うとうとしない、彼の浮うかべる悲しい笑みへと。

　嗚お咽えつがこみ上げてくる。

　熱い涙なみだが目め尻じりに溜たまり、すぐに耐たえきれなくなって顎あごまで頰ほおを伝った。鼻が詰つまり、やるせない想おもいの籠こもった溜ため息いきが肺はい腑ふから絞しぼり出だされる。

　顔が、首が、上体が熱い。毛布を被かぶっているせいもあるだろう。

　それでも外に出たくなかった。殻からに閉じこもっていたかった。

　この手は、既すでに汚よごれてしまっている。彼の誰だれよりも熱くて真っ赤な血潮によって。

　今、この時ほど自分自身が嫌きらいになったことはない。
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　翌日の昼下がり。

　昨日とは打って変わって、空は砂色の曇どん天てんだった。

　秋あき人とが仲間とともに膝ひざ立だちになって待機しているのは、超ちよう高層ビルの最上階。度たび重かさなる戦火で床ゆかも壁かべも剝むき出だしのコンクリートだけになった、実に風通しのいい空間である。

　地上六百メートルのその場所に、遠えん雷らいのように砲ほう声せいが響ひびいてきた。

　視線を下ろせば、遥はるか眼下の幹線道路で両軍の戦車隊が弾だん頭とうの応おう酬しゆうを繰くり広ひろげているのが見える。

　秋あき人とは重い息を吐はいた。

　作戦をこのまま続けなければ、フィリアと仲間たちはその存在そのものを抹まつ消しようされる。

　しかし、作戦を遂すい行こうすること、はつまり、殺さなければならないということである。

「早く指示出しやがれ」

「……分かってるよ」

　不ふ機き嫌げんを隠かくそうともしない遼りよ太うた郎ろうの言葉に頷うなずくと、秋あき人とは樹海のごとく連なった高層ビルの一角を睨にらみつけた。

　そこにあったのは、蜘く蛛もの巣すのように複数のビルに跨またがって作られた天空の庭園。

　建造当初は世界中の資産家や一流のビジネスマンがこぞって訪おとずれて、酒池肉林を貪むさぼった複合施し設せつらしい。しかし、今となっては度たび重かさなる戦せん闘とうによって廃はい墟きよと化しており、かつての栄えい華がは見る影かげもない。

　現在は、その見晴らしの良さと都市の動線への利便性から、ここ戦域Ｍゾーン・マイクの要よう衝しようとして激戦区となっている。

　空中庭園の名はスカイブリッジ。

　今日の作戦における、エルメア軍の制圧目標である。

　秋あき人とがその場で立ち上がると、その動きに合わせて、他のメンバーもまた一いつ斉せいに起立した。

「ライガー１より統合本部アジテーター。これよりオペレーション・ブルーアウトに合流する」

『本部了りよう解かい。作戦への合流を許可する』

　秋あき人とはチャージングハンドルを引いて、初しよ弾だんを装そう塡てんする。

「──ライガー隊、出るぞ」

　言葉と同時、秋あき人とは部隊を引き連れてビルから空に向かって飛び出した。







　戦場は過去に類を見ないほど混乱を極きわめていた。

　乱戦は乱戦を呼び、時刻は既すでに十七時を回っている。太陽高度もだいぶ落ち、太陽の色も段々赤みを増してきていた。

　そんな中、スカイブリッジに走る幾いく本ほんもの細い通路では、両軍が弾だん丸がんの雨を押し付け合っては、次々に人が地上へと落ちていく。その一方で、レストランやバーが立ち並ぶ中空テラスには、空から射出された降下用ポッドが降り注いで立体的に両軍の歩兵が絡からみ合あっている。

　どこが前線で、どこまでが自軍側で、どこからが敵てき陣じん側がわなのか──。

　そんな境界線は、ここスカイブリッジには存在しなかった。

　あるのはただ弾だん丸がんを放つ者と、受ける者。

　そんな大混戦に更さらにドスロウーオンー群ムが隙すき間まを縫ぬうように飛来して砲ほう撃げきを浴びせていくのだから、広がる光景は地じ獄ごく絵え図ずそのものである。

　その中を、秋あき人とら総勢二十四名のライガー隊が駆かけ抜ぬけていく。

「秋あき人と、テメェまだ誰だれ一人ひとりとして殺してねえじゃねえか！」

「自ド律ロ兵ー器ンはやってるだろ！　イチイチいちゃもんつけてくんな！」

「誰だれのせいで評点稼かせがねえとマズいことになってると思ってんだ！　いちゃもんの百個や二百個言われて当然だろうが！」

「二人とも戦せん闘とう中ちゆうに喧けん嘩かしないでよ！　よくわかんないけど今日はホントにキルタイムもデスタイムも超ちよう早いんだから！　気ぃ抜ぬくと即そくデスるよ!?」

　口々に罵ののしり合あいながら、秋あき人とと玲れ奈な、遼りよ太うた郎ろうの三人の分隊は自ド律ロ兵ー器ンを中心に敵部隊を蹴け散ちらしていく。

　しかし戦えど戦えど戦線は一進一退でいつまで経たっても制圧できる気配はない。

　それも当然だ。こうして子供たちを戦わせることが神かん崎ざきの目的なのだから。

　そうして大型機を対戦車ブレードで切きり裂さいたところで、秋あき人との目め端はしにソレが映った。

　瞬またたくのは白銀の閃せん光こう。

　朱あけの平原に咲さいた一輪の蒼あおい花。

《致死の蒼リーサルブルー》──フィリア・ロードレインである。

　今日一日、ずっと避さけ続つづけていた人物と、ついに相対してしまった。

「────」

「────」

　蒼あおの瞳ひとみと黒の瞳ひとみが絡からみ合あう。

　フィリアはぎゅっと口元を引き結んで、今にも泣き出しそうな顔をしていた。

　他の歩兵と会敵するのとはわけが違ちがう。《血も無き兵ブラツドノート》と《致死の蒼リーサルブルー》である。見敵必殺の宿命の間あいだ柄がら。ここで背を向ければ、フィリアは神崎に処分されてしまう。

　最も早はやそれは逃のがれられない宿命と同義。

　無言で見つめ合うこと、数秒。

　二人は同時に距きよ離りを詰つめた。







　ああ──出会ってしまった。

　炎ほのおの塵ちりが舞まい上あがる中、黒くろ髪かみの少年が立っていた。

　敵味方入り乱れた混戦のはずなのに、その姿だけがクッキリ目に映る。

　彼の瞳ひとみは、悲しさと優やさしさの入り混じった柔やわらかな光を灯ともしていた。

「──やめて」

　フィリアは喉のどを震ふるわせる。

　閉じ込めていた想おもいが、心が、感情が溢あふれ出でる。

　会いたくなかった。会いたかった。

　もう一度見てほしかった。もう二度と見てほしくなかった。

「──やめてよ」

　こんなわたしに、そんな目を向けられる資格はない。

『何をやっているんだい、フィリアちゃん』

『──ッ！』

　そこに、通信が入り軽けい薄はくそうな中年の男の声が脳内に響ひびいた。

　あえて問うまでもない。

　それは、諸悪の根源──カンザキ大佐の声だった。

『早くこれまでみたいに彼を殺すんだ。──でなければ、そうだな。君の大事な大事な親友のシスティちゃんをこの場で処分しちゃうよ？』

『──なに、を』

　フィリアは隣となりのエリアで戦うシスティを見る。彼女もまた、必死に連れん邦ぽうのために戦っていた。

『そんなの実験に支障が出るからできっこないとか思ってるでしょ？　残念、彼女ひとりの命で君が動くほうが遥はるかに進行のためになる。──ほら、早くしないと彼女をアルカディアから切断しちゃうよ？』

『────』

　秋あき人との身体が沈しずむ。

　そうしたくないのに、身体が勝手に秋あき人とと同じように全身のバネを縮めた。

『──そうだ、それでいい』

　神かん崎ざきの歪いびつな笑い声が脳に響ひびく。

　そしてすぐ近くのドローンが爆はぜたのを合図に、二人は同時に飛び出した。

「──っく！」

　先手はフィリアのけしかけたドスロウーオンー群ム。秋あき人とはその機体を殴なぐって蹴けることで軌き道どうを逸そらす。その中に特別異色を放つ機体があった。〈イヴ〉だ。秋あき人とはそれを手のひらでそっと押しのけ、生まれた空間を疾しつ駆くし、フィリアの次の攻こう勢せいルートを阻はばむ形で牽けん制せい射しや撃げきする。

　弾だん丸がんに弾だん丸がんを、演算に演算を重ねて迎げい撃げきを繰くり返かえした。

　二人の周囲は爆ばく風ふうでみるみるうちに抉えぐれていって、流ながれ弾だまに斃たおれた自ド律ロ兵ー器ンの亡なき骸がらが堆うずたかく積もっていく。

「おいおいおい──なんだよあの速度」

「どっちも人にん間げん業わざじゃねえぞ」

　誰だれ一人ひとりとして他の兵士は近づかない。否、近づけない。

　付け入る隙すきがあるどころか、接近した瞬しゆん間かん、蜂はちの巣すになるのは必至だったからだ。

　気が付けば、二人の身体にはスーツを裂さいてできた浅い傷が無数に刻まれていた。足元では雫しずくとなって垂れた血けつ痕こんが斑まだら模も様ようを描えがき、ブーツに踏ふまれて赤黒く伸のばされる。

　それでも、フィリアは銃じゆう口こうを一度たりとも秋あき人とに向けられなかった。

　接近した秋あき人とがフィリアの耳元で小さく叫さけぶ。

「フィリア、もっと撃うて……！　ポーズでいいから戦っているフリをしろ！　処分されるぞ！」

　フィリアは首を大きく横に振ふった。涙なみだの粒つぶが筋となって宙に流れた。

　フィリアは泣いていた。

「無理──無理よ！　もうあなたを撃うてない、もうあなたを殺せない！」

「フィリア──」

「だから殺して。わたしを殺してよ！　──それで、あなたは生きて！」

　いつか雪の舞まう戦場で彼に向けた言葉を思い出す。

　お願い、殺して──。

　あの時も、同じことを頼たのんだ。その時はただ複体再生リスポーンする手段を失っていたために言った言葉だったが、今は違ちがう。今はただ、一いち之の瀬せ秋あき人とという少年に生きて欲しかった。

　秋あき人ともフィリアも何も言わない。

　ただひたすら高速機動による銃じゆう撃げきの応おう酬しゆうを繰くり広ひろげるのみ。

　いつの間にか近きん距きよ離り戦せん闘とうへと移行していて、ハンドガンと格かく闘とう戦せんが中心となっていく。

　秋あき人との顔がすぐ目の前にある。

　秋あき人ともまた、泣き出しそうになるのを必死に堪こらえて歯を食いしばっていた。

　何が悲しくて真実を飲み込み仲間たちに非難される日々を過ごさなければならないのだろう。

　何が悲しくて悪い大人たちに言われるがまま戦っているのだろう。

　何が悲しくてこの少年と殺し合いをしているのだろう。

　何が悲しくて──。

　その時、フィリアはついにミスをした。

　ハンドガンのリロードが間に合わず、ドスロウーオンー群ムの切れ目をカバーできなかったのだ。

　しかし、秋あき人とは引き金を引けなかった。

「──どうして撃うたないのよ！」

　リロードが終わったフィリアはそう叫さけぶと、飛来してきたエルメア軍のドローンに向かって発はつ砲ぽうする。秋あき人とすぐ隣となりで火か焰えんをまき散らすが、彼はそれを避よけずにフィリアへと肉にく薄はくした。

　そしてゼロ距きよ離りで秋あき人とが叫さけぶ。

「撃うてるわけないだろ！」

「どうして！」

「分かるだろ！」

「分かんないわよ！」

　フィリアの声は既すでに涙なみだに震ふるえていた。

　秋あき人とが何を言おうとしているのか全く分からなかった。

　そして秋あき人とは息を鋭するどく吸って、声を大にして言う。

「──お前のことが好きなんだよ！」

「────」

　時が止まる。

　世界が止まる。

　全ての音がやみ、この場所には二人だけになった。

　煤すすけた彼の顔が、フィリアの白銀を映した瞳ひとみが、爆ばく風ふうに揺ゆれる黒の前まえ髪がみが──全てがフィリアの網もう膜まくに焼き付く。

　そのどこまでもまっすぐな少年の眼まな差ざしが、フィリアの心に火を灯ともした。







　ああ、言ってしまった。ついに言ってしまった。

　秋あき人との目の前で、白銀の少女が呆ぼう然ぜんとして動きを止める。

　それから時間差で、かあっと露ろ出しゆつしている肌はだという肌はだを真っ赤にするフィリア。

「こんな時に何冗じよう談だん言ってるのよ！」

「冗じよう談だんなもんか、本気だ！」

　すると、視界いっぱいに期待と不安と恐きよ怖うふの全てが入り混じった表情のフィリアの顔が広がる。

「意味わからない！　わたしは敵よ!?　何度も殺したのよ!?」

「過去も立場も関係ないだろ！」

「愛あい想そも無ければ気き遣づかいもできないのよ!?」

「俺はフィリアの全部に惚ほれたんだ！　しょうがないだろ、好きになっちまったものは！」

　最も早はや自分が何を言っているかさえ分からない。脊せき髄ずい反射で思いのたけが口をついて出る。

「──だから一いつ緒しよにこの戦争を終わらせないか。俺はフィリアと一緒に星空を見たいんだ」

「────」

　秋あき人ととフィリアが同時に新手のドローンを撃うち落おとし、更さらなる追つい撃げきを〈イヴ〉が縦じゆう横おう無む尽じんに空を駆かけ巡めぐって撃げき墜ついした。

　フィリアは耳まで真っ赤にした顔で、秋あき人との顔を睨にらみつける。

「どうやって終わらせるのよ」

「──アルカディアを、壊こわすんだ」

　フィリアが息を吞のみ、その間に次々とドローンが爆ばく散さんしていく。

　その時、フィリアの背後にエルメア軍の自じ爆ばくドローンが接近していた。

　同時、秋あき人との視界にもローレリア軍の自じ爆ばくドローンの接近を知らせる警告音が鳴る。

　果たして、フィリアはゆっくりと頷うなずいた。

「──分かった、一いつ緒しよに戦ってあげる」

　その言葉を合図に、互たがいの背後に迫せまっていたドローンを射しや撃げき──撃げき墜ついした。

　爆ばく風ふうが二人の両横を通り過ぎていく。

　秋あき人ととフィリアはそのまま背を合わせた。

　そして照準を合わせるのは、双そう方ほうの友軍機。

　秋あき人とはエルメア軍機を、フィリアはローレリア軍機を次々に撃うち落おとす。

　そしてリロードのタイミングで秋あき人とは振ふり返かえった。

　しかしそれ以上続く言葉は無く、秋あき人とは心臓を早はや鐘がねのように打ちながら今いま更さらとは思いつつ恐おそる恐おそる訊たずねる。

「…………それで、答えは？」

　フィリアは振ふり返かえり、鮮あざやかに笑って言った。

「答えが聞きたかったら死なないで」
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　その瞬しゆん間かんだけ時間が止まったように見えた。

　それはこの地じ獄ごくのような戦場のことなど全て忘れてしまえるほど美しい笑え顔がおだった。

　その時だった。

　秋あき人との脳内に冷たい男の声が響ひびいたのは。

『あー、こちら神かん崎ざき、こちら神かん崎ざき。全部隊、現行の作戦を全て中止せよ。繰くり返かえす、現行の作戦を全て中止せよ』

「フィリア、神かん崎ざきの奴やつが動きやがった！」

「こっちもよ！」

『殲せん滅めつ対象は二名。エルメア陸軍所属、一いち之の瀬せ秋あき人と。ローレリア陸軍所属、フィリア・ロードレイン。二人を潰つぶした者にはボーナス百倍の評点をあげよう。ちなみに、コード完かん了りようまではローレリア軍との交戦は──』

「──フィリア、切断するぞ」

「分かってる」

　秋あき人とはそこまで聞いて視界端はしのウィンドウを見やる。

　そして、一つの項こう目もくを〝オン〟から〝オフ〟へと切きり替かえた。

『ARCADIA is Offline』

　響ひびくシステム音声は冷たい。

　隣となりのフィリアも同様に表情を硬かたくしているが、秋あき人との視線に気が付くと口くち端はで笑ってみせた。

　それから秋あき人とは首の変数体同期装置ＭＳシンカーに手を伸のばす。フィリアも秋あき人とのそれに倣ならって自分のに手を回した。

　そして、二人同時に変数体同期装置ＭＳシンカーを外して投げ捨てる。

　スカイブリッジの上で、二人を中心に巨きよ大だいな包ほう囲い網もうが一いつ斉せいに敷しかれる。

「秋あき人とテメェ、これはどういうつもりだ！　やっぱり《致死の蒼リーサルブルー》とよろしくやってたんじゃねえか！」

　その中から遼りよ太うた郎ろうが姿を現した。

「悪い遼りよ太うた郎ろう。話している暇ひまはないんだ。そこを通してくれ」

「──通すかよ」

　その言葉を合図に、一いつ斉せいに百を超こえる兵士が襲おそい掛かかってくる。

　それを、背を合わせた秋あき人ととフィリアは格かく闘とう戦せんで捌さばいていった。

　いくら数が多いとはいえ、所しよ詮せんは歩兵を集めた烏う合ごうの衆。

　こうした連れん携けいがモノを言う状じよう況きよう下かにおいては、彼らの突とつ撃げきなどフィリアの操あやつるドスロウーオンー群ムに比べればそよ風にも等しい。

　フィリアと入いれ替かわり立たち替かわりカバーし合う。

　しかし、戦っても絶対に誰だれも殺さない。殺させない。

「くそっ──全っ然弾たまが当たらない……ッ！」

「もっと増ぞう援えん寄こせ！　ボーナス百倍が目の前に転がってんだ！」

「おかしいだろ、何なんだよコイツら!!　二千人を相手にしてどうして死なない──！」

　それは最も早はや勝負にならなかった。

　何年も殺し合ってきた。何年も角を突つき合あわせてきた。だからこそ、互たがいの間合いが分かるし、呼吸が分かる。

　二人で戦力が二倍になるのではない。三倍、四倍、五倍と相乗されていく。

　包ほう囲い網もうが崩くずれたタイミングで秋あき人とは反転すると、フィリアと肩かたを並べて一点突とつ破ぱした。

　視界が開け、弾だん痕こんと薬やつ莢きようまみれのスカイブリッジの姿が露あらわになる。

　そこに、ローレリア連れん邦ぽう軍ぐんのティルトローター式の輸送機が三機、スカイブリッジに横づけされるところだった。戦線後方で複体再生リスポーンした兵士をまとめて輸送してきたのだ。

「フィリア、あれで行こう！」

「操縦できるの!?」

「やったことないけど何とかなるだろ！」

「ちょ、ちょっと、それ本気──!?」

　ちょうど、一機の輸送機から下り立った六人の兵士を後方へと投げ飛ばして蹴け散ちらすと、スーツのアシスト係数を最大にして輸送機に飛び乗る。

　そして秋あき人とはコックピットに身体を滑すべり込こませた。

「アルカディアの場所分かってる!?　データドライブの第三階層にあったんだけど──」

「大だい丈じよ夫うぶだ！　戦域Ｃゾーン・チヤーリーの廃ビルに隠されたテレサの開発局ビルだろ！」

　言いながら、秋あき人とはデータドライブ内で見た地点を視界上のマップにマークする。その場所は、かつて秋あき人とらが育てられたパティオのあった場所。

「接敵まで二十秒！　急いで！」

　ハッチから迎げい撃げき用ようのドローンを展開したフィリアが叫さけぶ。

「あー、思ったよりもボタンが多かったな！」

「飛べなかったら怒おこるからね!?」

　秋あき人とは叫さけぶとスーツから引っ張り出したコードをコンソールに接続した。

　そして展開するのは輸送機の制せい御ぎよ系けいのシステムと、それをクラッキングするためのツールの仮想ウィンドウ。

「あと十五秒！　まだ!?」

「もうっ、ちょい！」

　遅ち々ちとして進まない解かい析せきゲージが次の一秒で一番右側まで到とう達たつすると、制せい御ぎよシステムの掌しよう握あくに成功する。

　秋あき人とはローターの出力を一気に全開にすると同時に、機体を最初から斜ななめに傾かたむけた。

　高速でローターの回転が加速し、大気を切きり裂さく轟ごう音おんが鳴る。

「こっち……ッ、来ないで!!」

　フィリアの一いつ喝かつとともにライトマシンガンの重い銃じゆう声せいが鳴る。

　機体がゆっくり浮ふ上じようし、景色が前へと進み始めた。

　秋あき人とは〈ＭＡＲ−16〉を摑つかんでコックピットから背後を振ふり返かえる。

　ビルの合間から差し込む夕ゆう陽ひに目を細めた。

　雲が増えている。雨雲だろうか。それら全てが真っ赤に染まる中、黒々とした大群が色を塗ぬりつぶさんばかりにすぐ目の前まで接近していた。

　機き影えいにある紋もん様ようはエルメアとローレリアのもの。

　秋あき人とは奥歯を嚙かみ、弾だん幕まくを張って、次々に機体を撃うち落おとしていった。

　輸送機が爆ばく風ふうの振しん動どうにガタガタと激しく揺ゆれる。迎げい撃げきしきれなかった弾だん丸がんが機体を貫つらぬき、穴を開けた。

「もっと速度出ないの!?」

「これがＭＡＸだ！」

　機体の速度は時速二百キロを超こえ、三百キロへと到とう達たつする。

　そうして徐じよ々じよに追手との距きよ離りを離し始めた。人間二人しか乗せていない分、速度についてはこちらに軍配が上がるのだ。

　それから秋あき人とは正面を振ふり返かえり、そこで目的地の場所を視界に収める。

　それは、この都市で一番の高さを誇ほこる、一千メートル級の超ちよう高層ビル。赤々と側面を染めた姿は、荒こう野やに刺ささる血染めの槍やりのようだ。

　それはテレサ社開発局のビル。

　データドライブで見た情報通りであれば、秋あき人とたちの生まれ故郷だった。

　正面に立ち並ぶビルの陰かげから攻こう撃げきヘリが三機姿を現す。

　同時、コックピット内にミサイルのロックオンを伝える警報が鳴なり響ひびいた。

「ま、っず──！　フィリア何か適当に摑つかまれ！」

　咄とつ嗟さに、実物の操そう縦じゆう桿かんを握にぎるとでたらめに引いて傾かたむける。

　そして仮想ウィンドウ上でフレアを射出した。

「きゃああ──っ！」

　悲鳴とともに、左ひだり腕うでにフィリアがしがみついてくる。機体が大きくロールし、フィリアの身体が半ば浮ういた状態になる。

　機体から翼つばさのように放たれたマグネシウム片へんが真っ白に燃ねん焼しようし、接近するミサイルを攪かく乱らんした。

　しかし、二発三発と回かい避ひに成功した先で、至近距きよ離りで爆ばく発はつした弾だん頭とうの破は片へんが片かた翼よくを蜂はちの巣すのように穴だらけに穿うがつ。翼つばさからは黒こく煙えんが上がり、奥からはちらちらオレンジの炎ほのおが見みえ隠かくれした。

　その途と端たん、アシストが効いているはずの操そう縦じゆう桿かんがグンと重くなり、機体が傾かたむいたまま戻もどらなくなる。

　目標のビルまで残り数百メートル。

「ちょっとこれどうするのよ!?」

「このまま突つっ込こむ！」

　超ちよう高層ビルの一角にポイントしてあった赤の光点が煌こう々こうと輝かがやく。その位置に向かって、機体は加速し続ける。接近し続ける。

　その接せつ触しよくの直前──秋あき人ととフィリアは背部のハッチから飛び下りた。

「───ッ！」

　眼下に広がるビル前広場。

　大理石のアーチが複雑に組み合わさった巨きよ大だいなその空間に、並ぶ影かげを見る。

　──それは、戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの防衛線。

　秋あき人とは腰こしのジェットキットを噴ふかして速度と体勢を整え、長い長い浮ふ遊ゆう感かんの末にフィリアと並んでビル前の広場に着地した。

　着地の衝しよう撃げきで二転、三転と身体を跳はねさせながら勢いを殺していく。

　そして秋あき人とは起き上がると同時に、腰こしから対戦車ブレード〈ゼロクロ〉を抜ぬき、起動した。

　フィリアが〈イヴ〉と並び、一機の戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔに膨ぼう大だいな数の弾だん丸がんを撃うち込こむ傍かたわらで、秋あき人とは別の機体を袈け裟さ斬ぎりにして破は壊かいする。

　しかし、次の二機目に向かって踏ふみ込こんだところで、秋あき人ととフィリアの眼前に、いつの間にか接近していた小型高機動ミサイルが現れた。

「ぐ──ぁあッ！」

　気が付けば、身体は宙を舞まっていた。肌はだが焼かれ、スーツが衝しよう撃げきに軋きしむ。

　秋あき人とはフィリアとともに、受け身を取ることもできずに広場に投げ出された。

「馬鹿で無む謀ぼうでどうしようもない阿あ呆ほうね。たった二人でどうにかできると思ったの？」

　そこに女の声が響ひびく。

　痛む身体を無理やり起こすと、戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの作り出す防衛線の先に一人の女が立っていた。

　エルゼ・アインハルトである。

　背後から無数の輸送機が飛来してくる。

　そこから幾いく十じゆう、幾いく百ひやくもの足音が鳴り、秋あき人ととフィリアの退路を塞ふさいだ。

「二人とも大人しくしろ」

　秋あき人ととフィリアの背後に広がっていたのは、タクティカルスーツに身を包んだ兵士たちによる壁かべ。兵士の半分が黒のスーツを、もう半分が白のスーツを身に纏まとっている。

　二人を中心とした半円状の包ほう囲い網もうが瞬またたく間まに完成すると、無数の銃じゆう口こうを向けられた。どの顔も味方として──あるいは、敵としてよく見知ったものだ。

　どう足あ搔がいてもここから防衛線を突とつ破ぱできる状じよう況きようではない。

　秋あき人ととフィリアは肩かたが触ふれるほどに身を寄せる。

「これで全員、揃そろったかな？」

　そこに、男の声が響ひびいた。

　ビルから一人の男がジャケットの襟えりを直しながら悠ゆう然ぜんと歩いてくる。

　その姿を見て、包ほう囲い網もうを築く兵士らの間でどよめきが起こった。

　それもそのはず。

　その男は、秋あき人とら兵士がよく知る人間だったのだ。

「神かん崎ざき、大佐」

「大佐だ……」

「どうして大佐がここに……？」

　その男は軽けい薄はくな笑えみを顔に張り付けて、左手をポケットに入れたまま立っていた。

　秋あき人とらを包囲する兵士の間からも口々に神かん崎ざきの名が呟つぶやかれる。

　その中から遼りよ太うた郎ろうが叫さけぶ。

「どういうことだ、神かん崎ざき大佐。エルメア軍の大佐がなぜロッツの連中にも大佐と呼ばれる！」

　神かん崎ざきは微び笑しようを浮うかべながら横よこ薙なぎに兵士らを見た。

　それから右手を胸の前に持ってくると、慇いん懃ぎんに腰こしを折る。

「改めましてこんばんは。僕はテレサ社アルカディア開発局局長。本当の僕は大佐でもなんでもない、ただの研究者さ」

「は……？　大佐でもなんでもないって、何なのソレ！　スパイだったとでも言うつもりなワケ!?」

　すると、背後から少女の鋭するどい声が飛んでくる。

　振ふり返かえるまでもない。玲れ奈なだ。

「違ちがう違ちがう。言っただろう、研究者だって」

　神かん崎ざきは肩かたを揺ゆらして笑った。

　それを見て秋あき人とはうすら寒い恐きよ怖うふを覚える。神かん崎ざきの目はいつだって虚きよ構こうの穴のように暗く、そしてどこか慈じ愛あいの感情が覗のぞいて見えた。

　その理由が分かった気がする。

「──君たち、そこの一いち之の瀬せやロードレインの言葉を信じなかっただろう？　この戦争が全部実験だっていう話さ。──あれね、全部本当なんだ」

　その目は慈いつくしみの感情から来るものではない。

「君たちはテレサ社の保有する教育研究機関《パティオ》で生まれ、テレサ社の仮想敵である二大大国を模した軍に配備され、そしてテレサ社の保有する実証試験区画嶺れい京きようで戦争をした」

　実験動物を見る研究者と同じ──哀あわれみの感情から来る目だったのだ。

「──全ては、テレサ社の開発したシステム〈アルカディア〉を完成させるための実験だったんだよ」

　広場に沈ちん黙もくが広がる。

　その中で空くう虚きよな笑い声が響ひびいた。

「は、はは……。何言ってやがるこのおっさん。頭おかしくなったんじゃねえのか。この戦争が全部実験？　俺たちはプラ箱の中のモルモットってか」

　振ふり返かえると、遼りよ太うた郎ろうが頭に手を当てて引ひき攣つった笑えみを浮うかべている。

　遼りよ太うた郎ろうの震ふるえる声に呼応するように、呆ぼう然ぜんとしてその場にしゃがみ込む兵士の姿もあった。静かに泣き出す者もいる。

　それを見て神かん崎ざきは眉まゆを上げる。

「死を繰くり返かえし体験していてもなお、現実逃とう避ひを試みるか。つくづく君たちは興味深いね。ま、余興も終わりだ。君たちのお陰かげでアルカディアの転てん換かん実験は完かん了りようしたよ。ただねえ、お偉えらいさんはいつでもせっかちでさ。早いところ、完成版のアルカディアを納品しないとマズイんだ」

　秋あき人とは静かに訊たずねる。

「……どうして兵士全員に話した。なぜ、俺たちをここへ集めた」

「前者は君たちの反応が知りたかったから。後者は──それを聞くあたり、察しはついているんだろう？　──処分するには、まとめてやるほうが楽だからね」

　意図せず瞼まぶたが開いていく。

　瞳どう孔こうが開き、目に入ってくるものすべてがチカチカと眩まぶしく映った。

　処分──つまりそれは、実験の必要がないということ。

「騙したな。最初から全員処分するつもりだったのか。──お前らは俺たちを使って何をしたんだ」

　神かん崎ざきはニィと笑った。

「アルカディアの上限年ねん齢れいの突破──技術的に不可能だった転写制限を克服したんだ」

「───」

　記憶変数体マインドステートの転写制限が解除されるということはつまり、真の意味で人類が永遠の命を手にするということ。

　フィリアがわななく。

「そんなことをしたら、人のあり方が変わる。わたしたちみたいな兵士も大勢増える」

「そうさ、変えるんだ、戦争のあり方をね」

　話はここまでだというふうに切り上げると、神かん崎ざきはエルゼの肩かたに手を置いて踵きびすを返す。

「あとのことは任せたよエルゼ。僕はでき立てほやほやのアルカディアを本社に転送しないといけないからね」

「おい、待て神かん崎ざき──！」

　追いかけようとしたところに、戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの構えた三〇ミリ砲ほうが向けられる。

「──ま、そういうわけだから。あなたたちの役割も晴れて終わったことだし、綺き麗れいさっぱり掃そう除じさせてもらうわ。恨うらむならアルカディアの生みの親を恨うらむのね」

　そう言ってエルゼは手を上げる。

　それに連動して、正面全ての戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの兵装が構えられた。

　同時に、都市の隙すき間まから現れた無数のドローンに包囲される。大小様々な航空ドローンに、四足歩行型の陸戦ドローン──それらが戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの死角を補うようにして波のように押し寄せてくる。

　一気にこの広場にいる全員を蜂はちの巣すにする気だ。

　しかし、肝かん心じんの彼らは虚うつろな目をして呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしている。事実を受け入れられない者は薄うすら笑わらいを浮うかべては頭を抱かかえ、受け入れてしまった者は絶望に暮れていた。

「──ふざけんなよ」

　それでも、秋あき人とは立ち上がる。

「──クローンだろうがなんだろうが俺たちは生きた人間だ」

　その隣となりにフィリアが並ぶ。

「──この命はわたしたちのものよ。あなたたちの好き勝手にはさせない」

　スカイブリッジでの戦せん闘とうからこの広場に来るまでの戦せん闘とうまで通して、秋あき人ともフィリアも既すでにボロボロの状態だった。それでも、フィリアは〈イヴ〉をはじめとするドスロウーオンー群ムを立ち上げ、秋あき人とは〈ゼロクロ〉の刀身を形成させる。

　秋あき人とはこの少女からまだ答えを聞けていないのだ。

　それを耳にするまでは、死ねない。

　エルゼは嘆たん息そくして、すっと目を細めた。

「あなたたちの記憶変数体マインドステートはもういらない。アルカディアとの接続を切らせてもらうわ」

　兵士たちの間から悲鳴が上がる。虚こ空くうを見上げ、絶望に表情を崩くずす。

　アルカディアから強制的に切断させられたのだろう。秋あき人とにはその恐怖きようふが手に取るように分かった。

　心臓がドクンと鼓こ動どうする。

　──俺が守らないと。

「──それじゃ、さようなら」

　直後、ついに戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの抱かかえる三五ミリ砲ほうが火を噴ふいた。

「フィリア、みんなを──」

「──うんっ、誰だれも死なせたりなんかしない！」

　秋あき人ととフィリアは正面に向かって駆かけ出だした。

　一機、二機と戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔを切きり伏ふせては、ライフルを掃そう射しやして航空ドローンを撃うち落おとしていく。そうして秋あき人とがライフルとブレードを駆く使しして敵の防衛戦に突とつ破ぱ口こうを穿うがち、そこをフィリアのドスロウーオンー群ムによる物量戦で穴を広げにかかった。

　しかし、そうしてできた一いつ瞬しゆんの路みちも、すぐに別の無人兵器によって塞ふさがれてしまう。

「まだまだ……っ！」

　一歩、また一歩と前に出る。

　しかしその度に肉が切れ、肌はだが焼け、衝しよう撃げき波はに内臓をやられた。

　みるみるうちに残ざん弾だんは減っていき、ゼロクロの予備バッテリーもベルトのマウントから消えていく。

　アラート音の重奏が鳴りやまない。

　視界は常に真っ赤に点てん滅めつし、敵てき影えいに合成表示された正方形のターゲットシーカーで埋うめ尽つくされていた。

　すると、侵しん攻こう方向の右う翼よく側がわからミサイルの接近を知らせる深しん紅くの予測弾だん道どうが束になって現れては、二人の足元に着ちやく弾だん予測円が一いつ斉せいに広がっていく。

「１２５方向から小型高機動ミサイル、三十四発！」

　秋あき人とが叫さけび、フィリアが自じ爆ばくドローンを迎げい撃げきに回す。

　しかし、フィリアの制せい御ぎよ下かにあるドローンも他の自ド律ロ兵ー器ンへの攻こう勢せいに回すので精いっぱいで、十数発撃うち落おとしたところで撃うち止どめとなる。

「みんな、走って！」

　退避する兵士たちを守るようにフィリアが叫さけび正面へと弾幕を張る。

　秋あき人ともそれに続いて振ふり返かえると、曲線を描えがいて追つい尾びしてくる弾だん頭とうを射しや撃げきした。

　爆ばく炎えんが爆ばく炎えんを呼び、たちどころに数を減らしていく。しかしあまりにも数が多すぎる。

　五発のミサイルを残して、〈ＭＡＲ−16〉の六十発入りマガジンが空になった。

　果たして、足元に着ちやく弾だんしたミサイルが爆はぜ、二人の身体は空風に巻かれる枯かれ葉はよりも簡単に吹ふき飛とばされた。

　粉ふん塵じんとともに砕くだけた広場のタイルが降り注ぐ。

　視界に浮うかぶバイタルウィンドウの人型モデルのあちらこちらで負傷を報しらせるアラートが立っては、赤や黄色に明めい滅めつしている。裂れつ傷しように挫ざ傷しよう、肉にく離ばなれに骨折──。無事な身体箇か所しよを探すほうが難しいほど、負傷アイコンがウィンドウ上にずらりと並ぶ。

　他にも兵装管理ウィンドウを見ると、タクティカルスーツもあちらこちらが破れていることが分かった。実際身体を動かそうとしても、人工筋繊維バイオメタルフアイバーのアシストが上う手まく伝わらずむしろ動作の邪じや魔まになる。アシストシステムが今の形状に最適化されるまでしばらく時間がかかる。これでは今ジェットキットによる強行突とつ破ぱを試みても身体のほうが保たないだろう。

　歪ゆがむ視界の中、痛みに呻うめきながら顔を上げると、同様に震ふるえる二にの腕うでで必死に立ち上がろうとするフィリアの姿が見える。彼女もまたスーツの至る所が破れて、その下から真っ白な柔やわ肌はだと滲にじんた赤色を覗のぞかせていた。

　その先──聳そびえ立たつテレサのビルを背に、近づいてきた戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの頑がん強きような脚きやく部ぶが振ふり落おとされる。

　そして、両りよう腕うでに抱かかえた三〇〇ミリ砲ほうを構えると、深しん淵えんに似た真っ暗な砲ほう口こうが静かに二人を見下ろした。

　フィリアが身み動じろぎ、秋あき人との手を握にぎる。タクティカルスーツ越ごしに彼女の熱とともに震ふるえが伝わってきた。

　秋あき人とはその手をきつく握にぎり返かえす。

　そして二人の身体が粉こな微み塵じんになろうとしたその瞬しゆん間かん──。

　東の空から閃せん光こうが走ると同時に、背後から人間の咆ほう哮こうが幾いく重えにも折り重なって鳴なり響ひびいた。

「────」

　音が急速に接近する。

　二人は振ふり返かえる。

　そこには、敵のサーチライトが照らす粉塵の中、数十人もの人間の兵士が包ほう囲い網もうを食い破ってなだれ込んでくる景色が広がっていた。

　そして撃うち出だされた大だい口こう径けい弾だんの雨が二人を追おい越こして戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔに襲おそい掛かかり、次々に大破させていく。

「うそ──」

　隣となりでフィリアが息を吞のむ。

　その先頭を走るのは、長大な対物ライフルをイージス戦車に向けて連射するローレリア連れん邦ぽうの少女と、秋あき人とがよく見知った二つの顔だった。

「──お前ら！」

　秋あき人ととフィリアが震ふるえる四し肢しに鞭むち打うって起き上がる。

「テメェら二人だけに任せて寝ねてられるかよ！」

　その隣となりに、遼りよ太うた郎ろうが一いつ瞬しゆんだけ足を止めた。そして秋あき人とに〈ＭＡＲ−16〉の予備マガジンを押し付けてくる。

「全部終わったら俺を殴なぐれ秋あき人と。──ダチを信用しなかった俺が馬鹿だった」

　言い終わるなり、ジェットキットを噴ふかせた遼りよ太うた郎ろうが、眼前のイージス戦車の周囲を飛び回る。

　そして、秋あき人との肩かたに置かれる手があった。

　振ふり返かえれば、そこには笑えみを浮うかべた玲れ奈なの姿。

「私たちがサポートする。アキたちはいつも通り先せん鋒ぽうをお願い」

　そう言って玲れ奈なもまた戦線へと加わっていく。

　総勢二千人を超こす白と黒のスーツの兵士が広場を飛び回っていた。
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「わたしたちも行こう」

　フィリアの言葉に頷うなずく。

　満月が昇のぼり始はじめた東の空。

　地平線の一点からじわりと広がっていく黄こ金がね色いろの中に、編隊を組んで高高度を飛行するドロップシップの黒点があった。

　そこから眩まばゆい光を曳ひいて次々と戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔが降下してくる。

　その着陸と同時に、秋あき人とは二機の戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔを〈ゼロクロ〉でひと薙なぎに引ひき裂さいた。

『ターゲット二十三、二十四ダウン！』

　バッテリーリリースボタンを押しながら刀身を無くしたゼロクロを虚こ空くうで振ふり、熱で膨ぼう張ちようしたバッテリーを排はい出しゆつする。

　そして爆ばく炎えんの巻き起こる広場の中を、新たなバッテリーを挿そう入にゆうしながらフィリアと並んで走はしり抜ぬける。

　背中が痛む。息を吸う喉のどが痛む。腕うでが、肩かたが、足が、指が──それでも、今だけはその痛みを忘れて前へ進まなければならない。

　アルカディアを壊こわす、そのために。

『三四〇の方向から戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔ、三機出現！』

「──俺がやる」

　フィリアの報告に秋あき人とは風になる。

　等身大に伸のばした携けい行こう式しき対戦車ブレードを後ろに構えたままジグザクに疾しつ駆くして、イージス戦車の放つ凶きよう弾だんを躱かわしていく。そのまま鮮あざやかな刀かたな捌さばきで次々に戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔの砲ほう塔とうを切り飛ばしていき、最後に彼らの心臓部たるプライマリーエンジンを正確に突ついて破は壊かいした。

　その隣となりでフィリアが一機の航空ドローンを撃うち落おとすと、すかさず機体に有線接続する。

　直後、開発本部前広場を埋うめつくしていた何百というドローンの一部の動きが止まり、急速に方向転てん換かんしフィリアの元へと集結した。

　そして、それらドローンの群れはフィリアを中心として翼つばさのように広がり、一いつ斉せいに迎げい撃げきを開始する。

　そこに、エルゼが現れた。

「なーに、火事場の馬鹿力働かせてんのよ！　大人しく死んでてくれない!?　お願いだから言うこと聞いてよ！　私の人生設計、滅め茶ちや苦く茶ちやになるじゃない!!」

「〝人生〟が滅め茶ちや苦く茶ちやね──。それはよかった。世界が滅め茶ちや苦く茶ちやになるよかマシだろう！」

「箱庭しか知らない子供が知ったような口きいてんじゃないわよ！」

「死んだこともない大人が人生語ってんじゃねえよ！」

　言葉と同時、秋あき人とは疾しつ駆くした。

　エルゼの腰こしから二十を超こす小型ミサイルが翼つばさを広げるように楕だ円えん軌き道どうを描えがいて接近する。

　それを、背後のフィリアがドローン群スウオームを駆く使しして立て続けに迎げい撃げきしていく。

　火か焰えんの中を踏ふみ込こみ、撃げき墜ついされたドローンの残ざん骸がいを飛とび越こえる。

　そうしてエルゼの懐ふところに簡単に入り込んだ。

「──やっぱりあの時は戦略統合システムＵＴＡＳに演算を任せてただけか。動きがのろまだぞ」

「ナメんじゃ、ないわよ！」

　エルゼが回まわし蹴げりを繰くり出だす。

　しかしそれも、狂きよ気うきじみたフィリアの脚あし技わざに比べれば、スローモーションの世界を見ている気分だった。秋あき人とはその足を取ると、体重を乗せて思い切り投げる。

「戦略統合システムＵＴＡＳも万ばん能のうじゃない。二千四百人が一いつ斉せいに攻こう勢せいに出れば、処理落ちするのも当然だな」

　秋あき人とは腰こしから電磁パルスグレネードを取り出すと、エルゼの着地点目め掛がけて投とう擲てきした。

「まっ──」

　て、と言い終わる前に、広場の一角に大量の紫し電でんがまき散らされる。砂すな煙けむりが消える頃ころには、気を失ったエルゼが広場に伸のびていた。

　秋あき人とはフィリアはそれを横目に、再び走り始める。

　テレサのビルまではあと二百メートル弱。

　すると、別動隊でテレサのビルを目指していた部隊から悲鳴が上がる。

　一人が片足を壊え死しさせ倒たおれ込こんでおり、それをカバーする形で別のもう一人が戦っていた。

　秋あき人ととフィリアの脚あしが、一いつ瞬しゆん止まる。

　しかし、倒たおれていた兵士がそれを見て、二人に向かって叫さけびを上げた。

「前へ！　前へ進んでくれ!!　クソ神崎をぶん殴なぐってくれ!!」

　そこに、ローレリア軍の黒くろ髪かみの少女が現れ、立ち止まっていたフィリアの背を押す。

「行って、フィリア。ここは私たちが抑おさえる」

「システィ!?」

　システィと呼ばれた少女はフィリアに向けて一いつ瞬しゆんだけ微ほほ笑えむと、秋あき人とを鋭するどく睨にらむ。

「──《血も無き兵ブラツドノート》。この子を悲しませたら、脳天ブチ抜ぬくから」

　ドスの効いた声に頰ほおを引ひき攣つらせながら、秋あき人とは「任せろ」と短く返した。

　正面には既すでに大型の敵てき影えいは残すところ数台の戦Ｊ略Ｏ外Ｉ骨Ｎ格Ｔのみとなっており、その他はすべて雑多な自じ爆ばく型がたドローンだ。防衛線への攻こう勢せいが各所で行われたことにより目に見えて敵の戦力が減っている。

　秋あき人ととフィリアはイージス戦車の合間を駆かけ抜ぬけ、自じ爆ばく型がたドローンを無視して突つっ切きると、テレサの本部ビル内部へと駆かけ込こんだ。

　そこはガラスと天てん穹きゆうパネルとが多用された吹ふき抜ぬけ構造のエントランスだった。

　その空間は機能性と幾き何か学がく的てきな美しさとが同居した無機質な透とう明めい感かんのある場所で、訪おとずれる者に対して無言の威い圧あつ感かんを与あたえる。

　清せい廉れん、謹きん直ちよく、あるいは従属──。

　異物がそこにあるだけで浮うきたつような、そんな場所。

　そこではスーツを着た大勢の大人たちが慌てて撤収を進めていた。そして、秋あき人とらの姿を見るなり悲鳴を上げ、建物の奥へ奥へと走り逃にげて行く。

　ここでは血ち濡ぬれた秋あき人とたちは明らかに異質だ。

　しかし、その異質な存在であるはずの秋あき人とには、郷きよう愁しゆうに似た感情が腹の底から湧わき上あがってくるのを感じる。

　──ああ、やっぱりここがそうなのか。

　ここに、パティオがある。それは最も早はや、直感を超こえて確信と言えた。

　隣となりでフィリアがぽつりと呟つぶやく。

「……やっぱりわたし、ここ、来たこと、ある」

「俺も思い出した。戦線に配置される直前の記き憶おくだ」

　秋あき人とは記き憶おくに導かれるままにビルを奥へと進んでいく。腰こしを抜ぬかした大人たちが秋あき人とたちを避さけて次々に逃にげた。

　進みながら、秋あき人とは腰こしにマウントされた白銀の円えん筒とうに指を滑すべらせて起動する。そうして微かすかな音を立てて吹ふき出だし始めたのは通エ信ー素テ子ルだ。これでこの先ビル内がどれだけ入り組んでいたとしても、他のメンバーと近きん距きよ離り高速無線通信で連れん携けいをとることができる。

　正面にあるエスカレーターを駆かけ昇のぼり、真っ白な空間を抜ぬけてエレベーターホールに辿たどり着つく。六機のエレベーターの並ぶホールが三区画、合計十八機ある計算だ。

　秋あき人とは電源が切れているのを見るなり、躊ちゆう躇ちよなく扉とびらを蹴けり破やぶった。

「確か、この先の最上階だったと思う」

　フィリアとともに空いた穴から身を乗り出し、エレベーターシャフトの中を見上げる。

　視界をナイトビジョンに切きり替かえると、白黒に色どりを変えた世界の中で、三機横並びの空間に鉄の箱が上層で交こう互ごに停止しているのが見えた。

　秋あき人とは身体を戻もどすとジャンプジェットを空から噴ぶかして、視界端はしの兵装管理ウィンドウを一いち瞥べつする。スーツの状態は完全とは言えず、所々裂さけてはいるが、この程度の高さであればジェットキットの衝しよう撃げきにも十分耐たえられると判断する。

「フィリアのスーツの最適化はどんな感じだ？」

　フィリアは手を握にぎったり開いたりしながら頷うなずく。

「大だい丈じよ夫うぶ。多少、いつもよりメモリーを割り当てる必要があるけど、ジェットキットは使えそう」

「──よし」

　頷うなずくと、二人揃そろってエレベーターシャフトの暗くら闇やみの中へと身を投じた。

　壁かべをジグザグに跳とんで、上へ上へと飛ひ翔しようしていく。

　実に四十階層分の扉とびらを見送ったところでシャフトの終わりが見えてきた。

　そこで、しばらく扉とびらの並びが消えると、ようやく最上階のものと思われる鉄てつ扉ぴが現れる。

　秋あき人ととフィリアは左右に分かれてその鉄てつ扉ぴの横に張り付き、ナイトビジョンをオフにしてそれぞれの得物を構えてアイコンタクトを交かわした。

　そして秋あき人とがシャフトへ入った時と同じ要領でスーツの残り僅わずかの力を借りて蹴けり破やぶり、ライフルを構えて突とつ入にゆうする。

　そこは夥おびただしい量のホログラム照射装置の並ぶ管制室のような空間だった。かなり広い場所で、何十人もの人間が座るための椅い子すが配置されている。机の上にはその他にも用よう途と不明の機材が並んでいた。それら全てには曇くもったビニールが被かぶせられており、埃ほこりが積もっている。少なくとも数年は使用されていないことが分かる。

　照明はついておらず薄うす暗ぐらい。人ひと影かげも見当たらなかった。

　それでも、手元がはっきりと見える程度には光が部屋に差し込んでいる。

　その光の出所は、正面の巨きよ大だいなガラス窓からだった。

「──ここって」

　フィリアは銃じゆう口こうを下げて、そのガラス窓の向こうに広がる景色を凝ぎよ視うしする。

　そこに広がっていたのは、巨きよ大だいな薔ば薇ら園えんだった。

　天てん穹きゆうパネルに照らされた花々はほとんどが枯かれており、彩いろどり豊かとは正反対の寒々しい光景だ。

　その薔ば薇ら園えんを囲うように、この部屋から見て左右の辺にも同様にガラス窓の嵌はめられた部屋が見えた。草花が枯かれたことで見通せるようになっている。

　秋あき人とはフィリアの隣となりに並ぶ。

「……間ま違ちがいない。《パティオ》だ」

　そのまま秋あき人とはフィリアの前へと出ると、親指で〈ＭＡＲ−16〉のファイアモードセレクターをセミオートに入れて、銃じゆう口こうをガラスへと向ける。

　そして連続して五度引き金を引いた。

　撃うち込こんだ場所から放射状に真っ白なヒビが広がるが、相当な多層構造のガラスを使用しているのか割れるには至らない。あまりの分厚さにヒビは立体的となりクリスタルの集合体に見えるほどである。

　結局ライフルを背に回してゼロクロを抜ぬき放はなって、最低出力で切りつける。

　秋あき人とがゼロクロをホルスターへ戻もどすと同時に、真っ白な粉ふん塵じんを上げながら巨きよ大だいなガラスの塊かたまりが崩くずれ落おちた。

　秋あき人ととフィリアは無言のままガラス片へんを跨またぎ、成り果ての花はな園ぞのを進む。

　それは不思議な感覚だった。

　擦すり切きれた記き憶おくを追体験しているような妙みような感覚。しかしその記き憶おくは曖あい昧まい故ゆえに現実の体験に容易に重なってくるのだ。今、体験しているものが現実なのか、はたまた過去の記き憶おくを脳が補完した虚きよ像ぞうなのかが分からなくなってくる。記き憶おくと記き憶おくとの境界が朧おぼろになっていく。

　花はな園ぞのは最初から枯かれていて、その思い出を脳が美化した景色を見ているだけだったのではないか──。

　記き憶おくが、思い出が、自じ我がが──揺ゆらいでいく。

「秋あき人と」

　短く息を吸い、声に思考の海から引き上げられる。

　プラチナブロンドの少女が秋あき人との顔を心配気に眉まゆを寄せて覗のぞき込こんでいた。

　見れば、いつの間にか薔ば薇ら園えんの中心に辿たどり着ついていたようで、目の前には六角柱の小部屋がある。

　その小部屋の奥にアルカディアがあるのだと確信する。

　秋あき人とは頭を振ふると、顔を手で撫なでた。

「悪い、ちょっとぼーっとしてた」

　フィリアは目を細める。

「大だい丈じよ夫うぶ？　……多分、記憶変数体マインドステートが劣れつ化かしている弊へい害がいだと思う。圧縮された長期記き憶おくが短期記き憶おくに逆流している」

　秋あき人とはフィリアの言葉にぞっとするが、意図的に頭の隅すみへと追いやって首を横に振ふる。

　今は前へ進む以外に必要なことはないのだ。

「……先を急ごう。早く戦略統合システムＵＴＡＳを止めないと、みんなが危ない」

「……そうね」

　フィリアの不安そうな表情は変わらなかったが、秋あき人との言葉に頷うなずいた。

　秋あき人とはまたもやスーツのアシストにモノを言わせて扉とびらを蹴けり抜ぬく。

　中を覗のぞくと、そこには階下へと続く螺ら旋せん階段が続いていた。

　エレベーターシャフトを上る時に最後の数階層に扉とびらが無かったのはこういうことだったのだ。アルカディア本体は、パティオの真下にある。

　中は暗く、視界が悪い。

　心臓の鼓こ動どうが速まる。

　秋あき人ととフィリアは赤外線ＩＲレーザーサイトのスイッチを左の親指で押すと、再度ナイトビジョンモードに切きり替かえた。〈Time Tech 2〉のアプリケーションを使って有線接続しているライフルの弾だん道どうを視界に合成表示することもできるのだが、暗くら闇やみでは地形データから導く着ちやく弾だん地点の計算が甘くなるためむしろ見にくいのだ。

　この先は特にいつ接敵してもおかしくない。

　秋あき人とは念話でフィリアに声を飛ばした。

『スピード重視で行く。角に気をつけろよ』

『了りよう解かい』

　二人はライフルを構えて時計回りに四角の螺ら旋せん階段を降りていく。

　Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３と踊おどり場ばの壁かべに白のペンキで記き載さいされている表示が続いていくが、Ｄ６に変わったところでようやく階段が途と切ぎれた。

　覗のぞき込こむと、そこには蛇だ行こうした廊ろう下かが続いている。

　フィリアと目配せして、秋あき人と、フィリアの順に銃じゆうを構えて突とつ入にゆうした。

　逸はやる心を抑おさえて、忍しのび足あしで廊ろう下かを進む。

　そして何度目かの曲がり角を超こえると、開け放たれた両開きの鉄てつ扉ぴが現れた。

　二人はその両サイドに駆かけ寄より、身を寄せて中の様子を伺うかがう。

　そこは、上に三階分の高さを持つ巨きよ大だいなサーバールームだった。

『──ここだ』

　いつか西さい牙が研究所で見たものより、何倍もの広さがある。それに何より、実際に稼か働どうしているため室内は明るく、定常的に低く唸うなる機器の駆く動どう音おんが聞こえてきた。

　秋あき人とたちは赤外線ＩＲレーザーを消し、代わりに予測弾だん道どうを表示させる。

　それから秋あき人とはフィリアに向けてハンドシグナルで分ぶん裂れつフォーメーションの指示を出す。

　秋あき人とが右、フィリアが左。

　そして握にぎりこんだ左の拳こぶしを下に引いた。

　同時、音もなくサーバールームへと突とつ入にゆうする。

　フィリアが感かん嘆たんの声を上げる。

『……これが、アルカディア』

『正確に言うならテレサ社の戦略統合システムＵＴＡＳだな』

『……統合本部アジテーターを含ふくめ、ここに戦略ＡＩの母体がいくつも入っているって考えると、ずいぶんとコンパクトね』

　まさに機械のビル群。

　データの大海。

　この中に莫ばく大だいなデータが保管され、嶺れい京きよう全ての自ド律ロ兵ー器ンの演算処理を行っていると想像すると、眩め暈まいさえ覚える。

『──ここに、俺たちの記憶変数体マインドステートも保管されているんだよな』

『……諸悪の根源よ。これさえなければ、わたしたちが殺し合うこともなかった』

『手早く終わらせよう』

　秋あき人との言葉にフィリアが頷うなずき、二人はサーバーの樹林を進む。

　神かん崎ざきの姿はすぐに見つかった。

　全部で十三列あるうちの中央七列目。その一番奥に座って、虚こ空くうに展開した無数のホロウィンドウを操あやつっている。

　その足元には、丸太のように特別太い漆しつ黒こくのマルチケーブルが床ゆかから顔を出していた。

　秋あき人とはそれがグローバルネットへのホットラインだと当たりをつける。

　そのマルチケーブルを通して、完成したアルカディアを別の場所へ転送しているのだろう。

　この位置からでは射しや撃げきできても到とう底てい切断には至らないと思われる。あの太さだ、多少鉛なまり玉だまを撃うち込こまれたところでせいぜいが転送速度に影えい響きようが出る程度に違ちがいない。そうなると、やはり接近して物理的に切断するしかなさそうだ。

　二人それぞれ別のサーバーへと張り付くと、その陰かげから一いつ斉せいに銃じゆう口こうを向けた。

「今すぐアルカディアの転送を停止しろ、神かん崎ざき！」

　神かん崎ざきは動きを止めて、ゆっくりと振ふり返かえる。

　その顔には口元だけの笑みが張り付いていた。
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「あの防衛線を突とつ破ぱするとはなかなかたいしたものだね。流石さすが、アルカディアの申し子といったところか。物量と機械的な判断で戦場を席せつ巻けんしている自ド律ロ兵ー器ンも、訓練された人間には敵かなわないことが改めて証明されちゃったなあ。──でもね、生あい憎にく今は君たちはお呼びじゃないんだよ。特に、コイツでの転送が終わるまでは待ってくれないかな」

　神かん崎ざきはそう言って、足元に走るマルチケーブルを革かわ靴ぐつの爪つま先さきでつつく。

　やはりそれが、外部と繫がるグローバルネットへのホットラインなのだ。

　虚こ空くうのホロウィンドウには進しん捗ちよくが九八・六二パーセント、残り時間四分五十六秒の文字が浮うかんでいる。

　フィリアは神かん崎ざきに向かって鋭するどく言った。

「今すぐ止めて。さもなくば──」

「さもなくば撃うつか？　君に撃うてるのかフィリア・ロードレイン」

　フィリアの銃じゆう口こうが僅わずかに揺ゆれる。

　同時、視界を埋うめ尽つくす勢いで深しん紅くのアラートウィンドウが展開した。

『警告、警告：不正なアクセスを検しゅつしゅつしゅつしゅ──』

　自動音声のＡＩのアルゴリズムが意味消失し、エラーを吐はいて停止した。インターネットアダプターが外部からの操作で見たことのないバージョンへと更こう新しんされ、兵装データが書かき換かえられていく。

　わざわざ逆探知するまでもない。神かん崎ざきによるクラッキングだ。

　秋あき人とたちは咄とつ嗟さにタクティカルスーツと〈ニューラルゲート〉とのリンクを切断しようとする。

　しかし一いつ瞬しゆん早く神かん崎ざきの操作に先を越こされ、アクセス権を奪うばわれてしまった。

「ぐうっうう!!」

　スーツの人工筋繊維バイオメタルフアイバーが滅め茶ちや苦く茶ちやな方向に捻ねじれては関節を極きめてくる。

「近きん距きよ離り高速無線通信のポートを開いたまま私の前に現れるとは、ずいぶん舐なめられたものだなあ。戦略統合システムＵＴＡＳと直結している人間に演算能力で敵かなうわけがないだろうに」

　秋あき人とは必死に抵てい抗こうする。

　腕うでを、肩かたを、腰こしをひねり、ねじり、動かそうとした。

「がっ、あぁっ、ぁあ……っ！」

　しかし外がい殻かくを固める人工筋繊維バイオメタルフアイバーはその結合を強固にしており、とても人間の力ではびくともしない。むしろ塞ふさがりかけていた傷が開き、内側から生なま温ぬるい血が滲にじみ出でてくるのを感じた。

「抵てい抗こうはやめろ。もう君たちは詰つんでいる」

　秋あき人とは痛みに耐たえながら神かん崎ざきを凝ぎよ視うしする。

「……なぜ、アルカディアを、作った。テレサは、アルカディアを使って何をするつもりだ……！」

　神かん崎ざきは答えない。

　秋あき人とは口を動かしながら必死に思考を動かす。

　残り三分。

　神かん崎ざきは重心を右足から左足へと変えると、顎あごをひと撫なでした。

「我々はこの世界の管理者となり、理想郷を作りあげる」

「な、に──」

　視界の端はしで刻み続けるデジタル時計が正常な思考を止めようとする。それでも必死に早はや鐘がねのように収縮と膨ぼう張ちようを繰くり返かえす心臓を押さえつけて考えを巡めぐらせる。

　どこかに打開策はないか。

　なんでもいい。あのホットラインを壊こわす手段が。

　そこで、秋あき人とは一つの可能性に行き当たった。

　──もしかしたら、もしかするかもしれない。

「人間の歴史は戦争の歴史だ。戦いくさなくして過去を語ることはできない。人間というものはまるで争いそれ自体が進化に必要とでも言うように、闘とう争そうを始める。ある時は物欲を満たすために、ある時は報復のために、またある時は外交の手札を握にぎるために。オリジナルのほうではね、エルメア合衆国とローレリア連れん邦ぽうの戦争で既すでに一千万人が死んだんだ。そこまでしても戦いは無くならないし、止まらない。──戦争を無くす、という言葉がどれだけ空くう虚きよなものかはこれでよく分かるだろう」

　神かん崎ざきの視線が、秋あき人ととフィリアの兵装管理システムへの侵しん入にゆう状態を監かん視しするためのウィンドウから外れた。

　秋あき人とはそのタイミングで、今だと確信した。

『フィリア！　仲間全員のポートをクラッキングしてくれ！』

『──!?　分かった。でも、一体どうするつもり!?』

『俺たちがやったのと同じだ！　全員の〈ニューラルゲート〉を無線でＮＬＩ接続してスーツのアドミン権限を取り返す！』

『──分かった、やってみる！』

　神かん崎ざきは今、クラッキングして丸まる裸はだかになっている二人分の操作画面から目を離はなしている。

　仕し掛かけるなら今しかない。

　神かん崎ざきがジャケットの内側から一丁の拳けん銃じゆうを抜ぬきながら、秋あき人との目の前まで歩いてくる。

　そして、神かん崎ざきは秋あき人との頭にその銃じゆう口こうを向けると、今まで見たことのない暗い瞳ひとみで見下ろした。

「──だから我々がアルカディアで戦争を管理するのだ。内戦が起きても誰だれも死なず、永遠に終わりの来ない──アルカディアによって実現するその世界こそが真の理想郷と言えるのだ」

　その言葉を聞いた秋あき人との思考からタイマーのこともフィリアの作業のことも消え去る。

　ただただ怒いかりがこみ上げてくる。

　人の命をもてあそぶ、悪あく魔まの思想に対して。

「アルカディアは人を死なせないシステムじゃない!!　命を無駄にして踏み躙にじるシステムだろう！　──誰だれも生き返ってなんかいない。誰だれもが死に続けているんだ！　そんな世界が理想郷だって？　ふざけんな!!」

　言葉と同時、フィリアから鋭するどい声で報告が来る。

『──地上部隊全員の〈ニューラルゲート〉と接続完かん了りよう！　秋あき人と、いつでも行ける……！』

　そこでタイマーが視界に入る。残り一分。

　秋あき人とはマインドトーク上で親友の名を叫さけぶ。

『遼りよ太うた郎ろう、聞こえるか!?』

『……!?　秋あき人とか、どうした何があった！　ちょうど今〈ニューラルゲート〉のアクセス権限がお前に移い譲じようされたところだ！』

『これから地上部隊全員の演算能力を借り受ける。──悪いが一分間、耐たえてくれ』

　二秒の沈ちん黙もく。

　遼りよ太うた郎ろうは応えた。

『一分くらい、どうってことない。──ライガー２よりオールユニット、テメェらの演算能力秋あき人とに渡わたせや！　一分間支し援えんＡＩなしで耐たえるぞ!!』

　直後、秋あき人とのナノマシンが最後に、フィリアの生み出した近きん距きよ離り高速無線通信の秘ひ匿とく回線で接続される。

　赤色に染まったステータスウィンドウ内で、今までに見たことのないヘルツ数が計測される。

『──秋あき人と、頼たのんだぞ』

　遼りよ太うた郎ろうからの最後の通信に、秋あき人とは喉のどの奥で返した。

「ああ、やってやるさ」

　言葉と同時、タクティカルスーツにおけるアドミン権限情報の書かき換かえを高速で開始する。

　果たして、五秒でネットワークアダプターの一部を改変し、次の五秒でタクティカルスーツの操作権限を神崎から奪だつ取しゆした。

　そこでようやく、神かん崎ざきが異変に気が付く。

「何!?　何の警告だ!?」

「クラッキングの警告だよ！」

　秋あき人との右手が閃ひらめき、神かん崎ざきの右手からハンドガンを殴なぐり飛とばす。

　神かん崎ざきは咄とつ嗟さに後退すると、驚おどろきに目を見開いた。

「……一体どこにそんな演算能力が！」

「少ない力でも、集めれば強くなる──あんたの言葉だ！」

　殴なぐり、殴なぐられ、受けて、受けられる。神かん崎ざきの動きが秋あき人との予測とはかけ離はなれて素す早ばやい。少なくとも二打で決着がつくと思っていたため大きすぎる誤算だった。

　その攻こう防ぼうを高速で繰くり返かえしながら、秋あき人とはタクティカルスーツによる出力の差を利用して神かん崎ざきをどんどんサーバールームの奥へと押し込んでいく

「小こ癪しやくな、仲間のナノマシンを繫つないだのか……！　支し援えんＡＩ無しで仲間を自律兵器の前に晒さらすとは悪人だな！」

「こちとら何百何千と死んでんだ！　お前らの自ド律ロ兵ー器ンなんかに負けるわけないんだよ！」

「だがもう時間切れだ！」

　残り二十秒。

　神かん崎ざきが後方に大きく飛んで引き下がる。

　そのタイミングで、一気に肉にく薄はくし、近接格かく闘とうを繰くり出だす。しかし秋あき人との繰くり出だす高速の打だ撃げきを神かん崎ざきは正確に捌さばいていった。とてもじゃないが、タクティカルスーツなしの神かん崎ざきがここまでの戦せん闘とうスキルを身に付けているとは思えない。

　そこで察知する。

　戦略統合システムＵＴＡＳの演算能力により、神かん崎ざきの状じよう況きよう判断能力が底上げされているのだと。このままでは永遠に奴やつに勝つ日は来ないだろう。

　そうしてついに、秋あき人とは神かん崎ざきから一発頰ほおに拳こぶしを食くらう。

　秋あき人とは叫さけんだ。

「オルタネート！」

「レディ──」

　秋あき人との脇わきから白い風が声とともに前に出る。

「ゴー！」

　フィリアの蹴けりが、拳こぶしが、神かん崎ざきの身体を押し込んでいく。

　秋あき人とは対戦車ブレードを抜ぬいた。

『フィリア、屈かがめ！』

『…………ッ！』

　フィリアの身体が沈しずむ。神かん崎ざきの姿が露あらわになる。

　──それを、秋あき人とは周囲のサーバーごと切った。

「ぐぅッ──！」

　神かん崎ざきは寸前で身を捻ひねり刀身を避よける。

　しかし、サーバーはそうはいかない。紫し電でんとともに金きん属ぞく片へんが舞まい、リキッドドライブから半はん透とう明めいの液体が次々と噴ふき出だした。

　それに気付いた神かん崎ざきが悲痛な叫さけびを上げた。

「……ッ!!　やめろ、やめるんだ！　その中には君たちの記憶変数体マインドステートが入っているんだぞ!!　自由に再生できなくなるんだぞ!!」

「そんなの知るか！　俺たちはあんたらの人形なんかじゃない、一人の人間なんだ!!」

　神かん崎ざきからのクラッキング速度ががくんと落ちる。

　そして秋あき人とは神かん崎ざきの身体に肉にく薄はくする。

　残り四秒。

　神かん崎ざきの顔を殴なぐり飛とばす。拳こぶしが神かん崎ざきの頰ほお骨ぼねに刺ささり、その身体が錐きり揉もみして放物線を描えがく。

　残り二秒。

　秋あき人とは漆しつ黒こくのマルチケーブルの上を跨またいで、〈ゼロクロ〉を頭上に掲かかげた。

「消えてくれ、アルカディア!!」

　残りゼロ秒と少し。

　白銀の刀身が床ゆかごとケーブルを切きり裂さき、断面を覗のぞかせる。

　その瞬しゆん間かん、宙に展開していたウィンドウが赤く染まり、警告表示を返してくる。

　──転送済み、九九・九八パーセント。

　数値はそこから動かない。

　そこでようやく確信する。

　ついにアルカディアをこの世から抹まつ消しようしたのだ。

「──うそだ、うそだうそだうそだ、うそだ！　僕のアルカディアが!!」

　起き上がった神かん崎ざきは、頰ほおを腫はらしたままホロウィンドウを浮うかべるテーブルに縋すがり付つくと、喉のどを嗄からして叫さけんだ。

　それから神かん崎ざきはぐったりとして振ふり返かえる。

「……お前ら、自分たちが何をしたのか理解しているのか？」

「アルカディアを壊こわして一つの戦争を終わらせた。それだけだ」

「……いいや、違ちがう。全くもって違ちがう。お前らは人類の大いなる進化の芽を残ざん酷こくにも摘つみ取とったんだ」

　その姿を見下ろす秋あき人との隣となりに、フィリアが並ぶ。

　彼女はライトマシンガンの銃じゆう口こうを向けて言った。

「あなたには聞かなくてはならないことがたくさんある。洗いざらい教えてもらうから」

　すると、神かん崎ざきは笑い飛ばす。

「ふざけるな。お前らに話すことなんてもう何もない」

「逃にげ場ばはないから」

「逃にげ場ば？　逃にげ場ばならあるじゃないか」

　その言葉と同時、神かん崎ざきは抜ぬいた別のハンドガンで自身の首を撃うち抜ぬいた。

「な──ッ！」

　秋あき人ととフィリアが慌あわてて駆かけ寄よる。

　二人はその現象が何であるかをよく知っていた。

　秋あき人とは血溜まりに倒れた神かん崎ざきの身体の前に屈かがむと、シャツの襟えりを指でどかす。

　そこには、金属製の首輪が嵌はまっている。

　秋あき人とは隣となりのフィリアを見上げると、彼女は口元を引き結んで不満げに肩かたを竦すくめた。
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　合衆国軍嶺京前哨基地の文字の上から〝嶺れい京きよう基地〟とペンキで乱雑に修正を入れられたプレートが振しん動どうに揺ゆれる。

　ビープ音とともに頑がん強きような正面ゲートが開くと、幹線道路から四台の輸送車が入ってきた。

　それを見た兵士たちがわっと声を上げて集まり、荷台から木き枠わくで補強されたクレートを次々に下ろしてハンガーへと運び込む。

　その輸送車のうちの一台から降りてくる男を見て、秋あき人とは被かぶっていた帽ぼう子しを上げた。

「お疲つかれ、遼りよ太うた郎ろう」

　男はこの頃ごろ日差しの強まってきた太陽から恨うらめしそうに睨にらみ上あげてから、物資の運うん搬ぱんの指示を出していた秋あき人とのもとへと歩いてくる。

　遼りよ太うた郎ろうはＴシャツに短パンという組み合わせに、大きなレンズが特とく徴ちようのサングラスをかけていた。傍はたから見ればこの男が戦場一の爆ばく弾だん魔まだったとは夢にも思わないだろう。

「アルカディア開発本部に備び蓄ちくされていた食料を積めるだけ積んできた。あと五回往復しても余りあるくらいあるぜ」

　秋あき人とは礼を言って、辺りを見回した。

「助かるよ。これで向こう何か月かは食べ物の心配はしなくて済む」

　慌あわただしく基地内を動く兵士たちは、少し前まで合衆国や連れん邦ぽうと呼び分けられていた少年少女らが分わけ隔へだてなくそれぞれの仕事に邁まい進しんしている。

　あの一件以来、テレサ社に全てを任せきっていたライフラインを自分たちで管理する必要があるため、手さぐりながらその統制を進めているのだ。

　当のアルカディア開発本部の大人たちはと言うと、秋あき人とたちがアルカディアもろとも戦略統合システムを破は壊かいし地上へ戻もどった時にはもう、霧きりか雲のように姿を消していた。先日、新生嶺れい京きよう基地に新設された情報収集部の報告では、開発本部ビルの地下から脱だつ出しゆつ用ようの地下鉄が伸のびているらしい。おそらく、そこから別のテレサ社の拠きよ点てんへ逃にげたのだろう。

　周りに視線を巡めぐらせていた秋あき人とと同様、基地内を眺ながめていた遼りよ太うた郎ろうは、最近伸のばしているらしい顎あご髭ひげを擦こすった。

「秋あき人と、これまでは上の言うことに従ってりゃあ生きていけたが、この先はそうじゃねえ。茨いばらの道だぜ」

　それから目が合う。

　試ためされるような、そんな瞳ひとみの色をしていた。

　秋あき人とは曇りのない笑みを浮うかべる。

「大だい丈じよ夫うぶだよ遼りよ太うた郎ろう。一人じゃ難しいけど──俺たちにはこんなに大勢の仲間がいるんだから」

　遼りよ太うた郎ろうはつまらなそうに鼻を鳴らす。

「ま、お前ならそう言うわな」

　すると、その人だかりの中からこちらに向かって大おお腕うでを振ふる兵士がいた。

「アキ！　情収部から北東方面に何かの光が見えたって報告が入った！」

　黄金の長ちよう髪はつをサイドアップに結ゆった少女──玲れ奈なである。

　遼りよ太うた郎ろうは首で行ってこいと振ふって肩かたを叩たたく。

　秋あき人とは遼りよ太うた郎ろうに手を上げて別れを告げ、玲れ奈なのほうへ駆かけ寄よった。玲れ奈なもまた通りかかった兵士に最後に指示を伝えて、秋あき人とのほうへと歩いてくる。

　近くで見ると、ぐっと垢あかぬけた印象を持つ。

　時折見せる表情のない横顔は、すっかり大人のそれだ。

「アキ、すぐに準備して確かく認にんしてきて。また廃はい棄きされた偵てい察さつドローンか何かだろうけど、他の勢力の可能性もあるし」

「場所はどこだって？」

「テレサビルの屋上」

「了りよう解かい」

　秋あき人とは玲れ奈なに手を上げると、輸送車のほうへと走り出した。







　旧アルカディア開発本部ビルの屋おく上じよう扉とびらを開けると、秋あき人とは太陽の輝かがやきに手で庇ひさしをつくった。

　ヘリポートの周辺には基地から引っ張り出してきた計測機器が並んでいる。

　しかし、機材を扱あつかう当の情報部の人間がどこにも見当たらなかった。

「あれ……？　玲れ奈なのやつ、場所間ま違ちがえたかな」

　歩きながら辺りを見回すがやはり人ひと影かげはどこにも見当たらない。

　そう不思議に思って首を捻ひねったところだった。

「間ま違ちがってないわよ」

　背後から凜りんと少女の声が響ひびく。

　あわてて振ふり返かえると、塔とう屋やに一人の少女が背を預けて立っていた。

　ポニーテールに纏まとめたプラチナブロンドの長ちよう髪はつが吹ふき抜ぬける風に揺ゆれ、大おお粒つぶの蒼あおの瞳ひとみが陽光を受けて宝石よりも深い色に輝かがやいている。

　かつて《致死の蒼リーサルブルー》と呼ばれ恐おそれられていたその少女──フィリア・ロードレインは勢いをつけて背を離すと、ゆっくり歩いてきた。

　秋あき人とは自然と緩ゆるみそうになる表情を努めて平常に保って声をかける。

「おはようフィリア。他のみんなは？」

「休きゆう憩けい中ちゆう。夜シフトが終わったところなの」

「うわ……入いれ違ちがいになったか。悪い……これでも急いで来たんだけどな」

　フィリアは現在、そのずば抜ぬけて秀ひいでた情報処理能力を生かして、周辺環かん境きようの観測と警けい戒かいを担になう《情報収集部》なる組織の長を務めてもらっている。

　まだ嶺れい京きよう基地として再建が始まって間もない秋あき人とらにとって、この箱庭の外の世界がどうなっているのか知ることが何よりも急務であるため、情収部は非常に要となる存在だった。

　そんなフィリアは時折こうして髪かみを結ぶようになったからか、玲れ奈なとはまた違ちがった大人っぽさを感じさせる。最近は親友のシスティに色々と服やら化け粧しようやらの手ほどきを受けているようだし、対して代かわり映ばえのしない野や郎ろうどもより何倍も早く大人に近づいているような気がした。

「いいの。わざとだから」

　すると、フィリアは悪いた戯ずらっぽく笑ってそんなことを宣のたまった。

　秋あき人とは意味が分からず首を傾かしげる。

「わざとっていうのは……？」

　呟つぶやく傍かたわらで、フィリアが秋あき人との眼前まで歩み寄ってきた。

　そして秋あき人との顎あごの下から上うわ目め遣づかいに見上げてくる。

「あなたが約束、忘れてそうだから」

　約束。

　その言葉を耳にして、秋あき人との脳は高速で回転した。

　何のことだろうか。来週末に開かれる〝第一回　あの人に撃うたれてみたかった大賞〟の会場は押さえてあるし、先月からフィリアと約束していた花見の準備も怠おこたっていない。他に最近、基地で開かい催さいするイベントは何かあっただろうかと首を捻ひねって、そこで何かが引っかかる。

　フィリアの探さぐるような目。或あるいは、期待するような瞳ひとみ。

　しかしそこに微かすかに混じるのは、ゆらゆらと揺ゆれる怒いかりの炎ほのおだ。

　それはつまり、秋あき人とが既すでに長時間忘れていたことを意味するものであり──。

「……あ」

　そこでようやく思い至る。

　人生最大の勇気を出して叫さけんだ魂たましいの告白。

　その答えを、秋あき人とは未いまだに聞いていない。

　秋あき人とが思い出したことを表情から読み取ったフィリアはにんまりと笑うと、半歩だけ下がって正面から見み据すえた。

「ごめんフィリア……。でも正確に言えば忘れていたわけじゃないんだ。常に心の隅すみには置いていたけど、こっちから聞くのもどうかと思ってだな……」

「分かってる。だからこうして呼んだんだから」

　フィリアは頰ほおを膨ふくらまして言う。

「でも、あの状じよう況きようだったし、あれが一時的な感情だったのかもってわたしも怖こわかったのよ」

「あ、あのなあ……っ、あれが一時的な感情であってたまるか──」

「──っていうのも、このひと月でよくわかったわ」

　秋あき人とは頭を搔かく。

　どうにも今日は完全にフィリアの手のひらの上である。

「秋人」

　不意に名前を呼ばれ、一気に心しん拍ぱく数すうが上がる。

　顔を上げると、蒼の瞳と視線がぶつかった。

　それは、彼女の口から初めて聞く自分の名。

　フィリアは幸せそうに笑った。

　二人の間を一いち陣じんの風が吹ふく。

　その風の中で、彼女が言った言葉を、秋あき人とはこの先一生忘れることはないだろう。
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　はじめまして。蒼あお井い祐ゆう人とです。

　縁えんに恵めぐまれ、第二十八回電でん撃げき小説大賞の金賞を頂き、本書を世に出す運びとなりました。

　ここまでお読みくださった方、このページから読み始められた方、本書をお手に取っていただいた全ての方に感謝申し上げます。




　私は一いち人にん称しよう視点シューテシングゲーム、いわゆるＦＰＳゲームが大好きな人間です。

　しかしある日、友人と毎夜戦場に繰くり出だす中でふと思い出したのです。ＦＰＳゲームに出会った頃ころに感じていた一方で、いつの間にか忘れてしまっていた「これって人を殺すゲームなんだよな」という罪悪感のような感情を。

　そう考えた途と端たん、操作するだけの無名のキャラクターが、理り不ふ尽じんな戦場に魂たましいを囚とらわれた一人の人間に見えました。

　本作『エンド・オブ・アルカディア』はそんな小さな違い和わ感かんを起点に、もしもＦＰＳゲームの世界が現実となったら──というＩＦを核かくにして書き上げた一本になります。

　秋あき人とやフィリアたちが生きる舞ぶ台たいは、現代の世界と似ているけれども所々違ちがう架か空くうの世界となっています。ただし文明や情報技術レベルは二歩か三歩ほど進んでいます。

　と言うのも、私のもう一つの好みが、ありそうで無さそうなギリギリのラインのＳＦな世界観だからです。

　無む駄だに視界を埋うめ尽つくす仮想ウィンドウに、巨きよ大だい二足歩行兵器に歩兵が挑いどむハチャメチャな構図──その他大量の「なんだそりゃ！」なエセ近未来像は全て私の趣しゆ味み嗜し好こうでありロマンであります。「いやいやそんな無む茶ちや苦く茶ちやな！」と突つっ込こみを入れながら楽しんでいただければ幸いです。

　そんな世界で、秋あき人ととフィリアの相あい性しよう最悪で最高な喧けん嘩かップルがドタバタな青春を送ります。

　絶望的ともいえる環かん境きようでもともに手を取り合って力強く前へ進む二人の生き様を、今後も見届けていただけたら嬉うれしいです。




　山ほどの設定がある中、彼らの熱が伝わってくるほど超ちよう絶ぜつ可か愛わいく＆恰かつ好こう良くキャラたちを描えがき出だしてくださったＧｒｅｅＮさん、書きたい要素で溢あふれ返かえっていた原げん稿こうを、平日の深夜から大おお晦日みそかに至るまでお時間をいただき、最後の最後まで磨みがいて下さった敏びん腕わん担当の黒くろ川かわさん、出版に至るまでお世話になりました大勢の関係者の皆様、本当にありがとうございます。

　そして何より、本書を手に取って下さった読者の皆みな様さまに至上の感謝を！





二〇二二年一月十五日　　蒼井祐人　
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